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昭和60年度調査遺跡  遠景（南より）  

■■  〆   



昭和60年度調査遺跡   

昭利60年度は、粕川村の南部にあたる探津地区が調査  

の対象となった。   

深津は、仏教説話集『神道集』に収められる赤城神の  

桂l来を説いた「赤城大明神の訴」の卯台となった地とさ  

れている。   

探陣地区の地形は複雑である。洪和台地、粕川扇状地、  

そしてそれらを浸食する湧水を伴う谷地が入り組んでい  

る。この深緋の地は、欠水性土壌の多い粕川扇状地の中  

にあって、古代から腱桝に適した地域であった。   

西迎遺跡   

西迎遺跡では、弥生時代中期後半から平安時代にかけ  

ての集落が発掘された。遺跡の南鮎部には古墳晒代前川  

の方形周溝纂押がある。   



13号住居出土遺物  

13号住居全景（西より）   



13号住居出土遺物   

西迎遺跡からは弥生時代中期後半の遺物が多く出土し  

た。これまで赤城山南範地域では、弥生時代中期後半の  

土鮨については不明な部分が多かった。今回の西迎過跡  

出土の一括資料は当該期の土器の状況を知るうえで重圧要  

な資料となった。  

13号住居全景   

弥生時代中期後半の住居が15肝調査された。13号住居  

は東西11㍍、南北7㍍の大型住居である。弥生時代の集  

落でどのような役割をもっていたのだろうか。   



粕川村は赤城山南麓に開けた村です。最近  

ではだいぶ様子が変わってきましたが、米麦  

と養蚕を中心とした典型的な純農業地域と言  

えます。この農業の伝統はいつから生まれて  

きたのでしょうか。   

ここに報告する『西迎遺跡』は弥生時代中  

期後半から平安時代にかけての集落遺跡で  

す。特に、弥生時代中期の竪穴住居15軒がま  

とまって検出されました。そして、それらの  

住居から出土した土器の表面にはモミ殻の圧  

痕が認められるものもあります。群馬県に  

あっては、弥生時代は、まさにコメ作りの始  

まった時代といえます。そして、粕川村にとっ  

ても「農業粕川」の原点をこの『西迎遺跡』  

に見いだすことができると思います。   

本報告苔が多くのみなさんに活用されるこ  

とを願ってやみません。   

最後に、発掘調査に際し、ご尽力を頂いた  

地元土地改良の役員さん並びに土地所有者の  

皆さんに御礼申し上げると共に、酷寒の中、  

発掘調査に従事された皆さんの労に心より感  

謝申し上げ、序といたします。  

平成2年3月  

粕川村教育委艮会  

教育長 中 嶋 茂 美   



ニュムカエ  
l．本胃は昭利GO印度抑lり槻東リ，と′翻弄盲】場胞備印業にイ系る柵成文化財死相肌証沫津地層遺跡郡のlノ」町Li迎遺跡月の発   

抑制満潮苓刊である。  

ソカノ∴シムノノエ  
2．『匹F迎遺跡』は糀捌．去勢多郡粕川村深印字西迎1二川二うー・1番地他に軒在すむ，  

3．光州別査はl】r川160咋1（りJ21】≡】から11什和（川隼12‖2（）lほで行った。  

また、葉月l州：業及び本号lけ刃牛成はY成演出り上＝l≡lから平成2叶3‖封）l二はで行った。  

∠1．発州調査は昭利60咋度の国㍑班要文化財等保存矧肺則甜1榊汀リノ金及び肌j．星川J水土地改叔誹業所委託金の一郎を   

便川して行った。   

脛理印業は平成元印度川ニに巾二要文化財等保存酪備蛮l鞘甘紺助金を仙川して行った。  

5．別布紺瀾は次のとおりである。   

二∫jf准局   

教育長  金井久州（（う2叶（）ノニ」退什）   

恥捌．引長  笠原 消（6川二6川泣ミ川）   

係  長  坂本 実（（う2咋（う川辰‖り   

調査担当   

文化財根当 小．1糾屯一   

調査上二i 竹内 塩（規 人lぎり々町教育委員会）  

骨頂仁史（規 三1ミ村■町教省委員会）  

（う．本習の作成紺柑は次のとおりである。   

事務ノー，J   

教育長  中嶋茂美（G2咋10‖宕什）   

射務局長  伽沢 上（二、ll成）己咋∠けJ弓ご汁［）   

局長補佐二 ＋柳沢克l〃J県派遣朴会教‘肯ニト瑚 （llr川】62圧′Ⅰ‖宥什）   

係  長  木島定率（二、ド成元年4日前作）   

文化財山当 小．1議純一  

7．本肖の作成は小島が編扶、執難を担当し、遺構写黄は竹小笠原による。また、、遺物′弓1食は汀卜泰リう（抑Il川   

サンフォト）による。なお、本田の作ノ動こは以下のものが参力【ルた。  

庶務担三当  笠原弘子  遺物接合復元  lい嶋あぐり  

遺物尖測及びレイアウト 鈴木甘■√ 1キ沢てい子  

8．発抑制査によって侶」二した遺物については総て仙川村数市委員会でイ甘晋作理している。）  

（）．調査から掛封＝こかけて、■l、‘記の方々からご指導、ご助言を賜った。記して感言帥llし．1二げます。  

什l二11†川た  抑汀仙こ介  小島敦イ・  小11卜情火  坂爪久純  仙川川三  能ギ資 性  林 幸彦  

前原 豊  ん特利犬   



凡  

1．本書の挿図の方位は座標北を示す。  

2．本書で使用した地形図は下記のとおりである。  

図1 国土地規院20万分の1「宇都宮」  

l雲12 国土地軋院2．5万分の1「鼻毛石」  

図3 国土地埋院5万分の1「前橋」  

3．本書の遺構図、遺物図の縮尺は下記のとおりである。  

住居址平面図 1／80  

竃 平 而 図  1／40  

古墳平節目図 1／100  

古墳土層断而図 1／40  

土器及び土製一品  1／4  

石器及び石製品  1／4  

4．土器観察表及び挿図の番号は、遺物取り上げ番号をそのまま使用した。   

一括取り上げの遺物については、遺構毎の通し番号とした。  

5．挿図の土層断而のアミ表記は下記のとおりである。  

浅間B峰石（As－B）  

H＝l 浅間C峰石（AsC）  

焼 土   
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出土遺物実測図  

遺物観察表  土器  

ⅠⅤ 調査の成果と今後   
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付  図  
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写 真  

赤城ILは探紺地区遺跡群（向より）  

昭和60牛皮調査遺跡（両叫より）  

西迎遺跡全景（両より）  

西迎遺跡両区全景（束より）  

西迎遺跡と東側の低地  

西の低地から望む西迎遺跡  

大型鶏機による表土剥ぎ  

粕査作業  

ブーム方式（計測川カメラ）による住   

1
 
 
2
 
 
1
1
 
 
2
 
 
1
 
 
2
 
 
3
 
 
▲
J
∠
l
 
 
に
J
 
 

1
－
1
 
 

2
 
 

21二う号住居炉址  

こう 13号住居遺物川ニヒ状況  

∠113号住屈壁用溝  

5 13号住居迫物出土状況  

61ニー号住居遺物出二L状況  

713号住屈遺物出土状況  

81ニう号住居遺物（ノ15～））LJi土状況  

1）lノ．9 113・号住居遺物川二卜状況  

213・片住屈遺物（】85・1（）6）川了上状況  

こう13号住居遺物（360・298）肛巨状況  

ノ113弓・住居遺物（旺＝l＿i二l二」犬況  

513号住屈内理め舐（487・上188）推測犬  

況  

（i13一号住居内理め班断ち割り状況  

7 13増・住居内埋め聖断ち判り1犬況  

813号住居lノ冊もめ班被覆の壷（′1日7）除去  

後  

1〕Ⅰノ．1（）1 20号住居全景  

2 20号住居迫物出土状況  

こう 20号住居二L椚耶樹状況  

′120号住屈遺物州二巨状況  

5 20号住居二L八車代精」犬況  

1）I」．‘11120号住居臍製石斧出土状況  

2 2（）号住居磨製イf斧用土状況  

3 20号住居遺物（15∠1・183）山上状況  

′120号住居遺物（15∠1・183）出土状況  

5 20号住属遇物（326・348）山二＝犬況  

（う 20‡二律iミ居遺物（326・3∠18）J二li土状況  

7 20号住居造物／ti土状況  

ボ 20号住屈遇物（13・29）Jll土状況  

1｝Iノ．12 122i∃・住居遺物山⊥状況  

2 22号住居二＝甘胱租状況  

こi22モ川瀾迫物（27）出土状況  

∠122号住居遺物（2）川土状況  

5 23一別主居全景  

6 23号住居遺物川二＝犬況  

7 21号住居全景  

S 25号住居全景  

PL．13 1 29†ゴ・住居遺物JLl土1犬況  

2 2（）せ住居全景  

ニi2～）号住居遺物川二l状況   

居の写基測母  

6 進む発動鵡畔査  

7 電子相似こよる造物の似り上げ  

8 ケーブルカ■式（35…一般カメラ）によ  

る写英測招  

1 方形周泄克群と住居（火より）  

2 方形用泄裁と住居の節減前肛査  

3 大別の調査  

4 大浦と方形川溝墓  

5 縄文時代の6号・附し穴（23号住居内）  

6 1・2・3弓・附し穴  

1）1ノ．  

7 小号附し穴（2号方形川津持．日月）  

8 7号附し穴（小母方雅雄摘服払ノ可）  

1）IJ．5 1 7号住川全景  

2 7号住居二日甘酢楯状態  

3 7号住居迫物山」二状況  

∠1 7号住居遺物出土状況  

5 7号住居遺物川土状況  

（う 7号住凧・遺物出土状況  

7 10号住居全景  

8 10号・住居遺物Jl二i土状況  

1）lノ．（う 1 9号住屈全局  

2 9号住居迫物山二l二状況  

3 9号住屈遺物山土状況  

‘1 9号f抽‡l）1内遺物出土状況  

5 11号住居全景  

6 11号・什居遺物J臣L状況  

7 11弓・住居遺物川二l∴状況  

8 11号住居遺物江上1ニ状況  

1）I」．7 113号住居全景  

2 13号住居迫物出土状況  

1）Ⅰ．．H 113号住屈二Ⅰ∴層抑積状況  



′129号住万H二層耶机状朝  

5 2（け手性川遺物（12・1ニう）J二tl二巨1人況  

6 27号住居全景  

7 27号住屈遺物出土状況  

8 27号住居遺物Jll土状況  

Ⅰ）Ⅰ．．14 1 30・31号住屈余儀  

2 30号t輔H二層椎租状況  

こう 30号住居遺物（4）川二巨†犬況  

∠130号・住届遺物（88）＝二1二状況  

5 30号住居迫物Jt1土状況  

PL．151 32号住川全景  

2 32号住居遺物什H二状況  

3 32号住居遺物山土状況  

′132号住居遺物山上状況  

5 32号住居遺物（37）Jtl二1∴状況  

（i32号住居遺物帖二1二状況  

7 33号住居全景  

8 33号住居1）2肉迫物（8日）J臣巨伏況  

1）L．161 ノJ▲形周溝基肝全㍍（北より）  

2 28iチ住川全景  

こう 28号住居遺物廿i土状況  

′128号住居退物（1・2・∠1・5・7）川．－1状  

況  

5 28号住居遺物川土状況  

PL．17 1 仁丹力珊鋸別酋封全景  

2 1母方形欄川根－㌔二l二酢碓酢l犬況  

：う 1号方形周溝闘士層堆楔状況  

∠11号・方形用溝端土層耶鵜朝潮  

5 3号方形瀾溝基全景  

PL18 1 2号方形川消さ－‡全景  

2 2号方形周溝基土仲川l掘削犬況  

3 2号プ川彿膵は誹土状況  

∠1 2号方形用溝蓑遺物（3（う）出土状況  

5 2号方形用溝鎚遺物（ノ18）出土状況  

l）lノ．19 1 ∠1号方形周別封全景  

2 ∠1号方形甘肺鈷諷鉦】人況  

3 小号方形周沖ほ．しL肘榔根状況  

∠1 ∠卜号方形用溝茹遺物 い1）川⊥状朝  

5 ′1号方形周泄基遺物（1）＝ごIl状況  

1）I」．201 5号方形川泄裁全景  

2 5号方71引鞘西端遺物（1）川土状況  

3 5号方形周消先遣物（2）甘辛】人況  

∠1 6号方形周泄；基全景  

6一号力形購摘録．㌔土屑耶桔状況  

7←1］・ノ用律闇胡全景  

7号方形周溝基二lニ層堆積状況（浅問C  

軽石）  

5号住居遺物出土状況  
1
 
 
2
 
 
3
 
 
 

5号住椚全景  

5号住屈遺物  

況  

5号住何遺物  

5i壬住居遺物  

8号住㍍全景  

8号住居遺物  

針号住居遺物  

況  

8号住居遺物  

8号住居遺物  

況  

8号住居遺物  

8号住桝遺物  

（132・170・172）山二Ⅰ∴状  

（2・3・4・5）川二Ⅰ二状況  

（8・9・10）川」二状況  

（11）出土状況  

（1・2・ニい4・5）出二L状  

（2・3・′l・5）川土状況  

（1・2・3・4・5）川二l二状  

（11・12）JL；二l∴状況  

（6）JH土状況  
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1号住居全景  

2号住居全景  

2号住居臓部  

2号住居遺物（1・3）汁H二状況  

二う号住桝全景  

3う三雄i府：▲遺物川」二状況  

∠l号住居全景  

∠1号住居遺物山土状況  

∠l号t帥潤部川辺遺物JLH二状況  

4号住用土層堆楔状湖  

上片住居■遺物（4・3）出二l∴状況  

1日号住屈全景  

18号住肘土層堆積状況  

腑号住屈関都周辺魔物出土状況  

16号住居全景  

1G号住居土層堆積状況  

1（う号住屈招剤遺物J＝」二状況  

16号住居遺物（4）川土状況  

3けナ住居二lニノた川用封犬況  

こぅ1号住居椅剤遇物出」二状況  

：う1号住居遺物（18）川土状況  

31号住居貯蔵穴内遺物J1i土状況  

川号住届■全一県  

川号住居造物川土状況   

1JL．23  

1）L．25  

1〕Ⅰノ．2G  



3 26弓十抽‡全㍍  

∠126－i三▲住屈遺物J」上巨1火況  

5 別号住居遺物／tl二l∴状況  

6 2車引主屈二＝糾畔酢状況  

7 2拉旧制遇物州二巨1犬況  

1）Ⅰノ．27 112・弓・住居全景  

2 12一片軋屈遺物（イJ製紡錘車）山二1二状況  

3 1車封封計全景  

∠11桂川堀⊥層耶机状況  

5 1扶植堀過物山土状況  

（う 17一別三輔‡全景  

7 6号イ三輔㌻全景  

8 15号住刑全景  

l）1ノ．28 1 小火大浦全景（火より）  

2lい火大浦土層姉拙状況  

3 中火人溝西コーナー部  

′l近世炭窯全景  

5抜庶炊l＝1部  

6 炭窯炊廿郡近最  

7 炭無煙道都  

1）I」．2（）1 7号住届出二l士道物  

2 9弓・t軸川i士道物  

：う 22号住屈用土遺物  

1）L．二iO 113号住居山上遺物  

2 20号住居用二Ⅰ∴遺物  

3 28号住居JH二1二遺物  

1）L．ニう11 5サ附1甜：1二ll遺物  

2 8モ川ミノ出1l二L遺物  

：う 3与錐iり「戸＝l二Ⅰ∴追1勿  

1）L．32 7号住万汁H二遺物  

（）号住居廿仁Ⅰ二遺物  

1）I」．：iニう10号住届出二t∴過物  

11号住州1止遇物  

22号住居川上遺物  

Ⅰ）IJ．：i′113号住居‖H二遺物（1）  

1）1．．3513号住居常士道物（2）  

1）Ⅰノ．ニう（う1こi号住帖lLL遺物（：う）  

1）IJ．：う7 20号住ノ淵l丑遇物（1）  

1｝Ⅰノ．：う8 20号住帖＝二仁遺物（2）  

1）Iノ．3～）2：うり什居山二】∴遺物  

2〔りづ・甘木汗臣上遺物  

30号什居山ニー∴遺物  

1）Ⅰ．．′l（）錮り住居≠二卜遺物  

1）IJ．射 32・号什瀬川iニヒ遺物  

こう：う号住帖I；二1∴遺物  

打田．け‖l土二川罠（拓形図掲職ぷ物）  

各軋仙l1上恥化系二卜二器（拓形l買収川泥道物）  

1）L．∠12 2号ノ川彿相川甘土遺物  

中りノノ形周溝紬t1」二道物  

5号ノノ形周溝J．引1仁一∴造物  

l）lノ．∠13 5け住居廿二卜遺物  

1）Ⅰノ．小18号軋帖11二1∴遺物  

3車」十津川上卜遺物  

二り川ミ出川廿遇物  

1）Ⅰノ．∠15 2り什居‖廿遇物  

1）1ノ．∠1（う 一巨号什直川仁1二遺物  

1（け汗＝品】l二卜．遺物  

31号住居丑二Ⅰ∴遺物  

】）Ⅰ．．∠1718号住居山二上辺物  

川号竹井川H∴遺物  

2直子什再＝l仁卜遺物  

2（う月十津川H二遺物  

1）Ⅰノ．∠1812片肘抑圧ヒ遺物  

1∠1号什有川Ll二遺物  

15・片住居廿二L遺物  

他州れl州」1二1二遺物  

1）L．小）7一別満州l二I二れ据  

二うこうヰ川り淵＝」・．行け持  

13号住居H土弟満  

20号住仙北‖：f㍍㍑  

10一号什力川上1∴イ川岸  

（）・片住居‖H二れ損  

こi：う号住居出ニl二磨製イf斧  

33号什〟川i二L特和臍わ  

2（）当千仙川l⊥臍製イてf芹  

1）I」．．5り 各十津川†土構ぷ削拙・横根  

33・号什頂い32り什出川uニホ核掻損  

7一片住居・㌘号住力い32号十＝．引」仕．イi核   
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図1 西迎遺跡の位置  



Ⅰ発掘調査の仔細  

発掘調査の経緯   

より当該7遺跡の内、深緋西迎遺跡、深排三ケ尻遺跡、  

探津西原遺跡、女淵松原l「l過跡の4遺跡について、工  

事変更等による現状保存が不可能と判断され、記録保  

存を目的とした発掘調査を実施することとなった。ま  

た、圃場盤側に1二事中に深印西原遺跡に近接する二1二塁状  

過構が古墳であることが判l〃」したため急遽調査を行う  

こととなった。   

発掘調査は昭和60年10月1∠11］より開始し、昭和61年  

1月141≡ほで行った。調査馴着りは延べ85廿∴調査面積  

は延べ16，2801112、調査参加人員は延べ3，476名であっ  

た。   

本書の『i牲迎遺跡．月 については、昭利60年10月211三‡  

から同年12月19巨ほで調査を実施した。   

調査期聞は延べ521≡1、調査両横は8，4001112、調査参加  

人員は延べ1，572孝一であった。  

抑It村はIl柵153年度より県享引甫卜購酬柑享業をほぼ全  

村にわたって実施することとなった。抑Il村数育委員  

会では、それに伴って、宙接破壊を受ける埋蔵文化財  

の記録保存を目的として発掘調査を昭和5∠昨度より開  

始した。   

本讃で報告するIl珊t60年度は、深津三ケ尻・西迎地  

区及び女淵八幡地区が圃場整備事業該当区とされた。  

当初、両地区には7カ所の埋蔵文化財包蔵地と1カ所  

のホ墳の存在が予想されていた。教育委員会ではこれ  

らの追跡の取り扱いについて、工事施二l二者である群馬  

川水土地改良事業所と数度にわたり調整を行った。そ  

の結果、これらの周知の遺跡については、圃場整仰にl二  

事着手†裾こ詳細な試掘調査を行い、その結果に基づい  

て現状保存あるいは記録保存かを判断することとなっ  

た。   

試掘調査はl闘l160年9月21日より開始した。これに  
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図2 滴和60年度調査遺跡  



発掘調査の概要  ⅠⅠ  

の城鮒跡がある。   

これらの遺跡が成立する背景については、すでに『相  

川村の遺跡』のなかで指摘されている。   

火水性の地域である粕川扇状地内にあって、本追跡  

のある粗1壬状の洪桝台地が比校的自然湧水を多く持  

ち、それに伴う湿潤な谷地が多く形成されるという条  

件によるものである。また、周辺の時期別の追跡の分  

和を見ると、弥±l三崎代の追跡は明らかに自然河川や自  

然湧水などによる湿潤な谷地に近接して分布する。そ  

の例として西迎遺跡や前原遺跡が挙げられる。また、  

ハ墳時代前期以降、特に古一墳昭里出1期以降には粕川扇  

状地内への遺跡の積極的な進出が見られる。それらの  

追跡の分布はやはり扇状地内の自然河川や自然湧水を  

伴う谷地を［＝■旨して進J目し、その後に集落は谷地に  

沿って拡大していくことが何える。渋沢遺跡、友成追  

跡、下地皆戸遺跡等がその例として挙げられよう。  

3 調査の方法と概要  

誹洒は圃場整備事業によって直接破壊される部分全  

域を対象として実施した。調査は当初、表土等の残土  

を訓概l式域内で処即しなければならないことからトレ  

ンナ調査を実施し、調査対象区内の遺偶のある部分と  

無い部分の碓謂を行ってから開始した。型重機を導入  

し遺跡全面の表二Lを剥ぎ、北から順次精査していった。   

誹臍にあたっては、遺構図面の作成に写寅測昂を遺  

物の取り上げに乍に子野鵬を導入するなど極力迅速化を  

図った。   

遺跡内の基本土層は赤城11．＝葡灘地域の洪積台地の一  

般的な仰穂状況であった。   

調査遺構は以下のとおりである。   

縄文時代 附し穴8基が調査された。遣物の出土は  

無く、他の遺構も検出されなかった。   

弥生時代 弥生鳩車Hl期後半の住居15軒が調査され  

た。15仰の内5jtil：は焼失家犀である可胎性が高い。   

古墳時代 方形周溝蓋7基、古墳時代前期の住屈2  

什、llり別の住侶3粁、後期の住居5仰が調査された。   

奈良・平安時代 住居8仰が調査された。   

他に時期不明の遺構として、住居1粁、炭窯1基、  

泄i4条が検出された。   

1 西迎遺跡の位置   

1西迎遺跡は、榔lけ寸の商社柑l；の大字深津にある。上  

毛電鉄新屋駅より南に約2㌔の距離に当たる（ノト字「西  

迎＿」の集落の南備に位潰する。   

追跡は粕川・荒砥川扇状地によって侵食され、独立  

丘陵状をなす洪硫台地南備にある。遺跡地はなだらか  

な幅の広い舌状台地状である。西は赤城11川一流の染み  

糾し水によるラ勧閏な開桝谷が南北に延びる。この1川桝  

谷の谷頭には「頭無沼」と呼ばれる大きな溜め池があ  

る。東も洪租台地から扇状地面を槻研する浅い谷が入  

り込む。南は粗Ilに向かって、一見なだらかな段丘状  

の地形が続くが、試掘調査を行うと北からの糾い開桝  

谷が何本も入り込み複純な状況を見せている。現在で  

も、これらの開析谷は良好な水川として利川されてい  

る。   

遺跡の標高は遺跡中央で1∠17．6㍍である。西の谷地と  

の比高差は約5㍍、東の谷地との比高差は約1．5㍍程で  

ある。  

2 周辺の遺跡  

西迎追跡の周辺は遺跡の密集地域である。西迎遺跡  

の位置する洪積台地や洪積台地縁辺の扇状地面には弥  

生糊代から奈良・平安時代にかけての追跡が切れ目無  

く分布する。   

西迎遺跡の西の谷地を挟んで東側の台地＿仁．には方形  

周椚墓2基と古墳時代前期から奈良・平安時代にかけ  

ての集落である三ケ尻遺跡、古墳時代前期の環濠集落  

である西原遺跡、純文l馴軒「1期の災落と古墳時代小淵  

の集落から成る後原遺跡が続き、さらにその北には古  

墳時代後期の横穴式石室を主体部とする‾r．h▲墳20基前後  

と平安時代の小瑛落及び炭窯跡からなる西原ホ墳胴が  

続く。   

西迎遺跡の北には、10基前後のllこl・後期の寸用■更から  

なる近戸・聖天古墳群がある。   

東には古墳時代後期から奈良・平安時代の集落遺跡  

である友成遺跡が、その北には古墳昭代前期からホ墳  

時代後期前半の近戸遺跡へと続いている。友成退潮の  

南には方形に濠のめぐる坂什り成跡と呼ばれる‖胴射不性  

．・一〉  



ⅠⅠ発掘調査の概要  

：：：‥：：：：：：：＝：‥粕川・荒砥j11扇状地面   

甘柿地   

：：：：：：・：・：西迎遺跡  

m既発掘調査遺跡  

∈∋分布調査確認遺跡   

●  古墳  

破線以下は未調査遺跡  
（分布調査報告参照）  

3   

図3 西迎遺跡と周辺の遺跡  



∴ 

〉三  
A▲⊥   ．≒ゝヰ∴■甘■」讐．脚巧       ・：・【l：  ．■．1 矧        」   国 1tご1十  て・・nエJ・・・ノ1こ一－う。要 囁■㌧藁熟   個                          ］□魂備 耗器                円 r□                                               ＝ヒ！：＝‥・′Yi言・還長  ふ．つ〇                  ⊂ユ                                            ●：●∴せ∴ し．転主譜  し 互      臼        ：；ヒ！：；：；廿；；三：‡   

図4 西迎遺跡調査囲  
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ⅠⅠⅠ調査の三言J録  

制査の記録  

また、床面はl二い火部に向かって仰かに傾斜を持ちくぼ  

む。  

炉址 地床炉で、挙大の「¶轢を川いた炉石を2佃持つ。  

桃＿上はあまり拭っていなかった。  

柱穴 明悼な柱穴は検州できなかった。Ⅰ）1長径36×短  

径38×深さ（札l妄ン。  

遺物 完形の遺物の出土はなかった。壷3・烈日が‡11  

二1二した。頁‡ほlは、貯蔵穴と考えられる1）Ⅰ内から山土し  

た。他に、磨り石3・削損2が川二Lした。磨り右（i・61  

は安山岩製、58は砂岩製である。削損55は安山岩製、  

2～）は頁‡二i・製でいずれも周縁加ユニのものである。  

備考 理め二l甥＝楢坤には焼二Ⅰ二や炭化物を含んでい  

た。貯蔵穴は＝形で長径52×租径50×深さ3畔ンである。  

一部を時期廿叩」の桝で切られている。  

10号住居（図9、P L．5・33・49）  

形状 やや隅の丸い長方形で長辺5．3、短辺3．5㍍であ  

る。碓謂両からの掘り込みは浅く住居の残りは悪い。  

攫高は撞も残りの良い部分で13写ンであった。  

床面積1f），∠151112  

方位 N－23．50－1V  

床面 軟らかく不明瞭である。張り床状のものは検出  

されなかった。  

炉址 住悟中火に検／1iされた。恍土の残りは極めて悪  

い。  

柱穴 明瞭な杵穴は検出できなかった。1〕．長径2′1×短  

径2′1×深さ11タン・1）234×32×25．7・1）ニー36×32×31．4・  

l）▲，62×30×3（）．′い1）528×28×25．5・l）。44×42×′11．9。  

遺物 班1、≦i‘i‡1、磨り石1、削侶1が出土した。鮭  

lは、ほぼ完形である。磨り石は安Ill岩製で炉の周辺か  

ら川二l二した。F－jり据は班色貢岩闇の周辺加工のものであ  

る。  

備考 埋め二l二中には焼土や炭化物を含み、焼土ブロッ  

クが住併の壁川辺で検Jl二iされた。貯蔵穴は検川されな  

かった。  

11号住居（図10、P L．6・33）  

形状 やや隅の丸い長方形で長辺（う．9、短辺4．鋸㍍であ  

る。住居の残りは極めて悪く、壁高は最も残りの良い  

部分で1婚ンである。  

床面積 34．07Il12  

方位 N－∠13．50－1へJ  

．・了   

1弥生時代の遺柵と遺物  

7号住居（図5・6、P L．5・29・32・49・50）  

形状＋平面形はやや隅の丸い長方形で、名辺はやや小  

火削が張る。長辺6．08、机辺3牒㍍である。確謂面から  

の据り込みは浅く、住用の頻用は比校l裾出し、。壁高は、  

最も戟 りの良い部分でこう0プンである。  

床面積 2（う．0211f  

方位 N－5．5㌧」Ⅳ  

床面 軟らかく、張り床等は確認できなかった。  

炉址lリ礫イ財lヨの炉石2石を持つ地床炉が中火やや北  

よりに検山された。炉面は」三とく焼けて亦化していた。  

柱穴 明腑な柱穴は検州できなかった。Ⅰ）1長径52×短  

径20×深さこう7．8妄ン・1）2二う2×：う2×36．4・1）。：う0×26×1n．l・  

Ⅰ）．132×28×28．7・Ⅰ）528×20×16．0・Ⅰ－．～こう（う×ニう0×17．（）・  

1）768×∠18×16．4  

遺物 抹両帝上から比校的多くの遺物が‡ll上したが完  

形のものは少ない。班38のみ完形であった。班38は炉  

址の周辺からHi土した。図上復元ができるものでそれ  

ぞれ壷7・班3・高林？1・鉢1・台村き鉢1岡林が  

たl1土した。また、磨り王㈲の山土が多い。才二Jlは砂岩  

の抱tイ√、t√123・11は安山岩の磨り右、イ＝か′lは片岩系  

の円礫である。他に安山岩の石核9、削損13、黒色貢  

岩製の削拙？が出土した。石核9は円礫を分刑し自然  

面を打両として概ね求心的な剥片剥離を行っている。  

作出される剥片は不当酎†ラな小型のものである。  

備考 住脚きⅠ！め土中第′1J酔lりこは焼土や炭化物が含ま  

れ、焼土のブロックも柵認できた。焼土ブロックは住  

居の既よりに多く検川された。但し、i州原な炭化材の  

川二l∴はなかった。貯蔵穴と考えられるものは検山でき  

なかった。住居の一部は‖判別不明の井戸によって切ら  

れている。  

9号住居（図8、PL．6・29・32・49）  

形状 狛刷lラは長方形で長辺6．∠18、短辺4．72㍍である。  

確執rlからの住居の掘り込みは浅く、壁高は最も残り  

の良い部分で23芸ンである。  

床面積 2‡）．971112  

方位 N－6．50－W  

床面 軟らかく張り床状のものは確視できなかった。  



床面 軟らかく不l脚僚で、張り床は検出されなかった。  

炉土止 地床炉で拳大のlニー」礫4個からなる炉石を持つ。  

焼土の残りは悪い。  

柱穴l脚僚な柱穴は検出できなかった。1）1長径56×短  

径∠10×深さ26．1芸ン・Ⅰ）2∠14×36×50．8・Ⅰ）。38×2∠1×16．5・  

Ⅰ〕．168×38×45．7・1）540×32×24．6・Ⅰ）626×2∠1×32．3・  

1）746×42×60．1・Ⅰ）836×30×38．3・1〕932×24×38．8・  

1）1036×32×28．9・1）．132×18×33。  

遺物 図上復元は茹1、埜1、台付き鉢1が‾吋能であっ  

た。石絡は削耕2が出土した。削損69は頁岩製の縦型  

の削射である。削告2は磋岩質の薄い石材を川いた周辺  

加工の削器である。  

備考 埋め土中には焼土粒子、焼二tニブロックや炭化物  

が多く含まれていた。貯蔵穴は検出されなかった。  

13号住居（図11・12・13、P L．7・8・9・30・34・  

35・36・49）  

形状 長方形の大型住居で長辺11．68、短辺7．∠1壬㍍であ  

る。住屠の残りは極めて良好で、碓認而からの壁高は  

43貰ンである。また、壁‾‾lごには壁周溝が巡らされる。周  

溝幡は上幅汚6～18、下幅18～6芸ン、床面からの深さは3．  

2～8．9芸ンである。  

床面積 73．61112  

方位 N－87¢－Ⅰ王  

床面 軟らかく、張り床状の床は碓認されなかった。  

r二い火に向かって緩やかな傾斜を持ち、中火部が保かに  

くぼむ。  

炉址 住居中央にある地床炉で、拳大のl1」礫の炉石2  

佃を持つ。焼土、灰がよく残っていた。  

柱穴 明瞭な柱穴は検出できなかった。1〕1長径26×短  

径2∠1×深さ31，1享ン・1）238×26×24．8・1）326×22×19．4・  

1）．140×24×23．6・1）522×20×1∠1．6・1）652×44×25．ノ1・  

1）7∠川×22×29．5・1）832×2∠1×23．6・1）934×32×25．7・  

1）1。72×72×17．3。1〕6については貯蔵穴と考えられる。  

遺物 遺物の残りは良好で床面直上から完形土湘が多  

くとii土した。図上復元避物を含めて壷17、埜5、他1、  

鉢1、土製品1が出土した。   

壷185と売196は住居中火北壁よりの床面伍上から、  

近接して出土した。壷360・298は住居ニ1ヒ束よりからま  

とまって出土した。壷459は1〕。内からJ二l†土した。柔和4は  

住居西壁より中火郡から出土した。   

他に磨り石と棟損カミ出土した。228・227・216・486  

一括1が安山岩の磨り石である。一括2は片岩の自然  

I二11礫である。横着削ま黒色安l1」岩製で剥片の端部に俳か  

6  

に二次加二1二を施したものである。  

備考 床面カ、らは炭化材が出土した。しかし、l州瞭な  

桃上等は柵認できなかった。  

20号住居（図15・16、P L．10・11・30・37・38・49）  

形状 長辺5．7、短辺∠1．鋸蒜のやや隅の丸い長方形であ  

る。住居の残りは非常に良好で確認而からの壁高は′17  

芸ンである。  

床面積 27．山一12  

方位 N－658－E  

床面 やや硬く明瞭である。ただし、張り床状のもの  

は検出されなかった。  

炉址 地床炉で住居のほぼ中央に位置する。炉石を持  

たない。焼二L∴ 灰層は不明瞭である。  

柱穴 規則的に並ぶ柱穴は碓認できなかった。Pl長径  

38×短径24×深さ21宗ン・1）224×20×29・1）。48×∠10×22・  

l）′124×24×27・1）528×22×20・1）628×20×29・Ⅰ）732×  

20×31・1）836×20×∠11．6・1）920×16×22．9  

遺物 過物の残りは良好で床面直上から多くの遺物が  

川上した。図化できたもので鵡8・建4・俄1が出土  

した。また、大型磨製蛤刃石斧1、削轟1、磨り石3  

が出土した。9の大型磨製蛤刃石斧は蛇紋岩製で刃部  

を欠失している。残存長16．9・最大幅8．3・撮大厚5．8  

芋ン・重さ1∠川9Zラである。一括1は頁岩製の削損で刃部  

には捌かな二次調整が見られる。磨り石3は砂岩製、  

7は安山岩製のものである。一括2は軽石製で両面に  

幅の広い磨り溝がある。  

備考 床向直上から炭化材や焼土がおおく検出され  

た。  

21号住居（図7、P L．12）  

形状 平耐1封ま不生形な長方形で長辺2．1、短辺2．0㍍  

である。壁高は確認面からの深さ49芋ンである。  

床面積 3．611f  

方位 N－87．50→E  

床面 明瞭であるがやや軟質である。  

炉址・柱穴は検出されなかった。  

遺物 完形■■『■－】のJ二l【1土はなかった。  

備考 他の住居と比べかなり小型であり、土城として  

とらえたほうが良いかもしれない。  

22号住居（図17、P L．12・29・33）  

形状 2号方形周溝墓、中央大溝によって切られ、住  

居の北端；の一部しか残っていなかった。残存する東西  

辺の長さは5，3㍍であり、20号住居とほぼ同規模の住居  

と推定できるく）壁高は残存する北側の柵認面からの高   



ⅠⅠⅠ誹】椚≡の上記録   

炉址 検出されなかった。  

柱穴 明‡酔な柱穴は検川されなかった。  

遺物 二】二拙片数山と石斧1がJ1上Lした。J11土した二Ⅲ㌍  

は復元瀬」化できるものはなかった。いずれも、無文士  

岩削†一であった。  

備考 貯蔵穴は検Jllされなかった。  

29号住居（図19、P L．13・39）  

形状 車号ノブ形川沖‘偶によって南東偶の一部を切られ  

ている。平面形は両北に長い長方形で北壁のlい火がや  

や外に張り出す。長辺6．7、短辺∠1．7㍍、裡高は北側の  

最も残りの良い部分で∠18‡ンである。  

床面積 （2′1．7）Il12  

方位 N－390丁ミ  

床面l州原だがやや眈臥，  

炉址 住居中火やや輌にある。地床炉で炉才rを持たな  

い。焼二1二は極めて満い。  

柱穴 ノ描州I勺に並ぶ柱穴は検Jl1できなかった。1）1長径  

錮×租径72×探さ118寺ン・l）228×26×：う2・1）。38×28×  

∠18．8・1）一．26×20×25。  

遺物 床1仙虹l二から残そ3、片岩一の【‘l然礫1が山二l二した。  

また、埋め二l二■いに住抑こ流れ込むような1犬態で大型の  

雉1がJ1仕．した。  

備考 抹面潰．l二からは炭化材が多く庸二t二した。，しかし、  

焼二1二は検付されなかった。  

30号住居（図20、P L．14・39）  

形状 一部を7号「1恍槻闇聞及びゎ墳l甘代の住居31号  

住ノ．す‡によって切られている。三l竹形は南北に長い長方  

形で長辺5．8、机辺∠1．（う手応である。斬．■fjはプ技も残りの良  

い部分で碓謂面カ、ら深さ′16芸ンである。  

床面積 27．5Il12  

方位 N－2lO－Ⅰ二  

床面l州原だがやや軟欝である。  

炉址 検Jflされなかった。  

柱穴 ∠1本が検川された。1）】長径28×短径26×深さ20  

プン・Ⅰ㌧朋×ニう8×小L7・1）320×18×28・1〕一．2GX24×2∠l  

遺物 図イヒできる迫物として、床面禎上から壷2、雛  

2が‖仁卜した。また、床面蘭二上からやや浮いた状態で、  

州め二川＝lから招1、架1がJ11土している。  

32号住居（図21・22、P L．15・41・50）  

形状 7・号lリ形川糾墓に一部を切られている。さl布宜形  

は南北に長い長方形で長辺（）、短辺5牒㍍である。ただ  

し、央四辺については一部のみの確詣である。壁高は  

北壁の最も残りの良い部分で3（）妄ンである。  

7   

さで50ぎンである。  

ノブ位 N－70D－E  

床面 やや軟質であるが明瞭である。  

炉土止 検出されなかった。  

柱穴 三i二柱穴2本が検出できた。1〕．長径：うノ1×規律2（）×  

深さ′‖．帯ン・1〕2∠10×32．0×′16．∠1  

遺物 床面萬上から壷3、削邪1が出土した。また、  

住居理め土中上旧から小型広口霹1、台付き梁の脚珊  

1が川二11している。  

23号住居（図23、P L．12・39・50）  

形状 北側と南側を大柄によって切られている。また、  

住屈伸支はり中火では糾文期の附し穴を切る。域存す  

る東西辺は5．5鋸㍍である。確認面からの壁高は最も残  

りの良い部分で3∠1妄ンである。住居壁下には壁周溝が巡  

る。川溝は上晰32～1∠1×下瞞18～∠1×探さ10～15芸ンであ  

0
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方
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N－1が⊥W  

やや軟質（）張り床状の部分はなかった。  

炉址 住屈可一火部やや南にある地床炉である。炉石は  

持たない 。また、恍ニヒ等も少ない。  

柱穴 規則的に亜ぶ柱穴の検Jt1はなかった。  

遺物 床面臥ヒから椀1、地形二l∴圭払■六－－1、無色安ll膳  

製の石核1、砂岩・製の磨石1がJl1土した。また、州め  

土小からは詭1がJ【1土している。  

25号住居（図14、P L．12）  

形状 迫構の残りは秘めて悪く南似りは一部不l狙であ  

る。平面形は隅の丸い長方形と推定される。域存する  

東西辺の長さ：う．7㍍である誹持川瀾沌戦りの良い部分  

で2時ンである。  

方位 N－19．5㌧」〃  

床面 柔らかく不明l瞭である。  

炉址 地床炉で住居中火やや南にある。2州の炉石を  

持つ。焼土は極めて難い。  

柱穴 杜穴は検出できなかった。  

遺物 珠面よりやや浮いた状態でホ1、椀1が汁H二し  

た。  

27号住居（図18、P L．13）  

形状 さlぺ安川】の26号住居によって一部を切られてい  

る（，東西辺3．62、干批化辺∠1．1㍍、壁高はこう6ジンである。  

床面積11．∠1（）Il12  

方位 N－13．50－1V  

床面 比校的軟らかい。IllJき絞め状や脹り珠は検出さ  

れなかった。  



径こう2×短径30×深さ6∠1．帯ン・1〕2（）0×76×′14．′1・1）352×  

小1×（川．2・1）。3（iX32×3∠1．5・1〕。：う0×2∠lX39．1・1）1、26×  

2（）×2n．7・1）76ノlX∠1∠1×5′1．7・P8（う8×掴×28．5・Ⅰ）が川×  

32×∠1L6・1）10ニう′1×：う0×ニう8。  

遺物 痛2、班1、台付き璧1、小型紙1、ノ1■l＝11、  

蓋1、小型据宥2がJ」比した。退物は好†どが床■lr佃二上  

からの‖上l二である。住居南東附からまとまって川土し  

た。  

備考 住居床面からは炭化材や焼土が多く検山され  

た（，  

34号住居（図37、P L．44）  

形状 平1址形は南北に長い偶の丸い長方形である。住  

爪の残りは極めて拙い。長辺∠1牒8、無辺3．9鋸㍍である。  

壁高は最も残りの良い部分で18．5妄ンであった。  

床面積18．2111f  

方位 N－31D－W  

床面 欣らかく不明暁である。  

炉土止 検Jtlされなかった。  

柱穴 明瞭な柱穴の検山はなかった。Ⅰ）1長径70×短径  

3（う×深さ∠15．1妄ン・1）252×32×36．2・1）328×2′1×4仇～）・  

1）～′14×36×2∠l．6・1）568×64×1∠1．7  

遺物 雉l、椀1、高坪2のJl1土があったが、いずれ  

も住川上肘の～＿11土であった。  

1号方形周満墓（図28、P L．17）  

墳丘 平面形は方形で、周堀の各一辺が膨らみを持ち  

外に張り山す。′1隅も丸い。周堀の外側まで含む東西  

長11．56、袖北長1l．粥㍍である。墳丘は一辺約7㍍の  

方形である。墳丘には捕り土は認められず、主休部も  

検川されなかった。川堀の一部は大浦によって切られ  

ている。ニー＝油ノブ向はN－210－Ⅰ〈である。  

周堀 1二幅2．9～1．鋸㍍、【卜l幅0．95～0．（うで㍍、探さ0．49  

～0．9郎㍍で、断面は裾野l椚形である。  

遺物 f11⊥しなかった（〕  

2号方形周溝墓（図29、P L．18・42）  

墳丘 周加の外側までを含む東西長15．‘l、榊北長15．2′1  

㍍の方形用溝基で、帖期不明の溝等による散乱が著し  

い。敗l壬の硝東部の一部の残りが比較的良好であった。  

墳丘．1∴にはIll衷二卜が碓認できることから、撼り二卜の：仔  

在も予想される。三†三体部は検山されなかった。三い柚ノブ  

向N－9．5U－Wである（）  

周堀 ＿t二ー酔ぃ1～ニう．31壬㍍、下府3．3～1，5㍍、探さ0．54  

～0．錮㍍で断面は逆台形状である。周加の立ち上がり  

は外側はなだらかに、放丘よりはホ直に立ち【1二がる。   

床面積 （∠16．7）1112  

方位 N－20－＼Ⅴ  

床面 やや軟質で張り床状のものは検出できなかっ  

た。  

炉址 イ招†ほぼ小火にある地床炉で、多孔賀宜11ば寸の  

炉石を1石持つ。焼二卜は僅かにみとめられた（）  

柱穴 不規州に11在ぶ′1本が検Hできた。1）1長径52×短  

径48×深さ36享ン・Ⅰ）276×50×36．′1・1）328×20×18．1・  

1）t∠l∠1×3（iX26．3  

遺物 揖7、土製紡錘車2が出土している。壷4の肩  

部は7号周消去の周溝底から山ニヒした。糾不は軋め二Ⅰ二  

＿l二旧からの州土である。また、石肌剃の州二1二が多い。  

削拙・播俄＝、石核2が山二1二した。安11蘭製の76を除  

き総て畏色頁岩製のものである。  

33号住居（図24、P L．15・41・49・50）  

形状 平面形は不鮒1ラな長方形である。輌隅が不l州瞭  

であった。長辺（i．0、短辺5．2㍍、壁高は最も残りの良  

い部分で30芋ンである。  

床面積 28．791112  

方位 N－62．50－1、「  

床面 やや軟質で不I州軋  

炉址 地床炉で、ほぼ仕居l巨火にある。焼土は極めて  

薄く、炉石を持たない。  

柱穴 明腑な柱穴は検Jt1できなかった。Ⅰ）1長径80×短  

径∠18×探さこi6．鳩ン・1）272×52×：う7．1  

遺物 完形．■．＝．－．の山上は無かった。き離8は1）21月から川上  

した。他に土製紡錘帝1、石鉄1、磨製石斧1、掻器  

2、特種磨石1、片岩自然偏平lり礫∠1が山二1二した。安  

山岩製の特種磨石と貢岩製の片面加ニ【二のれ核掻岩削こつ  

いてはその桝属時期にlⅢ通があり、本性川に伴うもの  

かどうかについては今後の課題としておきたい。  

2 古墳時代前期の遺構と遺物   

28号住居（図27、P L．16・30・40）  

形状 向辺を小甘方形用溝就によって切られている。  

東西辺は5．56㍍で、南北辺は不明である。壁和まゴ浸も  

残りの良い部分で、碓認而から50妄ンである。  

床面積 （26∴う0）1112  

方位 N－3：う．㌃⊥W  

床面 壁よりがやや叩き絞め状であったが貼り床はな  

かった。  

炉址 検Ll与されなかった。  

柱穴 札脚」的に．、1丘ぶノl本の三相け（を検潮できた。1〕】J毒  

、ヾ  



ⅠⅠⅠ調査の記録   

で、断面形は浅い逆台形状である。周堀の各辺は中央  

部が張り、丸みを柑びる。埋め土内にはA s【Cの純  

層が検出された。  

遺物 出土しなかった。  

3 古墳時代中期の遺構と遺物   

5号住居（図35、P L．21・31・43）  

形状 平耐形はやや隅の丸い長方形で、長辺4．7、短辺  

3．5㍍である。壁高は確認面かラ31．9芸ンである。  

床面積15．681112  

方位 N－790－E  

床面 り」瞭であるがやや軟らかく、貼り床や叩き絞め  

状の床は検出されなかった。  

炉址 地床炉で住居のほぼ中央にある。焼土が僅かに  

みとめられた。  

柱穴 主柱穴は検出されなかった。  

遺物 殆どの遺物が床面直上からの出土であった。埜  

3、高林3、小型肘8、双l二Ⅰ地形肘1、小型饗2、桃  

1がLli土した。  

備考 貯蔵穴は住居南東1桝に検Jf二1された。平耐杉は不  

北門形で、長径96×短径92×深さ44．7妄ンであった。貯  

蔵穴内からは完形遺物の出土は無かった。  

8号住居（図36、P L．22・31・44）  

形状 住居の中火を南北に走る時期不明の粥によって  

切られる。平面形はほぼ正方形で、東西辺8．8、南北辺  

8．4そ㍍である。壁高は床面から垂直に立ち上がり、確認  

面からの高さは37．5妄ンである。壁下には壁周研が巡ら  

される。壁用消は上肺40～18、下幅16～2、深さ7．9～6．  

∠1芸ンである。  

床面積 63．861112  

方位 N－310－1V  

床面 明瞭で、一部で叩き絞め状の部分がみとめられ  

た。貼り床は無い。  

炉址 検出されなかった。  

柱穴 規則的に並ぶ4本の主柱穴が検出された。Ⅰ〕1長  

径32×短径30×探さ77．1妄ン・Ⅰ）242×34×73．4・Ⅰ）。36×  

28×68．9・Ⅰ）．128×26×68．5  

遺物 附10、雉1、高林2が出土した。過物の出土は  

壁よりに偏っていた。  

備考 貯瓶穴は住屈両兼隅に検出された。平面形は不  

矧一川ラで、長径90×短径88×深さ48妄ンであった。貯蔵  

穴内からは完形遺物の出土は無かった。  

1号住居（図38、P L．22）  

〃   

遺物 周堀内より壷4、聖1の出土があった。  

備考 周堀内で縄文時代の附し穴1基が検出された。  

3号方形周溝墓（図30、P L．17）  

墳丘 ‖封切不明の溝によって切られ、過梢の残りは極  

めて恋い。東西長13．7、南北長13．鋸；で主軸方向はN【  

110－1Vである。盛り土はみとめられなかった。主イ木部  

は検出されなかった。  

周堀 上幅2．08～3．72、下幅0．8～2．3、探さ0．51～0．  

6∠け㍍で、断面形は逆台形状である。  

遺物 出土しなかった。  

4号方形周溝墓（図31、P L．19・42）  

墳丘 平面形は周堀の各辺に膨らみを持ち、外側に張  

り出す。周堀を含めた南北長15．88、東西長17．32㍍で  

ある。墳丘部は南北長9．0㍍、東西長9．6㍍の方形であ  

る。現況で1㍍前後の恍かな高まりがみとめられ、墳  

丘断ち割りの結果でも旧表土＿上に榔かに盛り土が確認  

できた。主体部は検山されなかった。主軸方向はN－  

36．5㌧」Ⅳである。  

周堀 上幅4．40～2．6、下幅1．9～0．8、深さ0．80～1．53  

㍍で、断面は逆台形1犬で、墳丘側の立ち上がりはほぼ  

垂直に近い。  

遺物 周堀内から大型高林1、東1、璧1、肘1が出  

ニヒした。  

備考 周掘には拙文時代の附し穴が2塞が検山され  

た。  

5号方形周溝墓（図32、P L．20・42）  

墳丘 東西長5．92、南北長6．64手㍍の方形である。  

周堀 上僻1．5～0．9、下幅0．5～0．15、深さ0．43～0．65  

㍍で、断面形は箱薬研状である。  

遺物 壷1、小型高林1が周庸＝句より津山二した。  

6号方形周満墓（図33、Ⅰ）L．20）  

墳丘 北辺を時期不明の泄によって切られている。東  

西長7．2、南北長7．鋸㍍である。  

周堀【L腑1．8～0．7、下腑1．0～0．2、深さ0．33～0．62  

㍍で断面形は箱薬桝状である。ll二l火がやや張りJlル丸  

みを村びる。  

遺物 出土しなかった。  

7号方形周満墓（図34、P L．20）  

墳丘 ∠1号方形周溝墓に一部を切られている。周堀を  

含めた東西長11．92、南北長11．20㍍である。墳丘には  

捕り土はみとめられなかった。主体部も検J二1iされな  

かった。  

周堀 ＿lリ隔2．1～1．2、下幅1．4～0．5、深さ0．1～0．37㍍  



からの遺物の出土は少なかった。  

備考 貯蔵穴は住屈両東隅に検川された。さl用醐ラは不  

堆H形で、長祥56×タ短径26×探さ53．9芋ンであった。  

4号住居（図42、P L．24・46）  

形状 さIZ面形はほぼ正方形で、東西辺3．76、†捌ヒ辺∠1．  

12㍍である。住桝の残りは良好で、確認向からの壁高  

は53．3茅ンである。  

床面積15．75Il12  

方位 N－lO－1へr  

床面 堅く、川」き絞め状であったが張り床はみとめら  

れなかった。  

竜 北辺lい火やや束よりと東辺中央とに1基づつ2基  

の紹を持つ。北辺の亀を1号絹、東辺のものを2号昭  

とする。2号棺は、焼土も殆ど無く、柵も検たⅠ1されな  

かった。また、周辺から退物の出土も無かった。1弓・  

昭は褐色粘二l∴で朴を作り、先端に石を置く。  

柱穴 検出されなかった。  

遺物J不（）、鮭2、須恵拙高坪1、須恵岩躇さ1が甘口二  

した。  

備考 貯蔵穴は1号招脇の住居北東隅に検f1lされた。  

貯蔵穴の周りには僅かに二Ⅰ二墨状に高い部分がある。長  

径92×短径80×深さ61．3妄ンである。  

16号住居（図41、P L．25・46）  

形状 平面形はほぼ丁ヒ方形で、東酉辺3．72、南北辺4．  

20㍍である。住屈の残りは良好で、確認面の壁高は66．  

3芋ンである。  

床面積13．24111？  

方位 N－780－1ミ  

床面 竪i竺く、叩き絞め状であった。張り床は検出され  

なかった（）  

竃 束辺中央に付設される。袖の先端に石を縦位置に  

抑えるが、柵附こついては検出できなかった。遣物の  

＝ニト1犬態からは炊l招Iiの川村として長胴埜を川いてい  

たことが考えられる。  

柱穴 検州されなかった。  

遺物 長川服さ2、巧く∠1、鉢2、他1、小型空1がJI上卜  

した。氾部周辺からの退物の［l二i土が多かった。  

備考 貯蔵穴は検出されなかった。  

31号住居（図44、P L．14・25・46）  

形状 弥生l肘＝1期後半の30号住居の一部を切り、時  

期不明の溝によって切られている。平耐形はほぼ正方  

形で、一辺が5．別㍍である。l浸も残りの良い部分で柵  

認面からの壁高は69．1‡ンである。壁下には、川辺を除   

形状 発掘区の都合で、住居の北側の一部が調査でき  

なかった。また、両班の一部を2弓▲住ノ諏こよって切ら  

れている。平面形は正方形が予想される。東西辺は∠1．  

㈹㍍である。壁高は碓認面から5∠1．6芋ンであった。壁下  

には攫周溝が巡る。周W■iの上小融（ト18、■卜幅22～6、深  

さ7．9妄ンであった。  

床面積 （71．（）0）Il12  

方位 N－106．5ウーE  

床面 明暁で一部で川」き絞め状であった。  

竃 住居西壁中火に付設される。僅かに軌←とがみとめ  

られたが灰層や粘土はみとめられなかった（）  

柱穴 検出されなかった。  

遺物i即不2がと＝土したのみである。  

備考 貯蔵穴は住屈南西隅に検出された。平面形はIlj  

形で、長径7（う×短径70×深さ55．2芸ンであった。  

∠1古墳崎代後期の遺構と遺物   

2号住居（図40、P L．23・45）  

形状1号住居の一部を切る。ほぼ正方形で、東西辺  

∠l．0′i、南北辺3．7郎㍍である。住屈の残りは良好で、椰  

認面からの壁高は51．2貰ンである。  

床面積1∠1．02Ilf  

方位 N－80㌧一Ⅰミ  

床面 堅く、叩き絞め状であった。しかし、張り床は  

検出されなかった。  

竃 東辺中火やや南に付設される。袖及び炊仁H附こ心  

材として長胴埜を川い、灰白色粘土で被覆している。  

柱穴 検出されなかった。  

遺物 長胴鮭5、杯3、大型坪l、小型雉2がJlし卜し  

た。  

備考 貯蔵穴は住居南東仰＝こ検山された。平1肝膨は長  

柄円形で長径8∠1×短径56×深さ27．2妄ンである。  

3号住居（図39、P L．23・31・44）  

形状 平面形はややl桝の丸い方形で、東西辺こう．2∠1、南  

北辺∠1．12㍍である。住捕の残りは良好で壁高は6∠巨1芋ン  

である。  

床面積13．58Ilf  

方位 N－8∠lO－Ⅰミ  

床面 堅く、一部に張り床がみとめられた。  

竃 東辺中央やや南に付設される。袖部は褐色朴」二の  

みで作られていた。ニー二船、石等は川いられていない。  

柱穴 検山されなかった。  

遺物 杯5、椀1、鉢l、雉2がH二I∴したが床面萬＿卜．  

ノ〃  



IlI調査の記録   

床面 堅i竺く、叩き絞め状であった。  

魔 二勅勘こ併かに偶の痕跡のみ碓認できた。  

柱穴 検山されなかった。  

遺物 郷lのみ．■＝土した。  

19号住居（図46、P L．26・47）  

形状 ヤ而形皿脚の丸い加西に長い長方ブ1ラで、長辺6．  

2′1、姐辺3．昭㍍である。裏書高は酢甜甘からの深さ52写ンで  

ある。  

床面積 7．3∠11112  

方位 N－980－1ミ  

床面 張り床を施すが、あま町賂緻ではない。  

竃 帥附こ準大のlI」礫を川いている。  

柱穴 明暁な三主柱穴は検山されなかった。1）】長径こう2×  

租径2∠1×深さ3ニう．2‡ン・Ⅰ）256×32×′12．3  

遺物 杯3、高台村■き椀2、碧3（内、班22は弥±巨二l二  

器）がJIトトしているが、雄一析：うを除いて理め二卜内か  

らの山二l二が多い。鯉一括3は棺内からの川土である。  

備考 貯賊穴は検出されなかった。  

24号住居（図47、P L．26・47）  

形状 刑二村真の榔合で住居の約1／2のみの朋査であっ  

た。師ノlイ辺こう．（うで㍍である。壁高は1．25㍍であった。  

床面積 （5．31）Il12  

方位 N－7∠10－1く  

床面 堅く、叩き絞めニ】犬であった。  

鴨 帥侶の先紬に準大のイニ√を椚く。昭lノ、怖恨良く焼け  

ていた。  

柱穴 検州されなかった。  

遺物 床面直】l∴から須恵拙粁2が出二卜した。班は昭部  

分からの一括川二l二である。  

備考 貯蔵穴は検川されなかった。本住居は81乏川ミに起  

きたとされる人地霞によってできたと考えられる地割  

れによって住届の床W両こ亀裂が三l三じていた。  

26号住居（図48、P L．26・47）  

形状 3号ノ州ラ川溝裁と弥生時代の27号住川を切っ  

て作られている。平面形は恥化に長い長方形で火西辺  

2．G6、南北辺3．㍑㍍である。碓認涌からの壁高は39．0  

芋ンである。  

床面積 8．35Ill？  

方位 N－85け－1二  

床面 不1州腔で柔らかい。  

竃 火辺の向よりに付言要される。焼二卜が悌カーに認めら  

れた（－  

柱穴 検化されなかった。  

／ノ   

き裡周研が巡らされる。」1二lい嗣0～18、下小糾∠1～∠1．0、深  

さ5．3～7．5である。  

床面積 21．951112  

方位 N－110．50－1へJ  

床面 堅く、叩き絞め状であり、一部で張り床が認め  

られた。  

奄 四辺中火に付設される。昭は灰仁l色枇1二を川いて  

作られ、■仙郡先端に長胴鮭を心材として川いている。  

柱穴 主杜穴は規l仙′畑こ並ぶ∠1本が検出できた。1）1長  

径2（）×租径18×深さ（う3．1ぎン・1）232×2（う×5（i．～）・Ⅰ）。2り×  

12×85．7・1）。148×′10×42．6・1）528×24×58。  

遺物 坪7、長胴鯉2、台付き鯉？1、須恵帯地lが  

川二卜した。坪は貯賊穴底面からの川二I二が多く、旭は床  

’両弾着の状態で出二I二した。  

備考 貯職穴は住用南西l糾で検出された。平面形は肌  

丸の長方形で、長径76×短径56×探さ5∠1．8‡ンであった。  

5 奈良・平安崎代の遺構と造物   

18号住居（図43、P L．24・47）  

形状 平1址形はやや隅の丸い長方形で、央西辺3．′18、  

袖北辺2．92㍍である。壁高は最も疎い部分で93．樟ンで  

ある。  

床面積 6．′12Il12  

方位 N－810←Ⅰミ  

床面 本性屈は平1fti図では、攫ぎわに一段犬走り状に  

床面を持ち更にその内側に－一段下がた床面を持つとい  

う相室－さなフ1引火となっている。調査中においては張り床  

等が確認できなかったため床面の二段になる持主■ヰな住  

居と判断したが、その後の二】二層断面の検討や遺物の川  

ニll状態から張り床が存在したものと考えたい。  

竃 炊＝部分に安山岩を川いている。眺二】1は余り跡著  

でない。  

柱穴リ」附な柱穴は検出されなかった。  

遺物 坪7、鉢1、班1が山土している。須恵鼎儀l  

及び須揖淵高子洞■き椀は上旧からの一桁＝．←卜である。  

鉢は昭にかけられた状態で川二llした。  

備考 貯蔵穴は検山されなかった（，  

17号住居（図45、P L．27）  

形状 住居の【l二面は時期不Iリ」の溝等によって潜乱さ  

れ、抹両のみの検出であった。東西辺∠1∴う、向北辺′1．5  

㍍である。  

床面積 （17．8の1112  

方位 N－720－1ミ  



床面積 （1t）．58）11f  

方位 N－9ニう8一】工  

床面 堅いが不整地で凹凸がある。  

竃 恍かに机上がみとめられた。壁は殆ど焼けていな  

い。  

柱穴 検出されなかった。  

遺物 雛2、高台付き椀1、滑石製剣形模造．早】1がJ．li  

二1∴した。  

備考 貯蔵穴は検出されなかった。  

6 時期不り］の遺構   

6号住居（図52、P L．27）  

形状 平面形周一辺5．3㍍のほぼ正方形である。住屈の  

タ去りは極めて悪く、柵認1日からの壁高は19ぎンであった。  

床面積 27．8】112  

方位 N－27．5㌧→H  

床面l抑瞭な叩き絞め状や張り珠は検出されなかっ  

た。  

炉址 住梧のほぼ小央に検出された。恍かに焼土がみ  

とめられた。  

柱穴1抑瞭な柱穴は検川されなかった。1）】長径60×租  

径58×深さ32芋ン  

遺物 川二Ⅰ二しなかった。  

備考 所属‖利伸こついてはJ二ll二l∴遺物が無いことから不  

明としておきたい〔）住闘†ラ態からは育姉粗相「l期以前  

弥4川l期以降の可胎性が強い。  

炭窯（図54、P L．28）  

形状 2号ノ州別．射甘基の一部を壊し、時期不明の別の  

卜に作られている。平面形は長楕円形の燃焼部と方形  

の横き目し部からなる。炊「け鞘や外道部にはlヨ然l1」礫  

を川いている。全長5．96、燃焼郡長2．62、燃焼抑I1火  

幅1．52、炊ll部腑甘54、掻き山し郡瞞3．01壬㍍である。  

主軸J‘Iム＝まN－260－ll二である。  

遺物 ＝土しなかった。  

備考 大型のスサ入り焼け鮎⊥塊の出土が多い。  

1号満（付図1．『西迎遺跡』全体図参月削  

1号椚はl叫迎の台地の西端を南北に走り、遺跡の小  

火で東1叫方向へと仙がり、遺跡を東西に槻切り東の低  

地に至る。上小嗣．8㍍、下幅拍．5∠1f㍍、深さは遺跡の中火  

部分で1．74で㍍である。断面形は箱薬研形である。弥生  

lけ代1いj別後斗の住用や平安‖寺代の仕出千を切っている。   

州二上道物は無かった。満の理め二l二中にはAs－C、  

As【H等のテフラはみとめられない。し卜l吐以降のもの   

遺物 坪1、高台付き軌1、灰紬椀1、鮭1が‡l1土し  

た。梁は亀内からJll土である。  

備考 貯蔵穴は検川されなかった。平irlF図のピットは  

床下土雌と考えられる。」長径G∠lX類従60×深さ32、∠1芋ン。  

12号住居（図49、P L．27・48）  

形状 一部を時期不明の溝によって切られている。，住  

居の残りは悪い。東西辺3．03、南北辺3．（iで㍍、押高は砕  

認面から35．鍔ンである。  

床面積11．0！）Il12  

方位 Nr850一Ⅰミ  

床面 軟らかいが、張り床がみとめられた。  

竃 束辺やや南よりに付設される。焼二Ⅰ二は舛†どみとめ  

られなかった。  

柱穴 検㌻＿llされなかった。  

遺物 坪1、高台付き椀3、皿1、石製紡錘出1が山  

ごllした。高台付き椀の1仙を除き総て床面臥卜から山  

二仁．した。  

備考 貯栽穴は南東隅に検川された。対面形皿不矧り  

形で、長径60×餌径52×深さ∠13．婿ンである。  

14号住居（図50、P L．27・48）  

形状 弥生時代の13号住居を切って作られている。1：う  

号住居を調テ肘＝巨に確認されたもので、ほぼ床面のみで  

の検出であった。亨l旬宜形は桝北に長い長ノ川ラで、火刑  

辺2．′1、南北辺3．72㍍である。壁高は両辺で35．乃ンで  

あった。  

床面積 7．71112  

方位 N－8〔）．50 －1二  

床面1州憤な張り抹は検出されなかった。  

奄 東辺l二‡1火に付盲殺されるが、下底面での碓詔であっ  

たためi洋紺は不明である。  

柱穴 明瞭な柱穴は検川されなかった。浅い不賂形な  

ピットが検川されているが、いずれか住居の掘り力■仰  

のピットと考えられる。Ⅰ〕l長径∠12×短径′川×深さ17．5  

妄ン・1）2（う′1×3∠lX15．7・1）。28×26×23・1）．36×2∠1×1（い  

1）52∠1×22×10である。  

遺物 高台付き椀6、郷5、台付き髪さ？1が山二I二した  

が、哩め二L」功雪カ、らの川二1二が多い。孝酎7のみ旧邸周辺  

の床巾伸二上からft仁l二した。  

備考 貯蔵穴は検川されなかった。  

15号住居（図51、P L．27・48）  

形状 大浦によって住居の一部を切られている。什何  

の残りは極めて恋い。陳1叫辺2．7、納北辺∠1．銅㍍である。  

壁高は確認拙から21．鳩ンである。  

／2  



ⅠⅠⅠ調査の記録   

まない。 遺物の出土も無い。満の埋め土の状態からは  

1号溝より新しいものと思われる。   

遺跡の南は宅地となっているが、僅かに土塁と堀が  

残る。村の文化財巨卜録には「御蔵屋敷」跡としている。  

寛政3年の『深沖村銘細帳控』には「御蔵御座候」と  

あるが場所が特定できない。詳細は不明である。ある  

いは、2号溝は現在残る土塁跡等と共に何等かの近世  

の遺構の一部を成すものの可能性もある。  

と考えたい。  

2号溝（付図1．『西迎遺跡』全体図参月別   

遺跡の中央を東西方向に横切り、西迎の台地の西端  

で南に折れる。速跡の中央部では1号満と平行して走  

る。 2号泄は1号浄机こ比べ浅い。2号方形周満基と3  

号方形周泄基がこの2号桝によって切られている。   

3号方形周満基を切っている部分では3本以上の溝  

の重なりがみとめられる。埋め土中にはテフラ層を含  

ノ．ヲ   



挿  図
 
 
 



挿  稟   

ノ
〃
訂
も
も
 
 

0Ⅰ〕Ⅰ．．＝ト18．0‖1 2】11  

10C川  

図5 7号住居実測図・遺物実測図（1）   
／7  



∩
〓
∪
 
 
 

123  

∴了‾．   
⊂⊃   

1  

図6 7号住居遺物実測区（2）  

⊂⊃11   

十  
＿ ＼－＿＿＿J  

0 1〕L＝146．8（i‖12nl  

図7 21号住居実測図・遺物実測図  

ノβ  



挿  図  

可  ，  4  ．＼  

0Ⅰ〕l．，＝ト17．紬－－ 2－－1  

61  58  

⊂二⊃  
⊂⊃   lOcl 

図8 9号住居実測図・遺物実測図   
／ジ   



＝ 25   0 Ⅰ）1．．＝‖8．Ol11 2Ill  

図9 10号住居実測図・遺牙勿実測図  

◎R  
R ⑳ ◎11  

i和さ∴   

ぜ が Ⅰ－  

◎  

八 
1  八′  

－－－  

⊂ゝ  

図1011号住居実測図・遺物実測図  

二）り   



図  

A′  

10cm  

図1113号住居実測図・遺物実測図（1）  
2J   



20〔i  

lOcl】l   

図1213号住居遺物実測図（2）  

∴こ一  



挿  ※  

⊂〕  

－・j．1  l     ⊂：：：：＝フ 一朝  

⊂〕  
【ヨ1313号イ主尾道物実測図（3）  

♂
 ／

チ
 
 
 

∧’  

0 1）l．．＝ト15．80111 －－・・・・・・・－・・こ・・・・・■．．．．．．＿．．．．．．．＿」・一  

団14 25号住居実測図・遺物実測圧  

10cl11  

二1‘、〉   



一
H
 
 ◎

 
 

【
－
 

ハ
ー
ー
 
 

R
▲
R
 
 

巾
．
、
〕
 
′
㌧
り
 
 P

 
 ◎

 
 

R
 

〔
 
 

図15 20号住居実測区卜遺物実測図（11  
24   



挿  図  

⊂  
⊂）  

閻16 20号住居遺物実測図（2）   

25   



図17 22号住居実測図・遺物実測図  

′  ′  
’  飢
≠
〃
竹
 
 

－
 
、
 
 ．

 

・
↑
一
－
・
1
∴
り
J
′
′
′
′
ゝ
l
‥
J
・
・
 
 

＝
 

－
－
・
－
1
－
・
－
ド
1
・
㍉
・
り
ー
，
一
 

～
 
 

∴
■
一
－
■
■
．
－
 
－
 

∴
＝
い
‖
〓
〓
ド
イ
～
－
．
1
▲
－
．
、
 
 

こ・二て：1  

一
・
・
r
一
．
ト
∴
〓
」
■
l
・
I
・
一
r
一
l
－
 
 

－
〉
－
 

～
 一

 

－
一
 
 

J
〟
＝
〓
■
h
い
 
 

一
 
 

■
′
－
一
l
一
「
／
 
 

．
′
一
い
ー
り
．
．
1
り
ー
h
．
ノ
、
、
 
 

■
，
■
、
－
－
 
、
一
′
T
 
h
、
－
．
′
 
 

′
 
ノ
 
 
 
 
J
＿
－
－
■
 
 

ノ
l
 
 

岬
〓
〓
〓
〓
〓
叫
．
 
 

・
・
 

．
．
∴
∴
 

て託∵ニニ∴∴、、  

2m  0Ⅰ〕IJ．＝147，10■－－  

図18 27号住居実測区・遺物実測図   

26  



挿  窒  

0 Ⅰ）I」．＝‖8  Om  21n  

図19 29号住居実測図・掛物実測図  

O l）Ⅰ．．＝1′16．りりJ11 21Tl  

国20 30号住居実測図・掛物実測図  
27   





図  挿   

団22 32号住居遺物実測図（2）  

；音声                       ■ニ  

くこフ  10cnl  

ごナノ   「夏123 23号住居実測図・遺物実測図  



．
」
＼
 
 

“““≠』ガタ 
パ  

0 Ⅰ）1．．＝‖7∴iOtl】 2111  

飛
膨
D
 
 

∴
 

、
ノ
′
 

＼
1
1
／
 
 
 

∵
∵
・
・
‥
、
 
 

〓
 

庁
ト
い
什
い
い
≠
 
 

ノ
．
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
ノ
．
一
 

3
 
 

／
 
 

＋  

∩
〓
U
1
6
 
 

⊂⊃  

10c  
図21 33号住居実測図・遺物実測図  

．てブ（ノ   



凶
日
ハ
ハ
u
町
制
 
 

≒虹‡  

．．→†‘、て■ ∵∵・こ、  
、＿． 

ナう・′ミミ・ゥニ1ニ′丁＼！   

．・．ヽし・・J▲㌧．．1．、し＿一ノ．ふ＿，’、′■一一り  

ー  りートr■・▼へ・r一†て′■、  ：1・・I′′ノ＼、、 
ヽノ  

ー■‥－→、∴＿ミ′J、∴ん’   

一 
飛
報
W
 
轟
 

． ’、  

、tげパ宇〉‘ご  

■11′／√、・  

－－－  

・＿、・1・・－・  
い′ ノン′．ノ、－－  

ノ
 
 

〆
 
 
 

、
－
 
 
■
 
 

ド
．
‥
ノ
㌦
 
 

“
専
＝
．
・
 
 

、
 
 

，／′．＼J．－予てこ㌻：  

血、・‥・∴、：、・、・∴、、しノ・ぐ．   一・－－－、■－・・ノl‥・、・ナ・▼ ㌻・・苦痛長詩龍  
．  

．T′1一■■・■．一山、■こ      γγ・‥1■1一一、 
、・・  

－、刷・，．′、喪主≠藩   ＿い′レt一し・1  
ト＼←－－一、■・ 

・へ・ノ  恒帯章ノ∴ゎぶ  

し  ノ  ‘Ⅵ  7‖  

′ 一L′  

．、 
曹 一＿＼ －、い  

【
 
′
／
 
 

「   
ヽ ・、＼  

ヽ ■   
′ 二′ノ＼  ′′ 

′′  ■▲●■◆  

－
 
 

∴
 
 

．
 

ノ
 ・

 
 

ア
 
 

判
珊
 
㌣
㌣
レ
 
 

・
．
 
 

．
㌧
▲
・
l
 
 
 

′．．1い∵㌫ヾ  

て 一一  一‾   一  
′   ／■  

′へへ    － －〝●－  

＿葦三、も  

．
 

・
．
ハ
〓
1
 

／
イ
 
 

．
 

′
 
 

H
 

J
学
佑
 

・
 
 
′
・
 
 
 

「
 
＼
 
 

－  －● ●■－  

㍉
ン
 

・
・
 
 

．
 
 

莞
 
 

聖
 
 

一・▲－，ノ′－、＼  ′■1・，1    ′l  
．▲トトL㌧‥  

∴
．
、
r
 

＝
ハ
∵
∴
 

ト
 
〓
 

－
い
 
 

Y
 
 
＼
 
l
－
1
 
 

昔
宮
∴
∵
㌣
ル
 
 

ノ
 
 
 
1
 
＼
1
 
 
 ー

 
ー
 
 
↑
r
ト
■
J
 
 
 

∵
守
㍉
一
－
．
1
．
 
 

リ
十
■
．
．
．
．
 
 
 ）

 
 

一
 
 ／

・
一
 
 

仙
〓
〓
〓
〓
〓
叫
。
 
 
 

J▲ナモー●  

．′こ＼、－■＋■・∵＿、  
331l  

∵
・
∴
∴
「
」
二
「
I
∴
1
」
‖
H
‖
〓
〓
〓
′
・
、
′
 
 

L
l
′
 
 

ー
∵
ノ
 
 

し
ナ
い
 
 

㌦
・
ハ
〃
い
㍑
㌢
 
 

▲・ム′∴   ノ 33Jl  

∩
〓
u
㌦
 
 

M
ハ
“
篭
釧
 
 

一一¶ヽ・－一ー一ノへ－－｛‾‾■d －へ  

∴て   －▲∴∴ 

・】  －－ 
‾ 

崩闇 

’「▼－′ り  

㍑
対
比
．
パ
 
 

戯
勒
㌧
ン
 
 

≠
Ⅷ
り
9
 
 

ト
 

‖
1
．
 
 
 

血
〓
い
ぃ
叫
淵
 
 

ふ読ナ・すサニー  
l ■■，，・・・ 一・．   

、．  

5c11  

図25 各イ主届出土土器j石貫き閻  
？／   



3
 
 

1
 
 

爪
‥
u
 
 

ト
〕
I
、
一
∵
 
 
 

力
 I
 

、く・－、∨一、、巾－・ヤー■い～ 

ヽ  
＝  

：・克  

、  

∴ミ‥・．J             ．′  

悠
じ
拉
＼
 
 
［
＝
＝
凧
・
刷
n
≠
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
J
′
／
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
W
∵
∴
‥
、
ハ
イ
丹
‘
，
－
 
 

Ⅵ
佑
 
 叫

Ⅵ
叫
榔
 
 
l
・
ト
け
パ
パ
．
津
 
㌦
摘
描
願
招
」
〆
 
 

t
酌
 
 

軌
＝
＝
い
 
 

ト
．
∵
〆
㌧
 
 

薬
 
 

較
し
 
 1こi‖   

′＼ 一′－←一ヽ，  

′
了
▲
 
 

ー、、・～，・→－↑・ヽ  
∵
＼
．
ノ
い
 
 

、
上
．
J
 
 

打
彗
‥
空
 
 

＼ 
報、  ・・・・－・ 

、 

．ゝ 

随  ー′‾■＋′‾■、・∴’＝ゴ■：・J  ニ  
トリ彗・ 

い＼・l 

－∴∴∴・●・  川
 
西
〓
＝
㌘
 
 

曲
＝
“
“
u
2
。
．
 
 
 

∴
、
・
、
∵
 

1
 
 

触り‘崖き  

・迂箋哀感三上±ユー  

l  ．  

ヽ 、、、∴・．  

㌻：、＼  

＼  

¶
〃
軋
 
 

′
 

い
 
 

、
：
 

・
ト
、
 

．
 

、
■
 
 

こ、‾上∴こ・∴・  

∑  
葦軍三、う ＼9 

＼▲一汁∵   

一一．・／  
一ニ∵∴一－  

、ニュlふ■し〟  

図26 各イ主局出土の南東北系土器柘影【ヨ  、？2   



抑  l父】  

0 Ⅰ）Ⅰノ．＝‖8．日日  2111  

1〔）cl11  

図27 28号住居実測図・遺物実測鼠   
．ま？   



・4＼  

1
〃
‖
＝
≠
1
T
 
 
 

図28 1号方形周満墓実測図  

34  



挿  冥  

DL・＝1什Om川  
＝二  

図32 5号方形周溝墓実測図・遺物実測図   

＿‥ニ至・jノこ．  
．′妄′こa  

、  

O DL．＝147．30‖】1m  
図33 6号方形周溝墓実測図   

0  5日  
イノ   



．＼  lミ  

C′  1）  

1111  O DL．＝‖7．ml】   

図34 7号方形周満暮実測図   

イ2  



挿  図  

八  

0 Ⅰ）1J．＝川8．Oll1 2Ill  

、  

ゝ±≡三≦≡≧   ，・亡さぐ、′′   ‾＝二」」＝「∵㌧＿       ■■－  、  ＿    ‾■、・・＼．   ■－－ ＼ ＝－ 、   

恵拉表  
熟ト  

」∴    ＝王室≡毒≡ ± 

≡≡、二＝ ＋∴  
図35 5号住居実測図・適才勿実測図  

イこ？   



A一  

Ⅰ）Ⅰ．．＝147．70‖ Zm  

図36 8号住居実測図・遺物実測図   

．／．J  



挿  図  

√・  ＼  

0 1）1ノ．＝‖7．0‖1 21n  

図37 34号住居実測図・遺物実測図  

0 Ⅰ）I」．＝145．30111 2tll  

図39 3号住居実測図・遺物実測図   



こ：  

DT二嘉一掛＼  

図40 2号住居実測区卜遺物実測図   

イ6  



挿  図  

0 Ⅰ）L．＝147ノ10■－－ 2Im  

図4116号住居実測図・適才勿実測図  

イ7   



10cm  

閻4318号住居実測図・遺物実測図  4β  



抑  図  

し骨   
ニー∴・  

「釧4 31号住居実測図・遺物実i則【盟  

（J I）1．．ニ‖7．20日 2r11  

図4517号住居実測区・遺物実測図  イリ   



O DL．＝143．33）112111  

24号住居実測図・遺物実測図  

10（川l   

図48 26号住居実測図・遺物実測図  
＼う（）  



挿  図  

‾㍉、＼－－ 
／－＼  

図4912号住居実測図・遺物実測図  O DIJ．＝い17．50■－－ 2Ill   

プ
‖
＝
≠
 
 

キ
 
 
 

j
 

『
 
 

0  10cnl  

．うノ   

0 Ⅰ）IJ．＝レ17．Ol11 2Ill  

国5115号住居実測値卜遺物実測図  



．＼  

0 】）L＝‖7．1（）‖ 2111  10c川  

図52 6号イ主居実測図  図53 地割れ内出土遺物実測図   

0 Ⅰ）Ⅰ．．＝‖5．BO＝11111  

図54 炭窯実測［』  

52   



遺構土け欄己明一覧  

遺構土層説明一覧  

斑状にローム質ニトを含  

む。  

l二J－ムブロックを含む。  

鮒二l川ウ  

八s－Cを多吊に含む。  

卜郡に少．さlとの八s－Cを  

含む。  

lJ－ム乍て二1二。  

6屑 褐色二仁  

7層 褐色ニ1二   

～＝で・j 赤褐色二l∴  

27号住居土層説明  

1停7 プ．出田色二卜．   

2屑 黒色土  

二川■】プ 暗褐色了1二  

29号住居土層説明   

川、プ Ⅲ袖也二卜  

2屑 黒色ニⅠニ   

ニ川弓 暗褐色二1二  

▲川■！？槻也二卜  

7号住居土層説明  

1屑 黒褐色二上   

2屑 黒褐色ニ1二  

：川j 暗褐色土   

′1屑 褐色ニヒ   

多jli：のAs－Cを含む。  

1仔・jに比べAs【Cの含  

イl‘【1モが少ない。  

八s－Cを怖かに含む。  

焼．十、炭化物を合む。ブ  

l」ツク状に焼土・伐化物  

塊を含む。  

ローム欝二l二。  ご用プ 明褐色二巨  

9号住居土層説明   

＝r・て 淡≠．もも褐也二卜  

2屑 黒色土   

二川＼つ ≠基褐也二l二  

＝出 奔沌二仁   

∧s－C及びIl】・ト、1）枇  

を含む。  

八s－Cを多‡】とに含む。  

2†削こ比べ八s－Cの合  

イ川：が少ない。  

焼．・1∴炭化物を含む。ブ  

lJツタ状に机上・炭化物  

塊を含む。  

ローム質土。  

∧s－C及びlIl・－ドⅠ）粒  

を合む。  

八s－Cを多jl星．に含む。  

lJ－ム枇を含み、少量の  

八s【Cを食む。  

l二J－ム粒を含む、ノ＼s－C  

を含まない。  

5屑 明視色十．  

11号住居土層説明   

＝M ＝倶色土   

2八、7 ま‡．を褐色土   

30号住居土層説明  

l屑 黒褐色二1二   

2情iまl．を也．卜   

＝ぃっl暗褐色二1二  

32号住居土層説明  

1旧 情褐色ニ1二  

2伸一 土l詔掛色二t二  

：川ウ ノリ．も也了1二   

＝闇 暗褐色二】二  

八s－Cを含む。  

∧s－Cを少壇の含む。  

＝－ム柑を少薫の含む。  多最の八s－Cを・合む。  

斑状にローム乍ノi二上を含  

む。∧s－Cを余り合法な  

い。  

八s－Cを含まない。焼  

二卜、炭化物を含む。  

焼土・炭化物プlトンク。  

八sC及びIlI・－FI）粒  

を合む。  

多；lしのノ＼s－Cを含む。  

少最のノ＼s－Cを含む。  

lブーム賢二仁を方針扶に合  

む。八s－Cを含まない。  

二川！プ リ」褐色土  

‘l屑 赤褐也二t二  

13号住居土層説明  

1屑 ㍍褐色土  ノ＼s－C及びIlI←ドト粒  

を含む。少プIl．の庚化物・  

焼ニヒ粒を含む。  

AsrC及びIIt・－ト、1）枇  

を含む。1桐よりやや淡  

い。  

八s－Cを多眉に食む。  

八s－Cを僅かに含む。  

り－ム質土を斑状に含  

む。  

多jll：の炭化物・焼二t二を含  

む。  

焼二卜を多く含む。  

ローム賢二1二。  

l二ノーム欝．上川紺，川甲1】1め  

l．1  

33号住居土層説明  

1仲j 暗褐色二上  

2層 黒褐色二ト  

ニ川プ ′リ、も也二1二  

・川プ 赤禍也．十．   

5屑 褐色土  

多Jlと：のノ＼s－C及び少局  

のIll・－ド1）粒を含む。  

As－C及びIll・－IJl）枇  

を少吊の含む。  

梅少封のAsCを含む。  

多j舶〕肛1二を含む。  

†」－ム賀◆．－1二を事t状に含  

む。  

2佃戸 盲炎拙褐也．十  

こう仲7 ≠．Ⅳ色」二  

・＝いっ 真ヒ褐色二卜  

5屑 暗褐色土  

（i仲7 黒褐色二上  

7桐 褐色二巨  

8屑 褐色二上  

り購 明褐色ニl二  

28号住居土屑税明  

1屑 黒色二仁  

2屑 ＝拝礼他．・】二  

：川7 褐色土  

‘川一子l廿栂色ニヒ  

5侶 赤禍色．土  

（川一ウ ノ．！、も也ニヒ  

八s－C及び11】・－ドⅠ）粒  

を食む。  

As－Cを含む。  

八s－Cを少局舎む。ロー  

ム粒、炭化物粒を含む。  

八s－Cを含渡ない。炭化  

物、机二L湘を多く含む。  

焼了1ニプl〕ツク。  

炭化物ブlトソク。  

20号住居土層説明  

1屑 黒褐色二上  

2†いラ ≠．tも色二t二  

3屑 損色二仁   

√川、j ≠、ちを褐色二卜  

5ノウて 暗褐色二卜  

八s－C及びIlt←ドl）粒  

を含む。  

1屑よリ1ⅠⅠ・－Fl〉のtll  

が少ない。  

多！lしのAs－Cを含む。  

3J削こ比べ八s－Cの含  

有Hが少ない。  

少E舶）As－Cを含む。抜…  

化物を含む。  

1号方形周購墓周堀土層説明  

l屑 暗褐色ごl二  

2屑 八描4也二1二  

lⅠⅠ・－ド1）粒、八s－C枇  

を少jlヒ含む。  

Ill・－ド1）枇、As－C粒  

を含む。   

．う．■J  



3屑 黒色二1二  

‘川ヤ 崇褐色二t二  

5屑 暗褐色二l二  

6屑 褐色二L  

7闇 臍褐色二1二  

l－Ⅰ】・－Fl）粒を含み、ノ＼s  

－C粒を恍かに含む。  

l－Il・－FI）粒を含む。  

1・Il・－FP粒、⊂J－ム粒を  

含む。  

l－Il・－IJl）粒、tコーム粒を  

保かに含む。  

ローム粒を少最含む。硬  

く締まる。以下、拙文時  

代の二1二墟埋め二l二。  

ローム粒を含む。硬く締  

まる。  

3屑 よl、と褐色二1二  

∠川l】j 淡褐色ニヒ  

4号方形周満墓土層説明  

1屑l肝掲色二】∴  

∧s－C粒を儲かに含む。  

ローム粒を含む。  

ローム胃二】二。  

Ill・－1Tl）粒、As－C粒  

を少損含む。1層～6楢  

は周刑埋め二1二。  

1－1t・－Fl）粒、As－C粒  

を少晶：含む。1層より悌  

かに暗い。  

As－C粒、ローム粒を含  

む。  

As－C牲を僅かに含む。  

ロームブロックを多jl主に  

含む。  

ロームブロックを含むが  

5屑よりも少ない。  

lブームブロックを含む。  

軟らかい。7層～9J酌ま  

川沖■技描i丘盛ニヒ。  

ロームブロックを殆ど含  

まない。  

ロト膚ムブロックを多ゴかこ  

含む。  

As－Cを多呈出こ含む。旧  
衷ニヒ層  

ローム粒、ロームブロッ  

クを含まない。  

lコームブロックを含む。  

ロームヘの漸移層。  

ソフトローム層。  

2屑l暗褐色土  

8屑 褐色二Ⅰ二  

こ川・jl暗褐色土  

川エラ ノ．】、も也土  

5闇 褐色土  

6屑 昭褐色土  

7八l・了 祐也二t二  

2号方形周満墓周堀土層説明  
；り再 掲色二1ニ  

ー）層 暗褐色二1∴  

C層 暗褐色二l二  

（川ゴ 褐色二t二  

ローム粒を多く含む。之l  

屑～e儒は大津用とめご卜。  

ローム拉を含む。  

偉かにローム粒を含む。  

やや砂質。  

lコームブロック、に∫－ム  

粒を多く含む。之l層」こリ  

リ」るい。  

ロームブロック、ローム  

粒を多く含む。（川≦プより  

明るい。  

As－Ⅰう粒を多く含む。や  

や砂質。  

大粒の1－Il・－1Tl）粒を含  

む。少敦のAs－C、炭化  

物粒を含む。  

Ⅰ・Il・－Fl）、八s－C粒を  

含む。  

As－Cを含む。  

As－C、lコーム粧を含  

む。  

As－Cを僅かに含む。  

ロームブロックを別状に  

含む。  

錮1一 昭褐色土  

9Ml肛褐色土  

1り屑 プ．ちミ褐色土  

11屑 雄褐仏土  

12憎ノエゝ褐色土  

1：州 昭褐色」二  

1相子 褐色」二  

e層 褐色二上  

1屑 黒褐色二1二  

2層 顔色土  

3層 黒褐色二1∴  

′l旧 黒色⊥  

5層 巣褐色二l二  

6間 柄褐色土  

7屑 淡褐色土  

5号方形周満墓土層説明  

1桐＋損褐色土  
■ 

2屑 よl．㌔褐色二1二  

3植71暗褐色二l二  

l闇 褐色ニー：  

6号方形周溝墓土層説明  

l）層 津川とめ二1二。  

1層 臭l、を褐色ニヒ  

As－C枇を含む。やや砂  

軋  

As－C粒を含む。1層よ  

りやや僻い。  

1・2J附こ比べAs－C粒  

の含有損が少ない。  

ローム賀‘」二。   

3号方形周溝墓土層説明   

a層 淡褐色二1二  

t）層 傭褐色二1二  

C層 暗褐色ニー二  

（l屑 環褐色二L  

e屑 黒褐色二1∴  

f層 暗褐色土  

g憎l桁褐色二卜．  

ll層 黒色土  

i屑 暗褐色土  

1屑 黒褐色二じ  

砂欝土。耕作二じに似る。  

Zl～iは溝埋め二1二。  

As－C、1・Il・－Fl）粒を  

少出合む。砂質二Ⅰ∴。  

】州別こ似る。炭化物を含  

む。砂質土。  
CJ馴こ似る。ローム粒を  

含む。砂質二1二。  

八s－C粒、ローム粗を少  

端：含む。やや砂質。  

eJ研こ似るが、As－C、  

ローム粒が少ない。  

＝研こ似るが、lコーム拙  

を含む。  

As－C粒を含む。  

ローム粒を多く含む。  
Ilr－F P、AsLC粒を  

多く含む。1～4屑は：う号  

方形周酒豪周堀哩め二仁．。  

1－1l・－F P、As－C粒を  

少出合む。  

多昆二のAs－C粒を含む。  

上而に少封：のl－Il・－F P  

粒を含む。  

1J酎こ似るが、ローム粒  

を含み1層より明るい。  

As－C粒、少昆のローム  

粒を含む。  
少揖のAs－C及びロー  

ム粒を含む。  

As－C粒を含まず、少址  

のローム粗を含む。  

多最にローム粒を含む。  

2け一っ よ【、を褐色二】二  

3屑 暗褐色二l二  

3a層 暗褐色土  

‘1J習 僻掲出二1∴  

5屑 褐色二】：  

7号方形周満墓土層説明  

1Jた7 よしを也二】∴   

2層＋描褐色二1二  

As－C粒を含む。  

1謄＝二りさらに多くの  

As－C粒を含む。   

2層 輿色土  
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過構土層説明一朝：  

4号住居土層説明   

＝ゞ！プ 哨褐色ニ】二  

封習 ＝紺色土   

3桐 明褐色二l∴  

川！ヲ 累褐色，土   

5層 褐色．上  

（う周 明褐色⊥  

7屑 罵褐色二】ニ   

射＼l！了 累灰褐色土  

～）層 赤褐色二【∴  

1（）肘 裕也二【∴   

‖肘 褐色ニヒ  

ノ＼s－Cの純屑。  

As－C粒を含む。しまり  

あり。  

ロームブロックを含む。  

ローム質二1二。  

3層 灰白色瞳石層  

‘川三っ 暗褐色二】二  

5屑 淡褐色二l∴  

∧s－C、1ⅠⅠ・－Fl）粒を  

含む。  

ローム粒を多く含む。  

2層よりさらに多くの  

ローム粒をfキむ。  

1け引こ似る。  

ロームブロックを含む。  

ロームブロックを多jlいこ  

含む。  
1闇に似る。  

炭化物を多く含む。カマ  

ドの崩落部か。  

焼二l二闇  

ローム粒を含む。  

lブーム殿二1∴  

8号住居土層説明  

l層 ≠基褐也二】：  

2屑 暗褐色二巨  

3購 褐色二l∴  

l層 褐色二l：  

1号住居土層説明  

1層＋暗褐色ニヒ   

八s←C、1－1l・－Fl）粒を  

含む。  
八s－C及び少最の炭化  

物を含む。  

ローム粒を含む。  

ローム質土。  

As－C、l－ll・一l手l）粒を  

含む。炭化物、ローム枇  

も含む。  

l層よりローム粒の含有  

j■i：が少なく、やや購い。  

焼←1∴粒や粘二上松を含む。  

偶の部財か。  

焼こし二粒や粘二1∴粒を多く含  

む。  

1屑に似るがⅠ－ll・－ド1）  

を含まない。  

締まりが無くサラサラし  

ている。貯蔵穴雌め二】ニ  

ロームブロック。  

4号住居1号カマド部土層説明  

＝再 暗褐色二】∴  

2層 淡褐色二1二  

3屑 褐色十  
川ミラ 明掲色ニヒ  

5層 赤褐色二l二  

6屑 赤褐色ニL二  

7屑 暗赤褐色土  

住屠規め二1二1八引こ同じ。  

焼二l二粒を含む。  

2層に似る。  

焼二1二枚を多く含む。  

多損の桃二Lを含む。  

焼ニヒブロック。  

焼二l二、灰層、炭化物を含  

む。  

2屑 累褐色二仁  

：津守 淡褐色二】二  

川一了 淡赤褐也二仁  

5屑 僻褐色二上  

6層 褐色二巨  

7層 黄褐色ニ1二  

2号住居土層説明  

1屑 暗褐色土  

2屑 褐色二巨  

3屈 曲褐色土  

用モ乍 明黄褐色ニ1ニ  

4号住居2号カマド部土層説明  

1層 上記に同じ   

2層 臍褐色ニ1ニ   ーコーム粒を含む。   

3屑 僻裕也二1二   炭化物粒を悌かに含む。  

‘川ウ 褐也二1∴  焼ニヒ粒を含む。   

いlモ7 淡裕也二】二   粧二l二粒、焼二L粒を含む。   

6Jたラ 褐也二1二  やや欣賀－のローム殿二じ  

18号住居土層説明  

l層 腎紫也砂欝二I∴ 八s－1う純屑   

2層 ≠lも褐色二L As－C、l▲Il・－Fl）粒を  

含む。やや砂質。   

3層 去l、ミ也二r・．  As－C、I－lr－Fl）粒を  

含む。  

l層 プ．則各色二L As－C、ⅠⅠⅠ・－Fl）粒を  

含む。   

5屑l暗褐色土   八s－C、ト1Ⅰ・－FI）粒を  

含む。   

6闇 暗褐色土   人s－C、トIl・－F P粒を  

含む。5悼プよりやや暗い。   

7層 昭褐色土  1・ll・－Ⅰり）を少出合む。6  

層よりさらに暗い。   

8闇 暗褐色ニヒ   7層よりやや明るい。   

9僧 褐色ニヒ  ロームブロックを含む。  

10屑 暗裕也ニヒ   ロームブロックを少揖含  

む。   

‖層 褐色ニI∴  ローム軋上  

31号住居土屑税明  

1僧 僻褐色二L As－C、Ⅰ・Il・－Fl）粒を  

含む。   

2屑 褐也土  ロームブロックを含む。   

3層 褐色二じ  2周に比べロームブロッ  

クの却：が少ない。   

ノ＼s－C、‖l・一F Pを少  

最含む。  

ローム質土を瀬川ノミに含  

む。  

l層に似るが、ローム粒  

を多く含む。  

ロームブロックを多く含  

む。  

2号住居カマド郎土層説明  

1憎 暗褐色二1二   

2層 灰褐色二1∴   

3桐 灰褐色二1二  

】層 灰色二l二   

∠l之l層赤祐也ニ1：   

5層 晴灰褐也二1二  

3号住居土層説明  

1屑 暗褐色二卜．  

2屑 褐色二1∴  

3屑 ≠洪褐色二1∴  

川≒プ 巣褐色二t二  

5屑 僻褐色二L   

6層 淡褐色土  

卜記1層と同様。  

灰仁1也粘二＝狂を含む。  

2層より多≦li：の粘土拙を  

含む。  
灰白色粘」∴賢二仁。  

焼二1∴ブロック。  

焼土粗、炭化物粒を含む。  

Ⅰ－1Ⅰ・一丁Jl）粒と少昆のlコ  

ーム粒を含む。  

1層より多士Ii：のローム粒  

を含む。  

八s－C、Ⅰ・lI・－F P粒を  

含む。  

As－C、Ⅰ－ⅠⅠ・－－FP、ロー  

ム粒を少出合む。  

1層に似る。  

桃二l二を含む。  

55  



上層 褐色ニヒ  

5層 茶褐色二1二  

6層 暗褐色」二  

24号住居土層説明  

1層 灰褐色二lこ   

2層 青紫色砂質土   

3層 黒色ニヒ  

4層 黒褐色土  

5J戸ヲ 暗褐色土   

6層 褐色土  

ローム粒、粘二1二粒、焼二l：  

粒を含む。  

多封の粘二lニブロック、焼  

土粒を含む。  
ローム粒を含む。  

粒を多く含む。  

As－C、Ⅰ－Il・FI）粒を  

儲かに含む。  

ローム質土。床下埋めニー二。  

ロームブロックを含む。  

4屑 暗褐色土  

5層 暗褐色ニヒ   

6層 褐色土  

14号住居土層説明  

1屑 灰褐色ニヒ   

2屑 黒褐色土  

As－Bを含む。  

As－B糸Ih層。  

Ⅰ・汗FP粒を傾かに含  

む。  

3層よりやや明るい。  

Ⅰ－Il・－FI）粒を含む。  

ローム粒を恍かに含む。  

ローム粒、匁■占土粒を含む。  

佗部の崩落ニー二。  

As－Bを多最に含む。  

As－Bを含む。やや砂  

原。As－C、1－Il・Fl）粒  

を僅かに含む。  

＾sC、l・Ir－F P粒を  

含む。少昆の焼土、炭化  

物を含む。  
3J酌こ比べやや黄色味を  

増す。  

AsCを含む。3屑より  

やや明るい。  

焼土を多く含む。  
ローム質土。  

3層 異褐色土   

′＝腎崇褐也二l二  

5屑 褐色ニヒ  

6層 暗褐色土   

7層 褐色」二  

炭窯  

1層 淡赤褐色土  

2層 臍褐色土   

3層 淡赤褐色土  

＝再 掲色土  

5屑 僻褐色土   

6周 僻褐色土  

7屑 黒色二1二   

8層 淡赤褐色土   

9層 黒色二卜  

10層 淡褐色土  

26号住居土層説明  

1層 黒褐色ニヒ   

2層 黒褐色土  

3層 褐色土  

‘1層 晴褐色土  

5層 黒色土  

6層 暗褐色こヒ   

7層 黒褐色ニヒ   

8層 暗褐色土  

As－Bを少出合む。  

As－C、1－Il・・一一F P粒を  

含む。  
As－Cを少損含む。  

ロームブロック、ローム  

粗を含む。  

As－Cを儲かに含む。貯  
蔵穴埋め」二。  

ローム粒をイ薫かに含む。  

ローム粒を儲かに含む。  

ロームブロックを少出合  

む。4層より明るい。  

焼土粒を含み、焼土ブ  

ロックを僅かに含む。  

焼土粒、炭化粒を含む。  

スサ入り粘土、焼二1ニブ  

ロックを多く含む。  

焼ニヒブロックを含むが1  

層より少ない。  

焼土粒、ローム粒を含む。  

焼土粒を憬かに含む。5  

層より＝j糾）。  

炭層。硬く締まる。  

焼土粒、ローム粒を含む。  

炭化物、焼土粒を儲かに  

含む。7層より淡い。  

ローム質土。大浦埋め土。   

12号住居土層鋭明  

1屑 黒褐色二l二  

2層 暗褐色土  

As－C、1－1l・F P粒を  

含む。  

1－1l・－FPを少出合む。頗i  

土、ローム粒を僅かに含  

む。  

ロームブロック、ローム  3層 褐色土  
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遺物観察衷   



遺物観察衷  

7・りイ三i凋‡r＝」∴出物観察米（図5・6、1）lノ2～い：う2）  

法さi上  ①色調②焼式  

番 号   岩㍑  形   侶端 口径  著持形の特徴  外的い 内面調照  文様の特徴  ③現存④胎二ll  

底径  ⑤備考⑥川二】二状態   

25   （15．6）  受け】二」状口縁。頚部は太い。  ①7．51′l〈％橙 ②酸化 ③口  

（外拍  闇腰）頚■椰ハケメの後ヘラミガキ。   綾部のみ ①精選 ⑤内而の刺  

（内的  朋整）全体にハケメ。口緑榊ヨコナデ。   藩政著 ⑥床面軋l二  

（文様）口縁珊にLRの拙文地文。その後ヘラ描きによる汲状又。頚部はLIミの  

削文を地文として、ヘラ州きによる沈練を1粂巡らし、その下にヘラ描きによる迦  

肌文が5段施される。  

描   胴部は緩やかな膨らみを持ち、「l■火帥こ消火径を持つ。好捕＝淵l】く折渡り、口縁   ①7．5Ylく％にぷい樽 ②椴化  

（10．2）           部はL  洒：線的に閃く。仁I縁郡は折り返し口緑。   ③％ ④料選。榔イ三rを含む ⑤  

（外拍  灘闇）t」縁上部にヨコナデ。川朋iの－・ざ附こヘラミガキ。   底部周辺に捏斑 ⑥床面軋仁二  

（内拍  了調塵）廿縁部から胴部にかけてナデ。  

（文様）口緑の折り返し子佃こ1くLの糾文。頚部から胴上貼鮎こかけて1ミⅠ．純文が施  

文さ・  れた後、緋描き沈紬によって椚状文とその‾卜に辿統l．h形文が地文され、それ  

ぞれ擦り消しによ町肝状又と山形又内に糾文が残される。   

18   ‡l   胴下  準郡のみ。胴上部に最大径をもつ。   （》7．5Ylミ％にぷい褐 ②暇化  

（外師り一封4窪）ヘラミガキ。  ③胴下草郡のみ ④砂礫粒を含  

9．‘l                     （内面朋服）刺落。  む⑤内面の荒れ跡著：⑥床面  

直上   

75   舶  胴小火部よりやや上位にゴl迂火径を持つ（，  ①5YIミ％りJ赤褐 ②椴化・良好  

（夕  ③胴中火部のみ％ ④拙選 ⑥  

（l人   

弼  劉‡  ①2．5YI（％明赤褐 ②駁化や  

（夕  や軟毀 ③郡部Ji－d辺のみ ④糾  

（l人  選 ⑤㌔．t淵‡⑥床汀l憶上  

（文  

に   

＝  高 坪 ？   脚  ①2．5Ylく％赤褐 ②限化 ③  

（夕  脚柱郡のみ ①齢批砂粒を含  

10．0    （」人   む ⑤赤色塗彩 ⑥床面軋巨   

ー・折   軋   l＝】．  ①10Ylミ％にぷいプ1†橙 ②椴化  

（9．2）   （夕  ③％ ①拙選 ⑤まlユ斑 ⑥理め  

（l人  土内  
（文   

2‘l   胴ナ  ①10Ylミ％iこぶい弗橙 ②樅化  

（夕  ③底部周辺のみ ①砂粒を含む  

9．8    （l人   ⑤内面の荒れ跡著 ⑥床面頂上   

16  台付き址   抑  ①7．5Ylミ％にぷい橙 ②俄化  

（夕  ③脚台部のみ ④梢選。白色壮  

S∴i    （l人   石粒子を含む ⑥床而軋ヒ   

紙   口  ①10YIミ％にぷい班樟 ②酸化  
（21．0）   （夕  ③％ ①精選。仁他鉱物批を多  

（l大  く含む。 ⑤二次焼成を受ける  

（文  

簾：   

：う5   締   口縁榔は頚部から緩やかに外反しながら開くが、捕郡で情かに内湾する。  ①10Yl（％にぷい典橙 ②傲化  

（12．6）           （外洋  Ⅰ朋盤）口緑部ヨコソ・デ   やや軟質（卦口緑部の一部のみ  

（内行欄．可塑）ハケメ。剥落が激しい。  ④料選。砂礫粒を含む ⑤内面  

（文様  ′）「1層珊に純文？。酢仙こ2条の沈紬をめぐらす。その下に部分的に沈組に  の荒れ跡著 ⑥床面値上  

より四角な区画文を描き、横位の沈紬で発明している。   
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法ji■i二  ①色調（勤焼式  
宿 弓・   据高  器  形    ［り姜  岩㍑形の特徴  外面・・内面調脛  文様の特徴  ③残存④胎二】1  

底径  ⑤備考⑥Jll二L献櫨  

班   2（）．7  底部は小さく鮎削が外に肘フ＝け。胴部は．上判祁に†l達人径を持つ。ll緑部は、頚  ①5Ylく％明赤禍 ②惟化 ③  

15．3  郡からくの判こ如く外相する。   完形 （む精選。砂粒を含む（◎  

6．2  （外面調雅）I：」緑部三にけデ。月粁ド用レ＼ケメの後ナデ。   床面直上  
（l句irl闇哨）lT】緑恥ハケメ。胴土牛郡に縦ノル」のヘラミガニl二。  

（文様）lニト輔仙こ1一Ⅰくの糾文。羊「榔に7本1リこ‡の樹状ニ】二女いこよる等‖川緑」卜めの鮎状  

文。胴附こ酢71くとドり十【二ま主による披状文。   

鉢   廿線紺珊が人きく外反して閃く。   ①7．51′Ⅰく％にぷい橙（勤傾化  

（2：う．2）         （外面綱髄）l】練部ヨコナデ。胴郡は糠漬状のハケメの後ヘラミガキ。郡分l杓に  ③ll縁榊の一部のみ ④梢選  

赤色塗彩。   （9赤色咋彩（軌粛rfl直上  

（lノ」i両朋照）ヘラミガキの後亦仏紙彩。   

！）別三抽‡H二l二遺物観察衷（図8、1）L2（いニミ2）  

テノミ封  ①色調（勤粧式  

番 号  船  形   器高 ＝径  削㌧形の特徴  外面・内面 調整  文様の特徴  （訂蟻存④肌二l二  

底径  （訓存考（軌1i土状態   

用く  頸郡は太く、廿縁郡は緩やかにl川く。   （事7．5Yl〈％にぷい橙（勤惰化  

（外面綱燕）l】緑部にヘラミガキ。   ③頚部のみ（む椚選。砂粒を含  

（内面調雅）l】緑郡にヘラミガキ。   む（釘抹面的土  

（文様）頚部にへラ描さによる沈線が5条巡り、その沈紬と沈組との＝附こヘラ描き  

による波状文がそれぞれ1条づつ施される。   

81   二iI†（   鮒『＝よ緩やかに爪＝…する。l職制吊外反して聞き、備郡で怖かに」句消し、受けl】  （D7．5171ミ％にぷい弗橙（卦俄  

‖．∠1         状となる。   化（沙％（訓拐軋輝イlを合む  

（外面調燕）l二l緑部ヨこり‾デ。胴部はハケメの後、縦ノノ向のへラミガキ。   ⑤内面の荒れ跡刊：（鋸）1内  

（l人肋髄脳）l二Ⅰ緑椰≡巨コナデ。胴部はハケメ。  

（文様）口屑部にⅠ．1くの縄文。鮒狛こはⅠ．1（拙文を施文後ヘラ描きによる沈紬が  

：う粂巡らされる。   

′18   紙   朋上ご1た榔にノl長大径を持つ。頚部は緩やか出仙l】ル、l】株価は如く、内湾して立ち  （丑10Yli％にぷい曲橙（多恨化  

（17．8）         上がり、受け＝状となる。   ③％ ④精選。輝れを含む ⑥  

（外面調燕）口線部ココナデ。胴部は擦相人のハケメの後ヘラミガキ。   伏拍仙L二  

（内面渕脾）l】緑椰ヨコナデ（）仙榔は擦虹l大のハケメの後ヘラミガキ。  

（文様）口屑部にI．Ⅰくの縄文施文。I】練部にはヘラ川き沈繰による波状文が施さ  

れる。酢祁には（う本l菊の仰状ニ1二1主による等一刷偏止の旅状文が、川・刑批はドーり一の脚状  

．■1二畏による5単位の羽状斜迂拙文が施さjtる。   

‖   鯉   21．2  胴」二半部に描人径を持つ。頚珊は絨やかに仙…し、廿縁珊は緩やかに外相ルてl用  （∋10YIく％にぷい黄樽 ②憤化  

（1‘l．7）  く。   （診％ ④耕選。輝石せ蕾む（参  

7．1  （外i桶俳睨Il縁珊ヨコナデ。胴部は据痕状のハケメの後へラミガキ。   抹酢虹ヒ  

（内面刑燕）lI様子てlにJコナデ。川・拙服ヘラミガキ。  

（文様）＝屑部に1．Ⅰくの拙文施文。頚部に（沐曲の櫛状二【二身iによる笥吊‖帆卜の脈状  

文が施される。胴部には創部と同十【二畏による、不規則な羽状の斜走出組文が施  

される。   

一統   底部が外に購り廿す。   （D7．5YIく％f貴 ②酸化 ③底  

（外面朋ざ！酎 擦痕状のハケメ。   郡％（砂砂料・【与色軽イl粒を含  

（lノ巾偏榔楷）ハケメ。   む（釘棚め二仁内   

l（）け†も屈 ‖什．遺物軌弊衣（l対～）、Ⅰ）Ⅰ．33）  

法封  （訂色離（軌眺式  

番 号  器  形   郡市 口径  郡上形の特徴  外面・内面調燕  文様の特徴  （釘戟存④胎土  

底径  （訓～テ考（砂川ニト伏態   

建   15．0  川礪lくは．上平削がやや張る。頚部ははやかにノバ川Ilし、口緑郡は肥付して直練的皿伴  （D7．5Yl～％にぷい位（D椴化  

11．9  かに聞く。   （診％ ④拙速。輝ホを含む ⑤  

6．8  （外面綱雅）l二】緑椰にナデ。一椰にユビオサエ。胴榔は縦ノルJのナデ。   川・椚；外面に抜化物の付弟（◎床  

（】人J耐調燕）ナデ。   面Il＝二   

60   



遺物観察表  

法；ll  （》色嗣②焼式  

宿 ゝチ  器  形   浴汀さi l】径  
㍍持形の特徴  外面・】勺面責川盛竺  文様の特徴  ③班〟④批ヒ  

底径  ⑤傭巧（軌l与二l二状態   

一寸．I   労1部は綬やかな加曲を持つ。   ①7．5Ylく％浅ノー‡橙 ②酸化  

（外面訓ほ削 へラミガ斗。   ③酢封iのみ（む椚選。砂粒を含  

（仰r祀冊削 剥落。   む ⑤才人制イイり ⑥理め二上内  

（文様）ヘラ州きの沈紬をざト7条巡らせ、その．卜を沈船封こより釧l糊ノミにl東面し、  

頂点せ下にする三／り形部分について沈組を椚り…甘す。私＝来佑に沈紬が光明された  

辿緋三川形となっている。その下にⅠ．Ⅰく糾文を地文として酢’侶を巡る沈緑とその  

・l】を斜交する沈線により運耕する三川形文を棚減させている。   

11り住居 川二卜遺物観群衆（図10、1）I∴i3）  

法ま，t 制約  ①色朋（勤暁式  
番 号  器  形    「】  

律  照井多の午＃徴  外l両・l勺irl用．‖経  文様の特徴  ③班〃④胎土  

砥径  ⑤備考⑥川二】二状態   

9   郷   朔部は蘭やかに仙】lける。l滅相l；は付かに内約ぎみにりりき、淵削で克ち．1ガる。  ①7．5Ylそ％橙（訂椴化。やや軟  

（15．8）         （外面朋燕）   賀■（訓汁耳珊のみ ④砂粒を  

（内面調整）ハケメ。   合む ⑥り川1情上  

（文様）l二付与部から11縁部にかけてJノ1くの糾文を地文。口緑部については則文を  

椚り汀ル、ヘラ描き沈紬による波状文を施す。軌祁iよ‘1本納の肺、t人．■】二基いこよる等問  

腑It・．めの脈状文が巡る。川咽iは紬Ⅵくの脈状文とl叶一二Ⅰ二まいこよる不規則な槻位の波  

状文が巡る。   

祁   頚部はくの字に届曲する。口線部は外傾して聞き、細部でややlノ、J消して立ち．卜が  ①10YI（％にぷいプ■‡橙 ②酸化  

1こi．り          リ、受け口状である。   ③l」縁郡のみ ④粁わ巽。砂粒を  

（外面銅盤）口縁榔ヨコナデ。胴部はハケメの後ヘラミガキ。   含む ⑤l】級榔に才．捏難 ⑥抹面  

（l軸址鯛整）仁L練椰ヨコナデ。胴部はハケメの後ヘラミガキ。   ljt】：上  

（文様）1’l縁郡にはヘラーl‘】■fき沈組による波状文が施される。封榔にはう本楯の仰状  

‾l二まⅠによる波状文が巡る。   

→描  台付き鯉  脚部は短くハのごテ：に聞く。   ①51′1く％位 ②酸化 ③脚部  
（外汀l儲脛）縦ノノ直Jのへラナナ。   のみ ④砂拉を合む ⑤脚杜珊  
（内面刑場）ヘラナナか。   に炭化物付利（沙床舶虹1二   

lこi・り住川 山二卜遣物観察衷（l刻11・12・1二i、1）I∴川・こiい二i5・二i（i）  

テ狛l  ①色別②焼式  
番1ナ  器  形   ＝  

径  岩持形の牛、一f徴  外面・内的＝川姫  文様の特徴  （釘域存（む胎土  

兢律  ⑤備考（軌≠十状態   

l！）G   リl（   胴部は中央部が張る∴帥■封＝よ綬やかに加仙する。什紗■耶は情－かにl勺湾ぎみに聞く。  ①2．51′Ⅰ～％淡黄 ②椴化 ③  

（15．2）           （外面調整）l】鰍祁ヨコナナ。脚芦はヘラナデの後一部にヘラミガキ。   ％ ④砂粒を含む ⑥床面軋l  

（l人榊F調整）胴」ドll郎iよハケメ。上半郡はハケメの後ヘラミガキか。II縁郡ソープ。  

（文様）口屑郡宜Llくの組も文施文。軌附こヘラ描きによるIi粂の沈細が巡る。   

251   r；」【モ   （外1砧凋賂）ヘラミガキ。ノ血†伸一d辺をエビオサ∴。   ①2．5YIり射淡班 ②慎化 ③  
（l句i妬凋堆）一部にヘラミガキ。   底部のみ④砂粒を含む⑤内  

8．1  面の荒れ跡署⑥埋めニヒ1ノ」   

0！）   建！   11．2  頚部は僅かに仙…し、It縁部は短く怖かに閃く。   ①2．5YIく％樽 ②健化 ③％  
（外面綱燕）11縁郡ヨコナナ。   ④砂粧を食む ⑤外面の荒れ軌  
（内面朋雅）絨ノノJ「りのヘラミガキ。   署 ⑥抹面直＿i∴  

（文様）l二牌桝にいくの拙文施文。酢狛こ（沐l対の剛人二【二川こよる不規則な簾状文  

が施される。胴部は鮒■椚とIiり十Ⅰ二畏によ之不規則な波状文が憫≠㍑地文される。   

2t）8   捕   ：i5．6  胴部は無黒状で■い火よりやや‾卜仙こ最大径射ミ宇つ。勤珊は細やかに侶曲する。【二」  ①7．51′Ⅰく％楕 ②惟化 ③完  

11．9  縁榔は綬やかに外反して聞く。   形 ④粧炎。郷千lを合む（訃軸  

8．9  （外面銅盤）口縁郡ココナデ。川棚川㈹頒状のハケメの後ヘラミガキ。   部外拍‥こメ．闇－f（如拙祀＝■．  

（内面調整）l】縁郡≡にり→デ。胴部ナデ。  

（文様）＝屑珊にⅠ．1その拙文施文。頚部に櫛描湖拍㌫文を2J毀にわたって地文する。   

6／   



軋牒  ①色調②焼式  
番 号   」ド  ナト   与貼高 l：1径  君持形の杓徴  外面・内面肌腰  文様の特徴  ③残存（む胎二l：  

底径  ⑤鵬考⑥i二l．†」∴折渡   

360   l】は  （‘17．6）  胴部中央が大きく張る。脚部はくの字に伯＝llける。l：1縁郡は郁かに外皮ぎみにIiFてj   （》5Y％灰白 ②隙化 ③％  

22．8  き、端部で砲ニュ1ける受けl＝】状である。  （初砂粒を多く含む ⑤媚面の荒  

12．6  （外面調娼）l  ：】縁榔ヨコナデ。胴部はヘラミガキか。   れが跡著。二次焼成か。 ⑥抹  

（内面調∃酎l  コ縁郡ヨコナデ。胴榔不l仇側溝。   面祀＿1二  

（文様）口唇予て  ・；にRLの拙文を施文。「憾潮は3本楯の椰牲■】二ま≡いこよる波状文が、  

須’榔にはⅠそLポ  ほ文む地文としてヘラ状二l二釧こよる沈線が‘Ⅰ粂巡る。地文の糾文はは  

とんど磨り消されている。さらにその下仙こヘラ描き沈練による波状文を抑き、  

交互に横位の沈紬を充現する。   

‘159   三肥   25．0  胴部は無佗郷  穴で川㈹‖映よりやや下†血こ頂大径を持つ。頚部は拙く、口縁珊は  ①2．5YR％淡班 ②樅化 ③  

（‖．2）  大きく外皮し′  n附く。l：ト唇部には5～6仙の突起を持ち、それぞれの突起にはヘラ  完形 ④鞘選・⑤胴部l大川iiの荒  

6．5  による切れ込みがみられる。また、川す下部に1カ所縦にぷい痛1火の突起が認められ   れが跡著 ⑥床耐帆】二  

る。  

（外面調弦）廿縁邦はヨコ方向のヘラミガニ1二。川棚；はタナノブ向のヘラミガキ。全  

両赤色塗彩。  

（内面椚弛）lて】緑翻ヘラミガ＝l二。⊂】線邪l甘面に赤色塗彩。   

221   （8．8）  胴部はやや‾l∵JJ  影jt。酢狛ま太く、ll縁郡は㈲働から如く、保かに外反する。   （》2．5Y％灰宝せ ②恨化 ③上  

（外面調娘）l  二闇朝から頚部にかけてナデ。胴部ヘラミガキ。   井部のみ ④4純払 仁l色鉱物粒  

（内面調亜）ナデ。  を含む（診l畑址揖色（参床面砥  

（文様）口層郁にⅠノ1～の縄文。  土   

‘】55   班  （16．1）  胴．．ヒ部に最大径を持つ∴新和は緩やかに届‖】ル、l：l縁部は如く、悌かに外皮する。   ①7．5YR％樽 ②椴化 ③口  

（外而調亜）口緑部ヨコナデ。胴部ハケメ。  縁榔の一部のみ ④粁わ異。白色  

（内而調弛）  朋祁ヨコ方向のヘラミガキ。   鉱物粒子を含む ⑤内面黒色。  

（文様）断佃  こ7本棚の榔状二】二具による守l冊紬1二めの脈二りミ文。川舶附こ同一二［二具によ  頚部に炭化物の付岩 ⑥哩め土  

る横位の波状文。  内   

257   甑   胴部は逆ハの字状にIiりく。底附こは1孔を持つ。  ①10YIミ％にぷい典位 ②取化  

（外面調膳）ハケメの後づ－デか。  ③底部のみ ④椚選。輝石を含  

6．7                    （内面調婚）ハケメの後ヘラミガキ。  む ⑥床面逝＿l二   

鉢   口緑部は憬かに内湾する。仁】緑師こ焼成後穿孔による帥修孔を持つ。  ①10YRタ≦にぷい班橙 ②倍化  

（22．8）           （外面調整）【  二1縁部ヨコナデ。胴郡ヘラミガキ。   ③l：l緑部のみ ④拙選 ⑥埋め  

（内面調服）ナデの後ヘラミガキ。  二1二内   

‘153  ニL二 製 品  偏平で周長靴こ駄J必1rr穿孔による小孔を持つ。  （DlOYIミ％にぷい典橙 ②傲化  

（外面調姫）赤色捨彩。  ③％ ④精選。輝石を含む ⑥  

（裏面調弛）  床汀fi拍：上   

口織部は悌かに外皮し、綬やかに閃く。l二】緑郎は折り返しニ」火である。  （D51′Ⅰミ％軽 ②酸化 ③口緑  

（11．5）            （外面銅盤）l  二磯部ヨコナデ。研削はヘラミガキ。   椰のみ ④相通。白色鉱物粒を  

（内面調亜）l  二i縁椰ヨコナデ。   含む ⑤内面の荒れ蛤■糊：⑥床  

（文様）口慣習  ・くにⅠ～Ⅰノの拙文地文。那附こはやや細いヘラ描きによる沈練が′1条巡  面旭上  

る。   

‘i7   班   口縁部は頚部から、短く外傾する。  ①5Ylミ％橙 ②樅化 ③％  

（20．7）            （外面銅盤）l二腐朝ヨコナデ。胴部擁狼瑚のハケメ。  ④梢選 ⑤二次焼成か ⑥抹面  

（内面調盤）ヨコ方向のへラミガニ1こ。  値．上  

（文様）I＝ト唇音ン  fiにlノ1ミの拙文施文。酢邪には‘l本楯の榊状二Ⅰ．昔＝ノこよる等閃隔止めの  

廉状文。胴部には同一・二l∴具での羽状の斜行11三朝文が施される。   

‘188   
胴部は」二半チ附  

2‘】．0   立ち上が州り  ③底部を欠共①糾選。砂粒を  

（外面調査）l   含む⑤胴部外耐こ㌔．軋射⑥住  

り－デ。川耶刊iは刺落。   居内の埋設ニー二者浮で′187がうえに  

）糾文地文。鮒仙こは11本歯の樹状コニ貝による等間軌l二め  被る。1）2内から山上。  

の創∈状文。胴  は酢祁と同一二［具による不規則な羽状の斜行頂紬改が施される。   

185   壬肥   胴部は中央に  大径を持つ。頚部は捌く締まる。   ①7．51′lミ％貴校 ②幣化 ③  

。下部はハケメの後ヘラミガキか。   口緑郡を欠失 ①相通（夢二次  

5．7                       （内伯1調盤）－  ノーデ。－・郎にヘラミガキ。   焼成（砂床師直＿t二  

（文様）細1描牒の沈紬を却郡に3条巡らす。その‾F位に亜領国肛文を施こす。胴部  

l二1二1火には沈組を1衆巡らせる。そして迎孤文と胴中央の沈紬との‖りに恥【．り‡ラ文（6仰l  

ー・組）が8単軌施され、さらにその下樟にい〈礼文が施文されている。   

（丈’   



遺物観察表  

①色調②焼式  

溶 け   船  形  法jli： 損挿さ； l】径  糾弾ぅの牛寺徴  外面・内的i誌l．‖経  文様の特徴  ③班存④胎二1二  

底径  ⑤備考（秒‖廿状態   

．t87   描   頚部は緩やかに仙‖ける。l悔珊は外反し抑†l；で怖かにう一7二つ。   ①1（）Yl（％浅ノー†橙 ②椴化 ③  

1～l．6           （外面綱鮨）l庵紺1iヨコナデ。胴部はハケメの後タテ方向のヘラミガキ。   胴部卜ご1七郎を欠失 ④梢遇（む  

（困両肌照）【ニト稼削から頚珊㍑かけてヘラミガキ。川咽レ＼ケメ。   住居内理設寸灘伸輔の．上に被る。  

（文様）口付掴にⅠ一Ⅰくの縄文施文。鮒附こヘラ描きの沈紬を二i条巡らす。   l）21月から‖＝二。   

？いト   鍾（   頚部は絨やかに加曲する。Il縁郡は仰かに内湾してl招き、受け‖状となる。   ①7．5Ylく％にぷい褐 ②憶化  

（8．0）          （外面刑場）lJ緑子祁ヨニけデ。川・州ハケメ。   ③l’1緑郁のみ ④梢選。山色鉱  

（内面調鮨）l蘭郡ヨ＝り‾デ。頚部にヘラミガキ。   物粒を含む ⑤二次焼成 ⑥理  

（文様）ll柑郡にⅠノ1〈の拙文施文。酢†liに2条のヘラ抑き沈批その‾卜にヘラ描き  め土内  

沈紬こよる波状文が施される。   

鉦1   田   胴」ゾ1乞盲一附こゴl主人径射ミーfら、大きく張る。   ①1（）1′】く％浅黄f詣 ②椴化 ③  

（外Irl甜脛）胴卜郡ヘラミガキ。   胴部％ ④砂礫約了■を多く含む  

7．5                   （l甘面調酪）剥落不l批   ⑤l甘面の荒れ跡署 ⑥床面虹卜  

（文様）川・＝一半珊に畑描きの沈紬によるイ、規則な1丘孤文机～騨・位施す。   

2：i7   班  胴部は底部から直紬仙こIjF1く。   ①7．51′Ⅰく％橙 ②健化（卦J氏  

（外面調燕）ハケメ。一部にヘラミガキか。   郡のみ ④鞘選（9I仙川に黒研  

（内的潤射首 ハケメ。   ⑥床用偵，1   

20・l   ′りl（  酢■耶はやや太く緩やかな仙…する。l】縁部は付かに外反してl描く。   ①10Y入′1タfにぷい黄橙 ②隈化  

（外面嗣脾）ハケメの後一郎にヘラミガキ。   ③朋上平郡のみ ④l；他鉱物柑  

（帖Jl儲脛）ハケメの後ヘラミガ＝l二。   を含む ⑤二次焼成 ⑥埋め二L  

（文様）lJ輔偶にⅠ．Ⅰくの拙文施文。軌邪もl．1く礼文を地文してへラ描きによる沈  l句  

組を：う条巡らす。さらに人7t■1のコーヒー訓ノこの批卜痛を7～釧朋ll付する。   

2こう2   l腐朝吊頚部から緩やかに外kしながら聞く。   ①1（）Y椚射射椚．指（診酸化 ③  

（1二i．2）          （外面調整）ヘラミガキ。   ＝縁部のみ（む仁i色鉱物粒を含  

（伽帖押掛 ヘラミガキ。剥落。   む ⑤l仙川の荒れ助署 ⑥拭面  

（文様）l二】唇部からII縁部にかけてⅠ．1くの拙文地文。断仙こもLIく礼文を地文後  直．十．  

ヘラ描きの沈紬を1条巡らす。   

亜  頚部は太い。   ①l（〕YIi％にぷいプ】‡f貴 ②憾化  

（外面離婚）ハケメの後ヘラミガキ。   ③新郎のみ ④精通。白色軽才√  

（内面朋整）ナデ。   粒を合む ⑥沫面的上  

（文様）頚部から胴．1井部にかけてⅠノの拙文を施文。その守．にやや人めのへラ描  

き沈組を5条巡らせ、その■卜仙こl叶∴工艮による波状文を】条巡らす。   

亜   頚部はやや太く、l職制皿灘かにl人】湾して受けll状となる。   ①l（）YIく％にぷいプー‡橙 ②酸化  

（16．′l）          （外面調燕）口緑珊ハケメの後ヨコナデ。   ③l■】緑部のみ ④耕選 ⑥腑rli  

（内面制勝）lJ縁珊ヘラミガキ。   直上  

（文様）lト唇部にⅠ．Ⅰ〈の拙文施文。羊〔榔には1ノ1く拙文を地文としてヘラ抑き沈組  

を：う条施す。   

2（）（；   哺   l■】級部は人きく外反して聞く。   ①7．5＼′1く％橙 ②俄化（釧Fli】  

～）．5          （外面朋賂）l胸部三にり‘デ。Ⅲ那邪にヘラミガキ。   ト三相；％ ④精選 ⑥床面的∴卜  

（lノ由雄抑楷）＝縁部ヨコソ・デ。一部にヘラミガニ1二。  

（文様）lト乍引耶にLlくの拙文地文。頚部にも1．1くの拙文を地文後ヘラ描き沈線を  

∠1条巡らせ、その’卜に波状文を1条巡らす。   

▲118   用モ  頚部はやや人く、緩やかに加＝11ける。   ①7．う1′Ⅰ〈％橙 ②椴化（参頸  

（外面調燕）ハケメ。   郡のみ ④酢軋l（】色鉱物粒を  

（州71酬燕）ハケメの後ナナ。   含む ⑤二次焼成 ⑥理め土内  

（文様）酢附こヘラ描き沈組を2粂巡らせその問にヘラ描き沈紬による波1人文を  

描く。そして∬L・．王、沌．巨にするi射大部分に沈拙を光明する。   

（丁、■J   



20i子住届・‖u二遺物観察表（図15・1G、l）Ⅰ．30・こぅ7・38）  

法最  
出前  ①色朋②焼式  

番 号  器   形    口径  船形の特徴  外面・内面調雅  文様の特徴  ③残存④胎土  

底径  ⑤備考⑥出土状態   

川（   口緑部は頚部から緩やかに聞く。   ①10Y腔狛浅黄樽 ②職化 ③  
（12．0）           （外面調雅）口練部ナデ。胴珊にハケメ。   口綾部％ ④精選。輝品格含む  

（lノ潮闇燕）ナデ。一部にヘラミガキ。   （軌粛紬虹上  

（文様）口僻部から仁】緑川‖こかけてⅠノIiの縄文地文。勤珊にもLⅧの拙文を施文  

後ヘラ描き沈線2粂で榊状文としている。その下にヘラ描き沈線によって山形文を  

描き谷部分に沈紬を究明する。山形文はJi測りに施文される。   

享酌   ＝緑部は緩やかに聞く。   ①7．5Yl～％浅黄橙 ②酸化  

11．6          （外irl朋亜）l！縁珊ヨコナデ。酢附－J辺ヘラナデの後ヘラミガキ。   ③口繚郡のみ ④精選。白色鉱  

（内面朋整）ヘラナデ。h一部にヘラミガキ。   物粒を含む ⑤内面の荒れ跡著  
（文様）頸榔に糾いヘラによる沈練が2条巡る。   （妙床面直上   

＋＋ll十   頚郡は緩やかに桐＝川し、口緑子『＝描‡部でー用く。   ①7．5Ylく％にぷい橙 ②酸化  
11．2          （外面誹灘）l二1緑郡ヨコナデ。う与「l部から胴附こかけてヘラミガキ。   （訓机上二半部のみ ④柿選。飾れ  

（l軸軒調華）廿縁珊ヨコナデ。新刊ヘラナヂ。   を含む ⑤胴部l月面の荒れ跡著  

（文様）口尉附こいくの拙文赦主文。頚部に1」Ⅰくの拙文を施文し、糾いヘラ榊きの  ⑥床晰虹1二  

沈線を3条巡らせ、2段の抑伏文状としている。さらにその■卜に2条沈紬を巡らせ■い  

に山形文を21那伍し、山郡分に沈練を光偵する。   

13   Hl（   やや下膨れで、胴部が服る。   ①10YIそ％浅黄橙 ②酸化 ③  
（外而朋∃酎 ハケメの後ヘラミガキか。   l「Ⅰ縁郡を欠失 ④栖鳳）砂粒を  

6∴）                    （内面刑脂）   含む ⑤鼎形の誼みが大きい。  
（文様）頚部にへラ描き沈練を2条巡らす。   また、器面の荒れが跡著⑥抹  

面了虹i二   

二・耶   頚部は穏やかに厨川tける。11鰍■鮎よ大きくl用き端郡で立ち上がる受け口状である。  （丑10YIl％にぷい教程 ②恨化  

20．3          （外面朋燕）l」線部ヨコナデ。頚部にハケメを残す。川哨；はハケメの後タテ方向  （凱胴部を欠失 ④砂粒を含む  

のヘラミガキ。   ⑤内面の荒れ跡著 ⑥床面直＿f二  

（内面朋光）【■■】緻郡ヨコナデ。胴酢こハケメを班す。  

（文様）口増部からl二1縁珊来かけてI．Ⅰくの桃文地文。＝縁珊は拙文施文後ヘラ描  

き沈紬による山形文を巡らす。鮒子r5にはI一Ⅰく糾文を地文沈組を3条施し小に山形文  

を2殴施す。   

183   鯉   剤部はくの字に加曲する。l】緑部は如く、怖かにl用いて鮎郡で内湾する受け口状  ①5YI‡％樟 ②椴化 ③底部  

2〔レ1           となる。   を欠共 ④柵選。砂粒を含む  
（外汀滴朋酎l†縁部ヨコナデ。胴部ハケメ。   ⑤胴下三相納的iの荒れ跡署 ⑥  

（l軸郁調燕）口縁部ヨコナデ。頚部から胴ヒ井部ハケメの後ヘラミガキか。   床面直上  

（文様）l二憫朝にⅠ一lくの拙文施文。l】緑師こヘラ描き沈紬こよる波状文む施し、頚  

部には5本幽の榊状二I二艮による等l榔陶」卜め脈状文が施文される。胴部は頚部と同一  

二tl跡こよる斜行悼組による羽状文が施されている。   

13‘1   埜   （外面調賂）ハケメの後ヘラミガキか。   （D7．5Y】く％にぷい橙 ②樅化  

（内面肌理）ハケメ。   （勤底部周辺のみ ④精選。砂粒  

7．2                  （文様）（休職の櫛状二】二主1による羽状の斜行直線文。   を含む⑤－▲部に赤色塗彩が域  

る。二次焼成か⑥床面軋t   

最  （′16．4）  胴部は球形で脚】」火部が張る。却郡闇蘭やかに†Jj州し、l■】緑郎は僅かにl描くが職  ①10YI〈％にぷい費橙 ②暇化  

15．8  部で！人】湾し、受け∩状となる。   ③胴下半郡％を欠火 ④精選。  

9．8  （外面調亜）口縁部ヨコナデ。却剤吊ハケメを残す。胴榊はハケメの後ヘラミガ  白色鉱物粒を含む ⑤内面の荒  

キ れ動著 ⑥床面直上  

（l伸輔調腰）口縁部ヨコナデ。胴珊は不lリj。  

（文様）口唇部から口練部にかけてと頚部に付加l条Ⅰノ1ト「い〈の拙文を施す。頚  

部には拙文施文後ヘラナ【†17き沈紬を3条巡らす。さらに胴小火酢こも2条の沈紬を巡  

らせ、頚部と胴中火郎との閃を縦の沈紬で5等分し交ノ了二に不規則な縦方向のヘラ描  

き沈細による波状又を充燐する。   

田   （外面朋雅）ヘラミガキ。J血邪川辺ユビオサエ。   ①7．5Ylく％にぷい橙 ②惟化  
（内面朋盤）ヘラナデか。   ③底部のみ④精選。砂粒を含  

9．1  む（9二次焼成か（軌宥師直土   

バ・／   



遺物観察衷  

法里  （D也調②焼式  

岩罠形の特徴  外面・内面調雅  文様の特徴  （卦班存④粧上  
番・iゴ・  器  形   口径  

底径  ⑤備考⑥＝ニ仁状態   

15′l   ＋十11十   
頚郡は緩やかに届11＝し、l】線郡は怖かに内湾して閃き、受け口状となる。   ①51′Ⅰ〈％り．j亦褐 ②恨化 ③  

（1（い））           （外面朋燕）l】緑郡ヨコナヂ。節用カ、ら侶上里附、ケメの後へラミガキ。   朋上井部のみ ④精選。砂刺逐  

肋面調整）l一‘】紗那ヨ＝けデ。胴部ヘラナデの後ヘラミガキか。   含む ⑤洞文内を交互に赤色腰  

（文様）l二】緑部に拙いヘラ状二l二畏の沈紬によるニi叩位の■卜IJりきの班坪孤拙文を施  彩 ⑥床面的∴1∴  

す∴酎郡から胴上判附こかけて小円昔の渦文を施す。胴小火部には1くl．の拙文を施  

す。   

1←十十う   
郷   最大径を胴上半部に持つ。鮒附ま綬やかに仙‖】し、口縁部は怖かiこ‡人潤し受け「】  ①7．5YIく％にぷい褐 ②惟化  

（16．1）          状となる。   ③底部を欠失 ④精選 ⑤仙川－  

（外面調光）l】縁珊ヨコナデ。川欄レ＼ケメの後ヘラミガニ㌔   央湘から【】緑附こかけて炭化物  

（困面肌整）l】緑部ヨコナデー部にへラミガキ。胴部ハケメの後ヘラミガキ。  の付着 ⑥抹面的．卜  

（文様）l僻附こいくの糾文施文。酢祁にG本納の櫛粧1二44による馴‖指如上めの脈  

状文。胴部にl盲J一の仰状二l二最による羽状の斜行直線文が施される。   

こう2（i   酌   10．0  ll緑部は底部から直‾線的に逆ノ＼の：■門人にl川く。J由祁には1孔を持つ。   ①川Ylく％にぷい萌愕 ②酸化  

17．6  （外面朋燕）胴郡はハケメの後ヘラミガ針。砥押へラミガキ。   ③％ ④精選。砂粒を含む ⑤  

5．3  （内面朋燕）ハケメの後ヘラミガキ。   口縁郡周辺の荒れ釦署⑥床面  

lll卜   

こう′18   璧   こil．5  胴郡は中央にfl達人径を持つ。頸珊は綬やかに仙…し、日縁珊はl蠣長仙こ緩やかに  ①1r）1′Ⅰそ％にぷい黄橙 ②酸化  

15．2  開く。l髄鞘郎には朴ニヒの輸鞘み漬を外面に域す。   ③【】練仰の－・部火炎 ④精選。  

6．5  （外面朋雅）頚部ヘラミガキ。胴1、‘隼郡ヘラミガキ。   砂枇を含む ⑤胴中央部に炭化  

（l軸両肌照）ヘラミガキ。   物の付請 ⑥抹面的土  

（文様）l昭郎から口縁珊にかけてⅠ．Ⅰくの糾文地文。酢邪を無文科として抑＝一半珊  

にⅠ．1くの縄文を地文する。   

21丹住居 山ニヒ遺物観禦表 臓】7）  

法最  ①色調②焼式  
番・iゴ・  器   形   調布 l‾】径  岩持形の特徴  外面・‡力仙＝周雅  文様狂＝草徴  ③残f〆④胎二l二  

底径  ⑤備考⑥出⊥状態   

ー・描  小 型 禦三至   口縁郡は如く聞く。鮒祁は緩やかに刷曲する。   ①7．5Yl～％lこぶい橙 ②暇化・  

（11．2）          （外面調査）lJ縁部ヨコナプ。胴郡へラミガキか。   良好 ③l1緑部％ ①糀盤。郷  

（lノ珊闇整）ヘラミガキ。   才ほ含む ⑤内面胴珊にナ．軒別  

（文様）口々引祁にⅠ．1iの拙文地文。頚部に《l本l相打櫛状．二「畏による等問偏1卜の脈状  ⑥理め二1二lノ」  

文。川朝邪に同一二1二真による横位の波状文を施す。   

1＝（  頚部は緩やかにん1＝‖ける。   ①7．5Yl～％橙 ②惚化 ③頚  

（外面朋堆）m子附こハケメの後ヘラミガキ。   部％ ④糾胤砂粒を含む（諺  

（l句拍闇整）ハケメの後ヘラミガキか。   理め二1二内  

（文様）頚郡に櫛状∫ぶ主よる偵位の波1人文。その上に棒状二＝圧による等l冊紬1  

めの沈練文を：う～′l段巡らす。   

椀  l二J緑部は緩やかに内湾して立ち＿卜がる。l1縁郡は河冊から鋭／r】に加＝…し、聞く。  ①10YIく％にぷい典橙 ②酸化  

（外i鵬l差】整）ハケメの後へラミガキ。   ③％ ④梢選 ⑤lノ川Ii赤色塗彩  

（l人仙瀞脛）頚部ヘラミガキ。赤色漆彩。   ⑥肺腑しヒ   

22りf’軸㌻ 川二卜遺物観察表（図17、1）Ⅰノ2（）・22）  

法最  ①色調②焼式  

番・号  裸  形   現高 i】径  岩持形の特徴  外面・J人＝面識月燕  文様の牛さf徴  ③域〟④胎土  

底径  ⑤備考⑥汁廿状態   

用（  頚部は緩やかにノ＝＝＝ける。   ①7．5Ylく％橙（勤酸化（丑執  

（外伽抑掛 川・描；にヘラミガキ。   郡％（む精選。白色鉱物粒を合  

（内面朋燕）刺淋。   む（参床面直．上  

（文様）軌伸こヘラ：リミニⅠ二最による・ll婁の浅い沈組とドi卜・了Ⅰ二艮によるニi段の抑しFjlき  

文を．トトに交ノJ：に施文する。その下にヘラ描きの沈線による11り杉文を描き、舘邪  

分に沈練を光明する。   

（J．・；   



テ  ①色調②焼式  

番 －1ゴ■  侶   形   口径  崇拝形の柑徴  外面・lノリ面詰周雅  文械の粕徴  ③戟存④胎二1二  

底径  （訓育考（針1LL〃ミ盲戯   

四  小 彗星 売  7．8  胴部はやや上下に潰れた球形。封潮闇蘭やかに届‖憂1し、l：l縁郡は外反して閃く。  （D7．5YI〈％にぷい樽 ②俄化  

！）．7  口縁郡は折り返しl：l縁。   良好 ③口緑部の一郎を欠失  

∫1．3  （外竹ほ朋削 ハケメの後全面ヘラミガキ。   ①拙速 ⑤胴部外耐によ膵1；⑥  

（内面鍋脂）ナデの後ヘラミガキ。   埋め」∴。上層   

封l（   頸郡はくの字に届‖1ける。口緑部は植潮「廟こ聞き拙部で立■ら．．卜がり、受け口状と  ①10YR％浅黄樽 ②酸化 ③  

15．0           なる。   日縁郡のみ ④精選。白色鉱物  

（外面網亜）口織部ヨニけデ。頚部から胴部にかけてヘラミガキか。   粧を含む ⑤lコ緑部lノ洒iの荒れ  

（lノ川棚闇）口鰍■乍l；ヨコナデ。胴部ヘラナデの後ヘラミガキ。   班著 ⑥床面臥ヒ  

（文様）lコ層酢こIJlミの拙文施文。酢仙こヘラ描きの浅い沈練を3条巡らし、その  

l～りに同一工具による鋸南文を2段描く。   

〔！llr   こう7．‘】  胴佃は球形で、小火郎が張る∴酢佃測】く締まり、綾やかに屈曲する。ロ縁郡は  （》7．5YIそ％浅プ1‡橙 ②硬化  

16∴う  やや内湾ぎみl川き即細で立ち上がり受け「日大となる。   ③1＝1緑部の一郭を決失 ④料  

！）．3  （外相調盤）口縁榔遥＝けデ。酢祁カ、ら川根二平和にかけてヘラミガキ。胴下半榔  選。仁l色鉱物粒を含む ⑤内面  

はハケメの後ヘラナデ。   の荒れ顔著 ⑥瑳面旭‖卜  

（内面開腹）口縁郡ヨコナデ。  

（文様）口屑郡からl二】緑部にかけてⅠノ1ミの拙文施文。訝㈹代IノⅠミの靴文施文後へ  

ラ抑き沈維を2条巡らせその「帥こ同一二し艮のヘラ榔き沈紬による鋸l躯文を抑く。胴  

小火部にへラ描き沈緑を1粂巡らせ、その■■卜に9嘲立から成る蓮根文を描く。   

18  台付き難  脚部は直線的にハの字lこ聞く。   ①7．5YIミ％橙 ②恨化 ③脚  

（外面調盤）ハケメの後ヘラナデ。   台のみ ④砂礫粒を含む ⑥哩  

（内面閑雅）ヘラナデ。   め二1二上層   

23・母性居 侶二卜遺物観察衷 順】23、PL39）  

椀   l二1緑郡は内湾してIji」く。   ①101i％赤 ②隙化 ③％ ④  

（15．2）            （外御調盤）へラミガキ。赤色塗彩。   梢選砂粒を含む ⑤赤色淡彩  

（内面朋過）ヘラミガこ1＝。赤色塗彩。   ⑥床巾偏」二   

19  ニ】1製 晶  匙部は桁円形で師1。把手部分は桝酢粋J形である。全長（‖∴））・高さ3．6・匙部  ①10YIミ％にぷい典侍 ②椴化  

（地形二卜器）  長径6．6・短径5．2・把手幅（2．9）・把手惇（1．け′㌻。   ③ほぼ完形 ④精選 ⑥沫面心  

（内・外酢闇柑削 ヘラミガキ。   上   

鞘   川綱目吠が大きく張り出す。   ①10Ylく％浅黄橙 ②健化 ③  

（外耐調慮）ヘラナデの後ヘラミガキ。   底部％（む拙速。白色鉱物粒を  

（8．1）                  （内面調整）ヘラナデか。   含む ⑥埋め土内   

25号†‡i三屈＋廿二1二遺物観察衷（図1′り  

法封  ①色調②焼式  
番 号  岩罠   出高  

形    口径  削㌧形の特徴  外耐・内†rl＝銅盤  文様の特徴  ③残存④胎土  

底径  ⑤備考⑥出二L状す衰   

川（  頚郡は緩やかに桶川＝する。   ①5Yli％桔 ②酸化 ③別邸  

（外面椚盤）ハケメの後ヘラミガキか。   ％ ①砂礫粒を含む ⑥抹面髄：  

（州■址網整）ハケメの後ヘラミガキか。   

（文様）頚部に1モⅠ′の拙文地文。その＿卜にヘラ描き沈線を3粂巡らせ、そのl帥こへ  

ラ州きのl．1．り伊文を2段巡らせる。   

一桁   l：蘭潮は遮練偶にl狙く。   ①7．5YIく％樟 ②酸化 ③口  

（11．0）           （外面調整）釧かいハケメの後ヘラミガキか。   縁郡％ ①鞘選 ⑥床面直上  

（lノ、悍浦河盤）口縁郎ヨコナデ。  

（文様）口倍音附こ1く1一の拙文施文。   

6（ヲ   



遺物観察袈  

2！）り住居 川」∴遺物観察衷（図19、l）IJ39）  

法最  ①色調②焼式  
番 号  皿   出高  

形    口径  損形の特徴  外面・内面認明照  文様の特徴  ③現存①胎二11  

底径  ⑤備考⑥川二l二状態   

8   綱   口縁郎は頚部から綬やかに捌く。鮒附まやや太い。   ①10Ylミ％にぷい典樽 ②樅化  

1‘l．7          （外面銅盤）ハケメの後ナデ。   ③日縁削のみ ④糀盤。柳イほ  

（内面朋婚）ナデ。   含む ⑥J末仔細：．卜  

（文様）口掛附こLRの糾文地文。酢伸こl一Ⅰミの拙文地文後、ヘラ描き沈線を4粂  

巡らす。   

ぎ酌   ロ緻部は折り返しlコ縁。鄭冊から潰繍的にl井］く。   ①2．51′lミ％橙 ②酸化 ③l：】  

15．1           （外i了欄勺盤）l二】徴用；ヨコナデ∴酢■封；ヘラミガヰ。   縁部のみ ④相通。白色鉱物粒  

（内面銅盤）l二】緑部ナヂ。肇】l部にヘラミガキか。   を含む ⑥床甘虹卜  

（文様）口緑榊折り返し榔にIiI一の純文施文。王l■l部に1＝い肛文を施文後拙いヘラ  

描き沈線による山形文封帯き、山の手■†1け〉にのみ糾文を現し、他の部分は鵬り押け。   

鮭   大型の広口の経である。胴部はやや張る。頚部は締まらず緩やかに桁＝…し、口縁  ①7．5Ylミ％樽 ②恨化 ③％  

：う1．0           部は内湾ぎみに開く。   ④砂粒を含む ⑥上層  

（外面朋雅）胴一卜半部ヘラナデ。  

（内面朋稚）【二卜紗那ヨコナデ。胴榊ヘラリ‾ヂ。  

（文様）l＝座用l；に細いヘラ状二1二異による刻みが施される。酢帥こはこ与本楯の櫛粧】二  

釦こよる馴川偏止の脈状文が巡る。月札1二∋1用根調胡廉のIJlく拙文が施文されてい  

る。   

封l（  頚郡は緩やかに屈曲する。   ①5YIく％椅 ②傾化 ③頚榔  

（外面朋並）吊邦はヘラナデの後ヘラミガキか。   のみ ④料逃。砂粒を含む ⑥  

（内汀硝舶削 ヘラミガキか。   床面1虹卜  

（文様）頚榊にIJlミの拙文地文。その＿l二にヘラ抑き沈練を2粂巡らせ伸1人文として  

いる。   

：iO・号住属 出二l∵迫物観察衷（l窒120、Ⅰ）lノ39）  

雛   胴部は球形で、筆■l部はくの字にノ油1】ける。l二】線部は直：線的に開き、端部で桃かに  ①7．51′Ⅰモ％樽 ②椴化（卦％  

（1f）．6）          内汚する。   ④机遇 ⑤口級師こ炭化物の付  

（外面朋服）胴下坪子邪ヘラナデ。   葡 ⑥ノ木簡恵＿上  

（内面嗣埴）【：】緑部ナデ。胴部ナデ。一部にヘラミガキ。  

（文様）口櫛邪にⅠ一Ⅰ〈の礼文施文。口縁郡に斜め方向の糾いハケメ。治■l部に5本楯  

の珊状二Ⅰ二男＝こよる等I古川軌11の簾1犬文を2段巡らす。胴部は粗いハケメで羽状文を2  

J毀描く。   

′17   班   胴子佃よ球形で、頚部は絨やかにJ吊‖＝する。l働榊は化かに外皮してl描く。   （D101′Ⅰく％にぷい弗樽（多恨化  

16．4         （外面朋弛）口綾部ナナ。胴下判てlくヘラミガ＝1㌔   ③宛 ④砂粒を含む ⑤胴．＝邪  

（甘酢細線）に1織部ナデ。胴部は一部にヘラミガキ。   に炭化物の付帝 ⑥埋め二卜内  

（文様）口輔’附こⅠ一Iノの糾文地文。頚附こば休職の櫛状二】1釦こよる矧剛軌】二の爪  

状文が巡る。胴上部にはI．Lの糾文を地文した後ヘラ描き沈線2条で区画し、邦状  

文化している。   

88   鯉   胴部は僅かに＿卜郡に膨らみを持つ。頚部は緩やかに屈曲しl二】織部は郁かに閃く。  ①10YIモ％にぷい費樽 ②椴化  

（外面銅盤）胴上井郎ヘラリーデ。－・部にヘラミガキ。胴丁半郵へラケズリ。   ③日縁部を欠火 ①砂礫粒を含  

7．0                  （内汀硝．笥盤）胴部ヘラナデ。酢伸こヘラミガキか。   む ⑤底部は木葉庖 ⑥床汀掴：  

（文様）酢竹＝こlくⅠ㍗の拙文を施文。   巨   

1‖〔   日縁珊は綬やかに外反する。   ①7．5YIミ％にぷい樟 ②椴化  

（16．′l）          （外汀祀苛∃削 口縁部ヨ＝り‾デ。   ③口緑部％ ④拙選 ⑥拙め二】二  

（内面綱股）ナデ。   内  
（文様）口屑郡にⅠモの親父施文。勤郡にもⅠくの拙文施文後ヘラ描き沈線を3～‘】粂  

巡らせる。   
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法蒐  
媚高  

①色調②焼式  
番 号  損   

形    l：ト径  郡㌧形の特徴 外巾卜 内汀…．ミ＝崖 文様の特徴  ③残存④胎二l二  

底径  ⑤備考⑥出土状態   

73   用f   口縁部は條かに外皮して開く。   ①2．5YRク≦にぷい黄樟 ②健  
（ユ1．5）          （外御調姫）ヘラナデ。   化 ③口緑部のみ ①柵選。仁l  

（内面調媚）ヘラナデ。一部にヘラミガキか。   色鉱物粒を多く含む ⑤伸輔こ  
（文様）l＝個部に紬かなIJl〈の拙文地文。那附こも同一・の原体の拙文を施文し、  黒軌頚郡内而の荒れ頚著 ⑥  

ヘラ抑き沈練2粂で彬状文化している。   床而廼：上   

50   封圧   口緑部は折り返し亡儀で、大きくl川き端部でわずかに立ち上がる。   ①7．5YR％橙 ②酸化 ③口  

（18．‘り           （外面粥腹）ヘラナデ。一鰍こヘラミガキ。   緑部％ ④精選 ⑤内面の荒れ  
（内面調盤）ヘラミガニ1ニか。   顕著 ⑥床面臥1二  

（文様）口唇部と口縁の折り返し郡にLRの拙文施文。   

32号住居 山二l二避物観察衷（図21・22、1）レ11）  

法皇  ①色調②焼式  
番 号   船  形   沼南 口  

径  岩持形の特徴  外面・内所調光  文様の特徴  ③残存④胎土  

底径  ⑤備考⑥出土状態   

き】u   川那侶は底部から濾紙的に開く。   ①10YIミ％にぷい弗樽 ②働化  
（外面朋亜）ヘラミガニ1㌔   ③胴下半郡のみ ①料選。砂粒  

7．0                  （内面調盤）ヘラミガキ。   を含む⑤胴部に籾痕有り⑥  

床而旭．＿ヒ   

2   て祀  期郡は緩やかに屈曲する。   ①5YR％橙 ②酸化 ③胴上  
（外耐調光）ハケメの後ヘラミガキ。   半部のみ ④砂粒を含む ⑤内  
（内面調光）ヘラミガニ1＝か。   面の荒れ動著 ⑥床面やや上  

（文棟）却部にLRの靴文地文。その上にヘラ描き沈組を‘l粂巡らす。   

20  Jこ†‘口 壷   頚部は緩やかに届111ける。口綾部は値練的に閃き、片l二榔をつまみ汁け。   ①7．5YIi％橙 ②軟化 ③口  

8．1           （外汀瀾月並）l：ト唇部にlそI」の礼文を施文。酢附こもRLの糾文を施文し、ヘラ揃  綾部のみ ④鞘選 ⑥床面領土  

き沈線を2粂巡らせ称伏文様化している。拙文は一部が憤り消されている。   

ク＝（   胴部は底部から値線的に開く。   ①7．5YR％橙 ②酸化 ③底  
（外汀i朋4削 ヘラミガニ1＝。   郎％④耕選。柳石を含む ⑤内  

（9．2）                    （内面調整）ヘラミガキカ、。   面の荒れ頭署 ⑥床面睡二上   

一括  紡 錘 車  表裏而にヘラ描き沈鰍こよる放州大の文様を描く。また、側面の・＝い火にもヘラ抑  

き沈紬を一周させる。植径（4．6）ナジ、厚さ1∴うナヂ、重さは不l批   

田  紡 錘 車  全附こ丁寧なヘラミガキ。仙訊こLlての礼文を地文する。中央に焼成前の片耐か  

らの穿孔による伽穴を料つ。頑径5．5ナ‡、伸さ1．6チ￥、琉さ5‘1．6ムぎである。   

一成Ti  聞   坪  （15．0）  j珊l；の口緑はばやかに外皮する。脚珊はハの字に開き、透孔を持つ。   ①10YIミ％にぷい黄樟 ②暇化  

（22．4）  （外面調∃削 ハケメの後ヘラミガキ。   ③％ ④精選 ⑥上層  

（12．1）  （内面粥腹）林部ヘラミガキ。馴珊はハケメと一部にヘラミガキ。   

猫   胴部中央がやや張る大型の壷である。   ①10YIミ％にぷい弗樟 ②酸化  
（外而調並）荒いハケメの後ヘラミガキ。   ③底珊と肩部の一部のみ ④梢  

（10．1）                  （内面椚亜）荒いハケメ。一部にヘラミガキか。   選。仁「色鉱物粒を多く含む ⑤  

（文様）肩部から野椰にかけてLRの桃文地文。肩部には規則的な放射状のハケ  内面の荒れ矧著 ⑥南郷は7号  

メ。その上にヘラ柵き沈線を‘1条巡らせ、沈練の間には1本づつヘラ附き沈線の波  古墳周堀ないから出土  
状文を3段描く。   

5   1配   胴部は直線的に開く。   ①10YR％にぷい黄樟 ②椴化  

（外而調旦削 ヘラミガキ。   ③底部 ④糟選。白色鉱物粒を  

6．7                   （内而調盤）ヘラナデ。   含む ⑥床面艦上   

さl狂  帯出から郵部は綬やかに厄川1ける。   ①10YIミ％にぷい黄橙 ②健化  

（外面調盤）ヘラミガキ。   ③肩部のみ（む砂粒及び白色鎚  

（内面調脂）ヘラミかl二か。   物軋を含む ⑥床而直上  

（文様）肩部にLRの糾文施文。その上に‘1粂のヘラ描き沈線を巡らせ2段の帯状  

文としている。   

6β   



遺物観弊衣  

：う二川イ‥i三川 出土遺物観賞衷 順12ノ1、1）Lノ】1）  

チノミjit 与貼ミ‘Ji  

Q）色綱②焼式  
宿 り  器  形    【】径  拙」杉〔り肇、与徴  外面・ノ1帥目差J雅  文械の特徴  ③域〟④胎土  

底径  ⑤備考⑥J＝十状態   

20   耶  （17．（i）  廿縁郡は緩やかにF川き、鮎部で肉付ける受けIl状となる。   ①101′lく％浅靖橙 ②酸化 ③  

（外面朋鰹）へラミガキ。   【」縁部のみ英 ④梢選。砂粒を  

（内面朋盤）へラミガニ1ニ。   含む（診断祁に細山穿孔による  

（文様）l昭判と口緑寸瀾．‡部にⅠ．1＝項紬文地文。   郁修孔あり ⑥伏面的⊥   

封   ：・鋸  胴郎小火がやや購る。   ①lr）1′Ⅰく％浅■鍛橙 ②樅化 ③  

（外面誹脛）胴『律l；及びド甘酢にヘラミガキ。胴中火朝はヘラナデ。   胴抑凝（む什色鉱物粒、砂粒を  

（内面調燕）ヘラミガキか。   合む ⑥床面直上  

（文様）后附こⅠ．1＝現肛文施文。   

醐   亜  胴部Il】火が購る。   ①7．51′Ⅰく％にぷい橙 ②椴化  

（外面朋照）ヘラミガキか。   ③胴部％ ④精選。砂約を含む  

（州rl蘭闇）ヘラミガ守か。   ⑥Ⅰ）2州＝」二  

（文様）肩部から■い火部にかけて1一Ⅰくの糾文地文。小火部る用■写り椚し昔殴の榊状又  

としている。そして購り汗ルた部分には2本情の肺肝Ⅰ二まiによる捌ノミ文を構位に施  

文し、←1、■の昭状文にはヘラ描き沈紬こよる二偶の連孤文机一〃く。   

一㍍  紡 錘 雄  中央部がやや厚くなる。側油‖こは連続した拙い爪形文が仙文される。全州こヘラ  ⑥理め土内  
ミガキがみられる。l【1二子羊5．2’／㌻、厚さ2．l′∴ jlてさ（朝）人ざである。   

詰り住居 ‖上上遺物観輿寂（図25）  

法」Iと  ①色調②焼式  

宿 り  器  形   ソ昆詩‘Ji l昭；  ㍍罠 形 の 特 徴   外 両 肌 燕   内 l＝ 朋 ∃控  ③班存（釘胎ニ11  

底径  ⑤備考⑥‖H二状態   

椀   6．H  胴郡は底部から人きく閲  ①101′1く％にぷい鵡橙②傾化  

く。   ③砥部のみ④砂礫柑を含む  

⑤l人】外面赤色掩粟⑥理め二1二   

一招   椀  （21．H）  ll縁部は大きく外反する。  ＝縁翻に＝り‾ブ∫。   l二様射■†lく≡上りづ㌔帖冊へ  

ラミガキ。   ③ll縁吾lくの一部のみ④拙速  

⑤山部に′．璽．ミ斑⑥理め二巨   

かけ丹宜．一千 ＝L卜遺物観娯衷（l冥】27、Ⅰ）I∴iO・州）  

きち謹話－  
①色調②焼式  

番 り   器  形   l二1径  拙井チの肇＃徴  外面・・内l机謝月雅  文様の特徴  ③城〟④胎ニト  

底径  ⑤㈱考⑥＝二卜状態   

摘   28．8  胴部は球形で∴ド用iは直練的に急に兢珊に向かってすぼむ。lてト緑用＝よ頚部から  ①7．51′】く％栂 ②僑化 ③先  

＝．バ  椚二！上し外反してl川く。   形 ④精選。砂粒を含む ⑤胴  

7．2  （外面刑場）l！緑那三にり‾デ。胴部ハケメの後ヘラミガキ。胴◆ド」た郡iこ上へラナデ  郡外l何に点㍑軋 焼成昭の封三みイj●  

か。   リ ⑥伏面的t  

（内irl朋整）ll縁部ヨニり▲デ。  

（文様）頚部にf）本曲の櫛状．‾りヰによる肺状文をニト・1一別録し、その．卜をl司－・二l二艮に  

よる2本－・紺の′l、文7吊廿位でl亘りノる。   

鯉   25．8  胴郡は球形b訂冊榊くの引こ加＝…し、口緑郡は外反ぎみに聞く。   ①2．ご汀Ⅰく％明赤禍 ②棺化  

17．リ  （外ir雨lよ脛）【】緑部ヨコナデ。酢▲郡カ、ら川‖J卜判祁ハケメ。胴■卜隼郡iごレ＼ケメの後  ③猪 ④精選。砂礫粒を含む  

6．‘1  へラナデか。   （畝軋成時の誼み有り ⑥伏面竹  

（lノ湖盲調整）l】絃郎ハケメ。胴部ヘラナデか。   」二   

2   ＋十Il十  仙措l；はやや■卜膨れの球形である。   ①7．5＼′lく％栂 ②恨化 ③1】  

（外面調姫）胴部ヘラミガキ。   縁榊別人失（む精選。砂礫粒を  

（内Irl朋整）11i州。   含む⑤川す卜郡外i仙こ㌔．捏射（妙  

抹裾肛l   

JJJJ   



法里  ①色調②焼式  

番 号▲  損   
形   口径  料形の特徴 外面・内面椚膳  文様の特徴  ③残存④胎二l二  

底径  ⑤備考⑥此土tノミ態   

四  什  l＝】  ‖．9  Jjl舶削まやや‾卜膨れの球形で、口縁郡は領一／：する。侶二】部はつまみけけ。   ①5Ylモ％にぷい椅 ②酎ヒ  

11．8  （外面朋姫）口縁珊ヨコナデ。頚部ハケメ。胴部ハケメの後ヘラミガキ。   ③完形 ④白色鉱物粒を含む  

5．8  （四面調盤）l二蘭潮ハケメの後ヨ＝けデ。俳渦！レ＼ケメか。   ⑤二次焼成か ⑥床酢虹上   

15   郷   13．∠1  胴部は球形で、口縁郡は煩く、頚部から人きく外皮して閃く。   ①2．5Yli％明赤褐 ②酸化  

15．6  （外面調姫）l二】練榔ヨコナデ。川明祁ハケメの後ヘラナデか。   ③％ ④砂礫粒を含む ⑤二次  

5  （内面調整）口縁榔ヨ＝けデ。胴部ヘラナデ。   焼成か ⑥床面臥ヒ   

ロ  ≠ト付き班  胴部は球形。酢墨＝よくの字に㈲州ける。   ①101‡％亦 ②酸化 ③胴郡の  

（外面銅盤）全面にハケメ。   み ④砂礫粒を含む（9二次恍  

（内面開基）肺＝Ⅷ附こハケメ。胴小火ナ附こナデ。   成 ⑥床面直．．t二   

5l  小型船台  8．5  脚部は題線的にハの字にl用く。肌受朝旧くの字に剛l】ル波線仰こl用く。脚部には  ①l（）YIミ％にぷい弗樽 ②酸化  

7．7  3孔を持つ。   ③脚台部％ ④拙速 ⑤損斑  

（1（ぃり  （外面調光）口層翻ヨコナデ。胴部はヘラミガキ。   ⑥床面道上  

（内面胡坐）ヘラミガキか。   

ロ  小盟巨郡台   8」与  淵受け部がやや大きく錮郡で位かに二、■／：’ら上がる。脚部は恥てl；で怖かに開く。脚部  ①2．5YIミ％淡宝キ ②椴化 ③  

9．f）  には3孔を持つ。   完形 ④精選。砂粒を含む ⑥  

1（）．3  （外面嗣亜）ヘラミガ＝l＝。   床面瀬上  

（内面調当削 ヘラナデ。   

蓋   8．7  胴部は裾広がりとなる。つまみ部は怖かに外反する。つまみ邦径5．6■′‡   ①10YI〈％にぷいプ・‡侍 ②酸化  

（外面調光）ヘラナデ。   ③先形 ④精逃。砂礫粒を含む  

（内面調盤）ヘラナデ。一部にヘラミガキか。   ⑤異観 ⑥床面砥上   

3車封＝輔チ 山」：遺物観塵塚…律択7、Ⅰ）L胴）  

①色調②焼式  
法ゴli  

据 形 の 特 徴   外i■r】i調 当窪   内 面 椚 当窪  ③残存④胎二】：  
番 号  岩詩  形   口径  

底径  ⑤僻考⑥山」二：1犬態   

班   頚部はくの字に屈曲し、l＝】  口線描榔ヨ＝けデ。口縁  口縁酢邪ヨコナデ。仁蘭  ①7．5YR％浅鍋髄 ②酸化  

2l．8              縁部は大きく外反してりり  部ヘラナデ。胴部ハケメ  部ヘラナデ。胴＿ヒ部にハ  ③1二l緑郡のみ ④砂礫粒を含む  

く。   の後－・チ附こヘラナデ。  ケメ、下郎はヘラナデ。  ⑥秋め二1二内   

ー▲析  ■．1J  杯   裾端部ヨコナヂ。裾郡へ  ①2．51′1‡％浅黄②酸化③  
ラナデ。   脚部のみ④粗選⑤内外附こ  

（7．1）  描捌⑥埋め二l二内   

ー・括  崗   坪   縦方向のヘラミガキ。  ハケメの後ヨコナデ。  ①7．5YIモ％浅黄樟②酸化  

③脚部のみ④精選。砂粒を含  

（13．6）  む⑥＃蔓！め二1二内  

椀   6．1  底部は小さく、胴部はやや  口緑部ヨ＝けデ。胴部ハ  Ⅰ二1縁郡ヨコナデ。胴部へ  ①7．5YR％にぷい橙 ②酸化  

10．6  内湾する。口縁郡は如く外  ケメ。   ラナデ、－・子紬こヘラミガ  ③完形 ④精選 ⑤外附こ損凱  

3．0  傾して開く。  
キ 

（訃埋め二】二内   

2・号方花川，購去妄 出二L遺物槻折衷帽129、1）い2）  

法坤  ①色調②焼式  

番 り・   船  形   損簡 口径  拙 形 の 特 徴   外 面 調 脆   内 仰 調 整  ③現存④胎二lニ  

底径  ⑤備考⑥出二日肛儲   

36   11匡   
胴部は球形で、底翻は胴部  ハケメ。   ①7．5YIモ％橙②俄化③％  

から突Hlする。   ④朝題⑤外面に規則⑥用堀  

5．‘1  底面   

‖   宛   胴部は球形で頚部心くの字  口縁部≡にけデ。頚部縦  口縁椰ヨコづ‾デ。頚部に  ①10Y一之％浅黄橙 ②酸化 ③  
12．7               に屈曲しlコ縁郡に生る。ロ  方向のハケメ。胴部ヘラ  ハケメむ親す。胴部ヘラ  口縁郡のみ ④榔延。砂礫粒を  

縁部は折り返しl「縁であ  ナデ 含む ⑥周榔底面   

る。   

冗）   



遺物観察表  

法兜  ①色調②焼式  
番 号  損   湘南  

形    口径  米持 形 の 特 徴   外 耐 椚 盤   内 所 開 腹  ③残存④胎土  

底径  ⑤備考⑥出ニヒ状態   

‘18   ユーⅨ   胴部iよ球形で罪1部は短く、  ヘラミガキ。   ⊂庸摘Iiから執部にかけて  ①7．．5YIモ％橙 ②酸化 ③胴  

21．1               胴部から値立する。口縁郎  ヘラミガキ。胴部ヘラナ  上半郡のみ ④刑選 ⑤外面赤  

は2段口繚で大きく開く。口  デ。   色塗彩 ⑥周堀底面   

嫁御外面の稜は不l州原であ  

る。  

コ■l露   揮純口繚。端部はやや肥厚  ヘラミガキ。   口緑部ヘラミガキ。胴部  ①10YIミ％浅黄橙 ②取化 ③  

（19．0）               する。頚部から大きく外皮  ハケメの後ヘラミガキ。  胴＿l二半郵のみ④粕選⑤内面  

して開く。胴部は球形。  の荒れ顕著⑥周堀底面   

ー▲粁   璧   口綾部は折り返しlコ緑であ  口綾部から頚部にかけて  ヘラミガキ。   ①10Ylミ％にぷい鵡橙 ②取化  

（12．2）              る。胴部・頚部ともに大き  不規則な横方向の榔描き  ③％ ④砂粒を含む ⑥周掘削  

な凧曲を持たない。   波状文。  め土   

∠l一巧▲方）l三川摘呈基 山二l∴遺物観察衷（図31、Pレ12）  

法丑  ①色朋②焼式  
番 号  碧諸  

〕l多   粥高 口径  邪 形 の 特 徴   外 師 朋 亜   内 聞 調 整  ③残存④胎二i二  

底径  ⑤備考⑥皿二1二状態   

ロ  大型高林   林部はやや内湾ぎみに大き  口縁部ヨコナデ。胴部へ  口縁郡ヨコナデ。胴部へ  ①2．5YRタ‘橙 ②酸化 ③杯  

30．2               く開く。   ラミガキ。   ラミガキ。   郎のみ①精逃。白色透明鉱物  

粒子を含む⑤赤色塗彩⑥周  

堀底面   

一括   てlユ● 」レ   折り返し口緑。大きく外皮  口緑部ヨコナデ。頚部へ  ヘラミガキか。   ①7．5Ylミ％浅膏橙 ②徴化  

（20．1）              する。   ラナデ。  ③口緑部％④砂礫粒を含む  
⑤赤色塗彩⑥周堀洒下層   

6   班   折り返し口練。口縁鄭は綬  口緑部エビオサエの後ヨ  ヘラミガキ。   ①7．5YR％浅プー‡橙 ②硬化  

16．1              やかに開く。   コナデ。き∋綿l；ヘラミガキ。  ③口縁部のみ①梢敬白色透  

明鉱物を含む⑥用堀内下層   

榊   12．0  胴部は球形で、口綾部は廼  口綾部ヨコナデ。胴部へ  ロ緑部ヨコナデ。   ①10YIく％浅黄橙 ②酸化 ③  

9．5  立し抽出で開く。底部は丸  ラナデ。－・部にヘラミ ガ  完形 ④精選。仁1色透明鉱物粒  

底。   キ。  子を含む ⑥周堀内‾F侶   

5号方形周酢基 ～＿1．止過物観察表（図32、Ⅰ）IJ42）  

法丑  
器高  

①色調②焼武  
番 号   雛  形  容 形 の 特 徴   

口径  外 師 朋 姫   内 面 調 華  ③残存④胎二1二  

底径  ⑤備考⑥山⊥状態   

田  小型高坪   林部は椀形で口綾部は内湾  口緑榔ヨコナデ。胴部か  林部ヘラミガキ。脚柱部  ①10YR％浅親権 ②酸化 ③  

12．0               する。脚杜部は禍部が大き  ら朋他部にかけてヘラミ  ナデか。   裾那を欠失 ④精選 ⑥用堀底  

く開き、3孔を持つ。   ガキ。  漸   

仝け王   31．9  胴部は球形で、頚部は埴立  口縁郡ヨコナデ。野榔へ  口緑部ヘラミガキ。胴上  ①7．5YR％浅黄樽 ②酸化  

1∠1．7  する。口緑部は端部で大き  ラミガキ。一部lこハケメ  半部ヘラナデ。下半部ハ  ③完形 ④白色透明鉱物粒を含  

8．3  く開く。   を残す。胴部ヘラミガキ。  ケメ。   む ⑤二次焼成か ⑥周矧底面   

5・号住居 出土遣物観察衷（図31・35、Pレj3）  

法丑  ①色調②桃式  
番 号  器   君詩高  

形    口径  増 形 の 特 徴   外 田i朋 始   内 面 調 当窪  ③残存④胎土  
底径  ⑤備考⑥出土状態   

‘15  向   杯   仁1縁部は遭紬的に大きくl州  口緑部ヨコナデ。胴部へ  口綾部ヨコナデの後僻文  ①7．5YIi％にぷい橙 ②駿化  

（20．∠1）              く。   ラミガキ。   状のヘラミガキ。   ③坪郡％ ④梢選 ⑥床面遮＿ヒ   

7J   



法相  ①也調②焼式  
揖高  

番・り・  語注  形    l‾J祥  器 形 の 特 徴   外 的f 調 整   l句 ■l両 前 姫  （釘域存④胎二11  

底径  ⑤備考⑥～圧L状態   

75  lj  J不   口縁郡は椰かに外反する。  r磯部ヨ＝り一デ。〃州都へ  r■憾郎ヨコナデ。〃砧邪へ  （∋7．51′1〈％にぷい樽 ②酸化  

（19．n）  ラケズリ。   ラミガキ。   ③杯郡底部を欠了見・j④砂礫を合  

む（む床面直＿1二   

155   鉢   口織部は内湾し、肥厚する。  ハケメ。   ll縁珊ヨコナデ。指河出一三  

（】3．Jl）  痛を残す。朋用レ、ケメ。   

上   

小 き∈14 鯉   川欄くは球形。頚郡はくの寸  ll縁郡ヨコナナ。川・描け  口縁珊膏コナデ 。川描ト  ①2．51′1く％橙 ②俄化 ③％  

（1l．2）               に用曲し、口緑榔は外傾し、  ラナデ （む砂礫を含む（む床面直上   

促かにノ旧軍・；1する。   

旭   f）．3  底部はやや大きめの平底。  l】緑部ヨコナデ。胴部ミ  l二J緑部ヨコナデ。胴部ミ  ①2．5YIそ％樺 ②恨化 ③注  

8．5  ガニ1＝か。   口郁を欠損④梢選（畝胱面欄  

J∴）   
＿1二   

頚部はくの字に仙曲し、【】  

縁榔は直線的に閃く。   

170   璧   胴部は球形。頚部はくのr㌢：  l】緑部ヨコナデ。川棚レ＼  ∩縁郡ココナデ。胴部へ  ①51′1i％橙 ②椴化 ③胴■1、  

16．2               にJj山…し、【■■】緑部は外傾す  ラナデ。   半部を欠才ヱj④砂柑を含む⑤  

る。   胴1ご部の肘rliの荒れ軌著⑥床  

面帝⊥   

川   肘   8．5  胴部は偏平でやや扇が購  廿縁部ヨコナナ。川咽iへ  l二】緑郡ヨコナデ。胴珊へ  ①2．5YI（％橙 ②限化 ③％  

川．l  る。酢邪はくのすに侶酢し、  ラミガキか。労l郡にハケ  ラナデ。   ④杓逃。砂礫を含む ⑤底部に  

2．6  l】緑部直線的に閃く。   メを班す。  措掛 ⑥床面直土   

ロ  椚   ‖川  胴部は下膨れの球形。底郡  l確紺桐阻〟何のナデの後  JJ繚郡ヨコナデ。   ①2．51′】i％樽 ②催化 ③完  

9．1  形④梢選⑤胴1ごj‡用批判瀾  

2、8   ⑥床面軋上   

に閃く。   

8   椚   〔）∴i  胴部は⊥下につぶれた球  l：】緑部ヨコナデ。郡lト1た  l磯部ハケメ。   ①2．5Ylく％橙 ②恨化 ③％  

10、‘1  形。凱邪はくの字に届州し、  郡ハケメ、下牛郡ヘラケ  （弧精払砂礫を含む ⑤胴‾卜半  

日枝郡は僅かにl力湾ぎみに  丹くによlほ拝（む床耐rltと＿1：   

！川く。   

椚   川∴う  底部の小さな上げ底状のさiと  lI緑郡ヨニり・デ。胴．卜．部  t」縁珊遥コナヂ。胴部へ  （D2．5YIく％椅 ②恨化 ③完  

1（）．0  底。胴紺吊そろばん点状で  ヘラブ・デ。‾トト部はヘラ  ラナデ。   形 ④精選 ⑤口縁耶に糊研  

ニi．65  ある。筆瑠Iiはくの字に仙曲  ⑥床面頑：上   

し、Ⅰ二】緑部は直紬的にl描く。   

9   椚   8．‡）  胴部は．．仁卜につぶれた球  l】緑郡ヨニり－デ。胴部へ  廿縁珊ヨコナデ。胴部ナ  （D2．5Yl（％橙 ②惟化（卦％  

ウ．5  形。頚部はくの字に／再曲し、  デ。   ④精選 ⑥床面直上   

lⅠ緑部は的二組的に俳く。   

椚   8．2  底部はやや＿】二げ底状の亨ド  ll縁郡ヨニり‾デ。胴部へ  l】緑郡ヨコナデ。胴i一‡liへ  ①7．5Yl～％l桁褐 ②酸化 ③  

8．6  ラナデ。   完形④精選。白色鉱物粒を舎  

右5   む⑥床師虹1二   

し、【二】縛こ部は直紬的にIiF」く。   

椚   10．8  底部は小さな平底。川・描くは  □緑部ヨコナデ。胴珊へ  l】鰍郡ヨコナデ（つ   ①10Ylく％にぷい鶏樟 ②酸化  

9．8  球形で、即郡はくの字に川  ラナデ。下三相l；はヘラケ  （診％ ④精胤砂粒を含む ⑥  

2．8  曲する。＝緑部は直線的に  床師虹上   

開く。   

6   桐   7∴ミ  底部は小さな．．卜げJ舟tノミの二、】た  【■】緑部ヨコナデ。川服部へ  l■！縁郡ヨコナデ。   （D2．5YIミ％にぷい赤禍（参惟  

7．‘l  底。胴部はそろばん三lミ状で、  ラナヂ。仁一三l三郎ヘラケズ  化 ③完形 ④粕選 ⑤胴下坪  

2．8  勤珊はくの字に届曲する。  郡に親潮 ⑥床i甘心上   

日縁部は由．線的に聞く。   

皿  高   林   馴柱部は下部がやや膨ら  馴有朋＝まへラナデの後ミ  裾郡ヨコナデ。糸交り封互を  （〇2．5Yl〈％椅 ②稚化（動杯  

む。裾珊はラッパ状に人き  部を欠失（む楕i遥。砂柑を含む  

トi．5               く開く。   （釘昧面直＿l二   

72   



遺物観察表  

i電蹄去－l  
①色朋②焼バ  

器 形 の 特 徴   外 仙i言l．靂．j 照   内 面 調 整  ③班〟④粧仁  
宿 ▼‡j一  器  形   l】径  

底径  ⑤備考⑥出土状態   

田  小 判 誠  11．‥  川LJi■肛は球形で、兢削は二、仰∈  廿嶽郁ヨコナデ。川車用ナ  l二】縁郡ヨコーノーデ。胴郡ナ  ①5Ylく％にぷい赤禍 ②稚化  

ll．l  状の丸砥。脚冊肘くのすに  フ■。   ③％④拙速⑤胴内面の那加  

机＝…し、lI総帥封ノっ湾ぎみ  の荒j‘L酢署：⑥抹晰甘l二   

に外傾する。   

2  川   坪  川．（）  J二川l；は’卜●郡に棲せ刃往、卜二l  林部l‾l縁郡ヨコナナ。胴  叶部 ヨコナデ。   ①51′Ⅰく％橙 ②恨化 ③完形  

lf）．2  縁郡は外反ぎみに大きく聞  郡ヘラナデ 、一部にヘラ  脚柏てl；ヨコナナ。絞り漬  ④榊選。砂礫を合む ⑤馴杵削  

＝．7  く。脚杜郡は裾珊㍑向かっ  を妓す。   lノ州iにイIJの圧痕 ⑥J舶rliげ＝－   

て緩やかに聞き、恥部で  
ラッパ状に聞く。   デ、裾郡ヨコナナ。  

郷   胴部は球形で、l二】緑郡は如  l】総部三J＝り・デ。伸＝イ祁  l」縁部ヨコナナ。胴部へ  ①51′Ⅰく％橙 ②隠化 ③％  

l（）．（）               く、鮎‘耶から外相してl川く。  ナデ。下郡ヘラケズリ。  ラリーデ。   ④砂粒な多く含む（劉脚下郡外  

面の荒れ卸宮（軌拙冊l∴卜   

鮒   胴郡は球形で、創削はくの  l「1練号雄三三Jコナナ。胴郡ナ  l二】線削ヨコナヂ。川‖描くへ  ①7．うYlく％にぷい橙 ②俄化  

1H．！）              ごナ：に届l附する。口縁部烏外  

伸し、僅かにlい火部が肌リi，（  く含む（①床面直上   

する。   

裾引吊・：・州二卜遣物観実写粟（惇はl・ニi（う、l）い・1）  

扶l」t   ①色別（卦焼ユニ（  

宿 り  器  形   由高 l】径  m 形 の 特 徴   外 面 調 当i笠   l人】1再 調 整  ③班〟（む胎二卜  

成径  ⑤備考（軌l廿朝億   

】   鄭   22．8  胴≠は球形で、鵬郎はやや  ll緑郡ヨニり・デ。勤’榔か  ＝柑郡ヨコナナ。胴部ナ  ①5＼′lく％橙 ②椴化 ③う■川手  

17．7  突出する。到郡は綬やかに  ら胴小火部にかけて縦ノノ  1「。   ④砂粒を多く含む ⑤用・川一央邦  

（i．i  仙曲し、l】縁郡は外反する。  向のヘラナデ。胴■卜部へ  に炭化物の付着が見られる（む  

ラケズリ 抹面的土   

田  回   坪  1！ト1  抑■椚は沫く、卜湘に稜を持  坪部はハケメの後ヨコナ  丹那は不規則な昭文状の  ①2．5＼′l（％にぷい赤禍 ②恨  

21．8  つ。Il緑部上川l：線的に人さ  デ、更にヘラミガキ。  ヘラミガキ。肌Ⅰ柱部、桝  化 ③％ ④耕選。砂礫粒を含  

（l′l．9）  く聞く。朋l珊は釧く経きjミリ、  む ¢）床舶！－＝・ 

裾珊でラッパ状に聞く。   

侶   胴闇汁し二■卜に汀‖tたそろば  ①2．5＼′lく％f詣②懐化③l二l  

ん．二lジりこで、J府11くはやや上げ  縁部を欠失④粧払廿色鉱物  

l．5    兢状の平〟も   粒を合む（釘抹面的上   

州   B．8  胴部は．ヒ■卜■に潰れた球形  l磯部三にり‾デ。川欄レ＼  ll縁部ヨコナナ。   ①2．う1′Ⅰく％橙 ②椴化 ③完  

！）．2  形④桃選。砂礫を含む⑤胴  

l．う   部外而にプ．桂川・。胴珊内面の器1rli  

荒れ俳書：（軌昧佃甘上   

川刷くは球形で、頸椰吊くの  l】線削ヨコナヂ。川描レ＼  l二l縁部ヨこり■デ。一部に  ①2．5YIく％橙 ②酸化 ③％  

7．（）               ご■チ：に山＝11ける。l】緑部は外  ハケメを域す。川・描けデ。  ④粧異。仁】色鉱物粒を含む⑥  

傾する。   床納付1∴卜   

‖  胴部は球形で、兢郎l⊥l二げ  ナナ。   ミガキ。ノ血佃．－8辺へラメ’  ①2．51′Ⅰ（％橙 ②椴化 ③JjF・・j  

J舟1大のさ】三成。  サエ。   盲恥t・．～l！榊欠失（初精選。砂礫粒  

を合む（む伏1仙虹上   

椚   ！）．6  胴部は．トトでテi■けtた1射iラ  l」綾部ヘラナデの後ヨコ  l】緑榊ヨ＝り‾デ。川棚くへ  ①2．51′1～％にぷい赤褐 ②恨  

10．（；  ラナデ。   化③％④砂粕を含む⑤lノづ  

5．5   面け乱川酢‘宮（⑥扶面的卜   

てー用く。   

椚   S．3  胴郡は上下に用‘！れた球形  l1縁部ヨコナナ。川欄レ＼  l】緑部ハケメの後ナデ。  ①2．51′】く％にぷい赤褐（診俄  

f）」i  で、カ’l部はくのすに加曲す  化③砂礫粒を含む⑤胴部杓  

る。【」緑部は伸かにlノ」消す  ir】iの荒れ世相：⑥伏面的」1   

る。   

∴‘J   



法最  （D色調②焼式  
番 号   損  形   口径  鼎 形 の 特 徴   外 面 訓 脆   内 師 調 当窪  ③残存④胎ニーl  

底径  ⑤備考⑥出」二状態   

士廿   8．′1  胴部はそろばん三Ⅰミ状で、野i  口緑部l桁文状のヘラミガ  口緑部ヘラリーデの後僻文  ①2．5Ylミ％橙 ②椴化 ③完  
9．′1  部はくの字に原＝糾する。口  キ。胴部ヘラナデ、一郎  状のヘラミガキ。   形 ④鞘逃。砂礫粒を含む（参  

縁部は碇紬的に開く。   にヘラミガキ。  床面道上   

肘   8．2  胴部は球形で珊部は綬やか  口縁部ヨコナデ。胴部へ  口緑部ハケメ。   （》5Ylモ％明赤褐 ②硬化 ③  

8．7  完形①精選。砂礫粒を含む  

3．2   （診床蘭軋上  

して開く。   

椚   7．8  胴郡は球形で、頚部はくの  口縁部ヨコナデ。頚部に  口縁部ヨコナデ。胴部ナ  ①5YR％にぷい亦褐 ②取化  

9．9  字に鳳lIける。底部は小さ  ③完形①拙速。砂瞭粒を含む  

な上げ底状の平底である。  （参床面値上   

口縁部は短く大きく外伸す  

る。   

12   柑   10．6  胴部は球形で、頚部はくの  亡】緑郁ヨコナデ。胴部へ  口緑珊ヨコナデ。   （D5Ylミ％橙 ②敵化 ③完1停  

10．6  字に屈曲する。口緑部は棋  （む構う異。砂礫粗を含む⑥J来面  

かに内湾し開く。   埴上   

2′l  向   杯   胴下郡に稜を持つ。□縁潮  口縁耶ヨコナデ。胴部ハ  ⊂傾部ヨコナデ。肝柑lけ  ①2．5YR％樽 ②酸化 ③杯  

18．6               は波線的にl梢く。   ケメ。   丁。   部のみ％①精選⑤lコ緑郁内  

外面に媒斑（砂上層   

1号†三i三居J．】1士道物観察衷（図38）  

法］詫  ①色調②焼式  

番 号  折  形   拙高 口径  県 形 の 特 徴   外 而 調 整   内 面 調 姫  ③残存④胎⊥  

底径  ⑤備考⑥山ニー∴状態   

10  高   林   J抑杜部は緩やかに開き裾郡  ヨコナデの後昭文状のへ  据郡ヨコナデ。輪机痕を  ①2．5YR％橙 ②良好・健化  

で大きくIjr」く。   ラミガキ。   残す。   ③脚柱郡のみ％④精選。砂粒  

（H．7）  を含む⑥床面直上   

高   林   口縁郡は大きく外皮坤底制  l＝】織部から胴部にかけて  仁1録音てIiヨコナデ   ①5YIモ％橙 ②酸化・酸化 ③  

（22．∠り               に張り出しを持つ。   ヨコナデ、昭文状のヘラ  

ミガキ 選。白色軽石粒を含む⑥床面  

直上   

2号酌書 出＿H二遺物観察表（図40、1）L45）  

法蛍  ①色調②焼式  
轟冨’  

番 号  据  形  増 形 の 特 徴   外l相 調 弛   内 面 椚 胞  ③残存①胎二1二  
仁】径  
底径  ⑤聯考⑥出土状態   

四  小 弛 雛  （13．0）  胴部は球形で頚部には恍か  l】辺郎ヨコナデ。胴部へ  口辺郁ヨコづ‾デ。   ①7．5Ylミ％浅黄橙 ②普通・酸  

11．1  な段を持つ。口縁部は綬や  化③％④砂粒を含む。⑤  

かに外皮する。底部は丸底。   底部に罠斑⑥床面艦上   

一桁1   坪   4．‘1  ①5Ylミ％橙②普通・硬化③  

11．95   ％④精選⑤内外面ともに告  

尖る。底部は丸底。  簡の荒れが跡著⑥埋め二l二内   

一括2  榊  胴部は球形で口縁郡は綬や  ヘラナデ。   ①10YIミ％浅黄橙②普辿・俄  

かに外慨する。内師に棲を  化③％（動椚選・砂・粒を含む  

持つ。   ⑥規め二1二内  

一桁3  （8．0）  胴部は浅く丸底。口繚部は  l＝】緑部ヨコナデ。胴部へ  口縁榔ヨコナデ。胴部ナ  ①2．5YR％樽 ②普通噸化  

（2‘1．1）  外傾し鞘；部で肥厚する。  ラナデ。   デ。   ③％④精選・砂粒を含む。⑥  

．埋め土内   

36   饗  長胴で直線的。   lコ辺部ヨコナデ。胴部へ  ナデ。   ①10YR％にぷい弗樟 ②普  

口縁部は緩やかに大きく外  通・酸化③％伍）砂粒を多く  

反する。   含む。⑥滝部材   

r・J   



遺物観察表  

予 ①色綱②焼バ  

湘 形 の 特 徴   外i両 川 照   l人】両 刑 ∃窪  ③域存④胎二上  
宿 り  器  形  鋸烏 

底径  ⑤備考⑥山上状値   

封   班   舗．こう  長胴で．卜坪郎に靴かに膨ら  l1辺郡ヨコナナ。胴部へ  lI辺郡ヨコナナ。胴郡ナ  ①う＼′1く％にぷい橙 ②普通・閻  

ごl十1  デ。   化（卦完形（む砂粒を多く合  

‘1．2   む。⑥砥部材   

部にり‖酔な墳を持つ。   

郷   長胴でl】縁榊は人きく外反  l】辺部ココづ‾デ。川刷くへ  l】辺盲‘；lにタコナデ。川描け  ①10Ylく％にぷい才一†橙 ②吾  

20．5              する。   ラケズリ T。   通・惟化③ガ④砂粒を含む。  

⑥滝部材   

杯   右7  胴部は浅く、底部は丸Jき：く。  l】辺部ヨコナデ。胴部へ  【二l辺部三にり，デ。胴部へ  ①2．5＼′li％橙 ②汁払層化  

12．‘1  口線邪と胴部の触こ稜を持  ラミガ守か。   ③％④精選・砂礫粒を合む  

つ。l】級郎は榔かに外傲す  ⑤t」線仙人佃iの肘rliの荒れが跡  

る。   亨㌔⑥止血頂十．   

坪   l．（15  胴郁烏職く、底部は丸山も。  l】辺郡ヨコナヂ。川捕iナ  ll辺椰ヨコナナ。肘邪ナ  ①51′lく％橙 ②普通・暇化 ③  

1l．0  l】縁部と胴部の境に稜を持  7‾。   ％④精選・砂粒を含む。⑥伏  

つ。＝縁冊は付かに外傾す  面的：．l   

る。   

：ミ8   

紙   長胴でll辺部は外反する。  l」辺郡ヨコナナ。川刑iへ  l二】辺郡ヨコナデ。川・描くへ  ①7．5171ミ％橙 ②普通｛職化  

21．∠15  ラケズリー、   ラナナ。   ③％④砂粒を多く含む。⑥  

竜部材   

雉   長川一口でIl辺部は外反する。  口辺邦ヨコナデ。川凋iへ  lI辺部ヨコナプ。川・用ぃ＼  ①7．51′Ⅰく％摩貴 ②二普池・樅化  

2l．‘15  
ラケズリ。   ラナデ ③％④砂粗を多く合む。⑥  

塩郡材   

鄭   ぷ胴で口辺吾lくは外J叉する。  ll辺榔ヨコナナ。胴珊へ  l】辺郡ヨコナデ。川朋耶へ  ①1肌’1（％浅黄†貴 ②普通・椴  

ラケズリ 
2：う．5  

ラナヂ 化③％④砂粒を多く食む。  

⑥亀部材   

：弼イ＝．キト旧∴遣物観察衷（l親軋1）I∴う1・小l）  

①色調②焼ユニじ  

番 り  拷持  形  法崩 招請 l】径  帯 形 の 特 徴   外 面 明 脾   【句 面 盲州 鼎  ③域存④胎二1∴  

底径  ⑤備考⑥川上状態   

雉   l二磯部は如く、外反する。  口辺部ヨコナデ。胴郡へ  ①川Yl（％にぷい胡f指②二；1㌢  

（2り．0）  
ラナデ 通・賊化（紗「1辺部の【・郁のみ  

④l；1色軒イi粒・れ芙粒を合む。  

⑥埋めニ＝句   

梁！   J釧・可か。l】辺部は外反する。  l】辺削≡にり‾デ。胴部へ  ①51′Ii％椅②汁掛澗化③  

（18．∩）  ラケズリ lT】辺郡のみ④砂粒を含む。  

（秒埋め二l∴内   

一朝l   椀   （5．1）  底部は厚く突出すむ。胴部  l二】辺部ヨコナデ。   ①川Yli％盲曳プl‡撞②普通・椴  

は大きく外相↓、l】線邦で  化③％④梢選⑤内面黒色  

如くこむこち．卜がる。   （砂理め土内   

一ナ■1・2  坪   1．15  胴部は浅くノ出て15は丸兢。日  ll縁部ヨコナデ。胴部へ  l】緑郎ヨコナデ。底部ナ  ①5Y軋％梢 ②普通・惟化 ③  

（1l．7）  嶽郡は外他する。胴郡とll  デ。   ％ ④梢遇 ⑥埋め∴j二内   

縁珊の境に稜を持つ。   

－・措：i  杯  （∠l．05）  胴部は浅い。胴珊とl】緑郡  ll縁部三上コづ一デ。J舟郎ナ  l二】緑刑ヨコナデ。   ①2．5Ylそ％橙 ②二ilや通・俄化  

（11．0）  の墳に稜を持つ。日縁郡．l  ③邦④梢選⑤lノ」外的＝二もに  

部には段を持つ。   れ面の剥落が跡；ナ㌔⑥1さ11め，・卜  

内   

←・j1．トi   杯   3．8  胴部は浅い。胴部とl磯部  l1練部ヨコナヂ。胴聞け  ①2．51’Ⅰく％橙 ②普通・販化  

12．35  の墳に稜を持つ。口矧人】面  ③％（動橋選⑤湘面内外1r】iの  

がやや膨らむ。   荒れ酢拷。⑥J〕llめ土困   

∴う   



予㌔持諾1  ①色潤②焼式  
番・号  邪  形   「け茸  器 形 の 特 徴   外 面 調 …償   Ⅰノ」伽i刑 場  ③域存④肘L．巨  

底径  ⑤備考（軌】1二仁状態   

鉢   11．1ご）  胴部は深く、底部は丸底。  l」緑部ヨコナプ。胴部境  l！緑部ヨコナデ。州仙こ  ①60Y裾野浅現■橙 ②吾通・憾  

22．0  川・椚；とIl縁珊の境二に稜を持  にエビナゾ リによる棲を  エビナゾリ。   化 ③％ ④精選・砂粒．合む  

つ。l」縁郡は僅かに外反し  ⑥床面椚．1∴   

内面に段を持つ。   

杯   5．6  日縁部は仰かに外傾する。  l】縁部ヨコナデ。胴淵へ  ①5Ylく％†葦 ②恨化 ③完形  

17．5  胴部と【】級郡との境に稜を  ④砂礫粒を含む⑤端面の荒れ  
持つ。   曲著（軌方面的一卜   

杯   ∫l．l  口縁郡は悌かに外債する。  lト縁部ヨコナナ。胴部へ  l腐朝ヨ＝り‾デ。胴部へ  ①7．51′1く舛灰 ②椴化 ③完  

1l．（う  胴部は浅く、l二1縁部との境  ラミガキか。   形④砂粒を含む⑤内面黒色  

はl州原ではない。l：1屑郡内  ⑥床面直▲仁   

汀tiに沈練が一条巡る。   

1・lナ†引戸†＝二l二遺物観察衷（l紬2、1）レ16）  

法最  ①色調②焼式  
番 号  器   据高  形    口径  器 形 の 特 徴   外 面 調 燕   Fノ弓 両 調 鮨  ③残存（む胎二上  

底径  ⑤備考⑥山二＝世態   

田  高   林   脚部を欠才軋胴部は浅く、  軋腱軋   組胞軋   ①2．うGl′舛灰f；】（訃還元 ③  

10．5            （須恵湘）   l二1】緑部は内傾する。胴部と  坪部のみ④精選・砂粒を含む。  

口縁椰との境に突出した稜  （軌理めこ巨．L二屑   
を持つ。  

坪   ∠i．0  胴郡は浅く、口練部との境  lト線郡ヨコナヂ。肝描くへ  lご】緑珊ヨコナデ。）胴部へ  （争7．5Yl（灰褐 ②二汗通・閻化  

（13．∠l）  に稜を持つ。口緑郡は如く、  ラミガキか。   ③％④精選・砂粒を含む⑥  

内傾サる。   沫酢軋ヒ   

鯉   f‘】縁郡は緩やかに外反す  l闇潮ヨコナヂ。   lJ緑珊ヨコナデ。胴部へ  （餌OYlく％にぷいプ一日窪 ②恨化  

（2n，（う）              る。  ラナデ。   （診％④滑イi粒・褐色鉱物枇を  

含む。⑤日縁内面の拙蝉の先  

れ跡・翫⑥竃郡周辺   

川   坪   （′1．1）  胴部は浅く、l‾l縁部との境  l】縁榔≡仁コづ・デ。仙梢【け  「】縁部ナデ。   （〇5Y】i％橙 ②酸化 ③％  

（12．95）  に礫を持つ。l：1繚部は的二立  （動炒粧を含む ⑥埋め二i二川づ   

しl二1贋部が怖かに外反す  

る。   

20   鯉   酢邪は抽二立し、ロ緑部は接  漁礁軋ll屑椚田か最り付  軸湖沼■4。   （D5Y％灰 ②還元 ③11縁部  

（ト1，6）             牙i凰（岩結   やかに開く。lト哲部は肥厚  ％④仁】色鉱物粒を含む（む理  

する。   め⊥内   

18   梁   頚部は頂点：し、l二1掃こ部が仰  【磯部三にり一デ。   l1緑部ヨコナナ。〕胴部ナ  ①5YIく％橙 ②俄化 ③【．l緑  

（卜i．5）               かに「川く。  ア。   郡％（む赤色鉱物粒を含む⑥  

竜周辺   

3   杯   ∠1．1  l】緑郡ヨコナヂ。   （〇7．5Ylく％プ蔓‡橙（蓼酢化（診  

（12．（う）   ％④砂粒を含む⑥伏由扉＝1   

し、l二慄ほl；で怖かに外反す  

る。   

珂、   7．5  胴部はやや深い。胴珊と口  l「】緑部ヨコナデ。仙川lけ  】】緑部ヨコナデ。   ①7．5Ylく％橙 ②椴化 ③完  

18．0  縁郡との境は僅かに根りけ  形（む椚選（鋸紺l的．卜   

す。l「！縁部は直☆し、口屑  

郡で仲かに外反する。   

杯   ∠1．8  胴部は浅い。l1縁耶との墳  l」緑郁ヨコナヂ。仙洞；へ  l1縁部ヨコナデ。川欄；へ  （D5YIく％橙（卦健化 ③完形  

には稜を持つ。l】緑部は小  ラミガキ。   ④精選 ⑥床面直」二   

央酢こ段を持ち、大きく外  

慨する。   

一桁】   杯   （右6）  胴部は浅く、l‾】縁部との境  r二】緑部ヨ＝り－デ。   口縁郡ヨコナデ。胴部へ  ①5Yli％樽 ②隠化 ③％  

（12．0）  に稜を持つ。l磯部は惟か  ラミガキ。   （む精選 ⑥J！l！めニト．内   

に外傾する。  

7（ブ   



遺物観察表  

法まii：  ①色調②焼式  

＝祈 号   椚  形   口径  損 形 の 特 徴   外 面 調 脂   内 面 削 当窪  （訃班存④胎土  

底径  ⑤鮒考⑥山」二状！出   

－・括2   坪   胴部は浅く、口緑部との境  口緑部ヨコナデ。胴部ナ  口緑部ヨコナデ。胴部ミ  ①10YRク≦にぷい弗樽 ②恨化  

‖．2              に稜を持つ。口縁珊は外傾  ガキか。   ③％ ④精選 ⑥埋め二Ⅰ二内   

する。   

ー・枯：う  杯   ′L5  口縁榔ヨコナデ。   ①5Ylく％橙②普通・酸化③  

（1′1．4）   邦①拙速⑥埋め二1二内   

は外僻する。   

ー★枯⊥1  坪   （∠l．1）  ロ縁郡ヨコナデ。   ①2．5YR％灰白②二桁か酸化  

（12．8）   ③％①精選⑥埋め土内   

稜を持つ。   

16巧・t輔㌻ 山二t二迫物観察表（l窒＝1、1）レ16）  

法最  ①色調②桃式  
番・弓・   器商  冊  形    口径  拙形 の 特 徴   外 面 朋 当鎧   内 耐 調 並  ③残存垣）胎二L  

底径  （訓抒考⑥出二1二状態   

ロ  小 地 建  12．6  日縁郎は外皮する。胴部は  l二】緑部ヨ＝けデ。胴部へ  ミガキか。   ①10Ylく％にぷい班樽 ②隙化  

（15．6）  ラケズリか。  ③底部のみ（む片岩・石基片を  

5．2   含む⑤損面の荒れ跡著⑥＿ll  

屑   

15   坪   5．0  胴部は浅く口緑部は旭立  ⊂】緑部ヨコナデ。   口緑部ヨコナデ。胴部ナ  ①10YR％にぷい弗樽 ②硬化  

13．5  し、端部で僅かにliりく。  アD   ③完形④精選。榔手「粒を含む  

⑤服肝の荒れ軌軌⑥冤周辺  

床面蘭：＿l二   

8   杯   3．8  ①7．5YIミ％晴褐②健化③  

12．‘l   ％④耕選（釘照面の荒れ掛著  

⑥抹面直上   

5   坪   （3．8）  胴部は浅く、ロ縁郡は旭立  口縁珊ヨコナデ。胴部へ  l：I緑部ヨコナデ。   ①5Ylミ％橙 ②酸化 ③邦  

（■13．8）  する。胴部と口縁部の墳に  ④砂粒を含む ⑥床面籠．＿ヒ   
稜を持つ。   

雉   39．′1  長胴鯉。口緑部は大きく外  口緑部ヨコナデ。胴部へ  口縁榔ヨコナデ。   ①2．5Ylく％橙 ②駁化 ③完  

22．′1  ラケズリ。  形 ④砂礫粒を含む ⑥私湘材   

（5．1）   

甑   1‘l．f）  胴部は上半部に偉大径を撞  口綾部ヨコナデ。胴部へ  ⊂】緑郁ヨコナデ。胴部へ  ①10YIミ％浅黄橙 ②限化 ③  

15．0  つ。ロ縁郡は短く、外皮す  ラナデー郎にヘラミガキ  ラナデ。   完形 ④砂粒を含む。 ⑤外面  

6．0  る。底部は焼成前穿孔によ  の荒れ野庸：（参堀内   

る多孔を有す。   

20   鉢   7．9  胴榔は半球形で、l二闇潮は  l二】緑部ヨコナデ。胴冊へ  ロ緑部ヨコナデ。胴部ナ  ①7．5Ylく％橙 ②取化 ③完  

12．9  内晒する。   ラナデか。   7‾。   形①梢選。砂粒を含む⑤外  

簡の荒れ跡著：⑥亀内   

坪   ∠l．∠】  胴部は浅く、口縁翻は保か  口縁郡ヨコナデ。胴部ナ  口緑部ヨコナデ。胴部ナ  ①5YIミ％橙 ②酸化 ③完形  

12．2  に外傾して開く。胴部と口  デ。   ①拙選。砂粒を含む⑤外面の  
縁珊の境に段を持つ。   荒川俳軋 ⑥床面直上   

班   f12．3  矧胴雛。ロ緑部は大きく外  口綾部ヨコナデ。胴部へ  口緑部ヨコナデ。   ①10YIミ％にぷい黄桔 ②酸化  

21．8  ラケズリ。  ③完形④砂礫粒を含む⑥職  

3．5   

川耶Ⅵ＝ま半球形でやや深く、  

lコ縁郎は端部でIiiうく。  

lコ緑部ヨコナデ。胴榔ヘ  

ラケズリ。  

口緑部ヨコナデ。胴部ヘ  

ラナデ。－・部にヘラミガ  

キ。  

①5Ylそ％橙 ②駁化 ③ほぼ  

完形 ④糾選砂粒を含む ⑤l二l  

緑裏面の荒れ跡著。 （◎床面頂  

上  

77   



18号住居 出土追物税察衷（図′13、1）レ】7）  

法塩  ①色調②焼式  
番 号  岩詩   形   口  船 形 の ′特 徴   

径  外 好一i刑 場   内 面 調 服  ③残存④胎二1二  

底径  ⑤備考⑥出土状態   

一打1  高台付き椀   隠肱軋   執腺批   ①10YRタイ灰l三l②道元③％  

（1d．2）  ④精逃。⑥埋め土内   

一価2  蓋   2．0  甑成型。   組J揖批   ①10Yタイ灰②還元③妬④  

（16．1）  精選。砂礫粒を含む⑥埋め」二  

内   

杯   （ノ】．6）  胴部は浅く、ロ繚部廿棋力、  口縁部ヨコナデ。胴郡へ  口胸摘Jけデ。   ①5Yl〈％橙 ②教化 ③％  
（16．6）  に内湾する。   ラケズリ ④桝選。砂粒を含む⑥哩め二1二  

上層   

・－－・・括3  高台付き椀   姐脇机   組成呈ち！1。   ①5Yタ石灰仁l②還元③％  

13．6  ④砂礫粒を含む⑥埋め二1二内   

ゴ不   2．9  胴部は浅く、口綾部は†張か  口縁珊ヨコナデ。胴部へ  口縁郁ヨコナデ。   ①5Ylミ％にぷい橙 ②酸化  

（12．‘l）  に内約する。   ラケズリ ③％④粗選。砂粒を含む⑥  

埋め土上層   

班   トl．5  胴部は球形で、期珊はやや  l＝】縁郡から頚部にかけて  口綾部ヨコリーデ。   ①5YIミ％にぶい赤褐 ②健化  

15．0  内湾ぎみに立ち、口縁部は  ヨコナデ。胴部ヘラケズ  ③ほぼ完形 ①梢逃。砂枇を含  

5．∠1  短く外倹して開く。   リ。  む． ⑥亀周辺上層   

一糾‘1   杯   3．4  胴部は浅く、口縁珊は偉か  口級粕ほ＝り一デ。胴部へ  口縁削ヨコナデ。   ①5YIミ％栂 ②酸化 ③完形  
12．8  に内約する。   ラケズリ ①精選。砂粒を含む⑥哩め土  

上層   

8   杯   3．6  胴部は浅く、口縁榔は偶か  口緑郡ヨコナデ。川舶用へ  口織部ヨコナデ。   ①2．5YR％栂 ②健化 ③完  
13．0  に内潤する。   ラケズリ 形④料選。砂粒を含む⑥埋  

め土上層   

6   坪   3．3  胴部は浅く、口縁榊は恍か  口縁部ヨコナデ。胴部へ  l＝l緑榔ヨコナデ。   ①5YR％明赤褐 ②限化 ③  

13．3  に内湾する。   ラケズリ ％ ④料選。砂粒を含む ⑥   

坪   3．2  胴部は浅く、⊂腐珊は郁か  日縁榔ヨコナデ。胴部へ  口縁椰ヨコナデ。   ①5YI〈％にぷい亦褐 ②傲化  

13．′1  に内湾する。   ラケズリ。  ③％④梢選。砂粒を含む⑥  

埋め⊥上層   

坪   ニi．2  胴部は浅く、r＝】緑郎は怖か  【二】緑郁ヨコナデ。胴部へ  口緑榔ヨコナデ。   ①7．5YR％iこぶい橙 ②恨化  

12．7  に内湾する。   ラケズリ。  ③完形（訂椚選。砂粒を含む  

⑥埋め土上層   

鉢   12．∠l  底部は丸底でボール状であ  口縁珊ヨコナデ。川珊；へ  l＝】綾部ヨコナデ。胴部ナ  ①5YR％橙 ②酸化 ③完形  

22．9  る。に悌頼嗣ま外皮し、珊郡  デ。   ④精選。砂粒．含む ⑥喘内   

をつまみ上げる。   

3り引三i：居 出土遺物観察衷（図∠‖、1）い6）  

法典  ①色綱②焼式  

確・号  器   形   湘南 口径  鼎 形 の 楷 徴   外 耐 調 堆  内的i朋並  ③現存（む胎土  

底径  ⑤備考⑥出土状態   

12   饗   長胴払底椰は小さがド底。  ヘラナデか。  ヘラナヂか。 ①2．5YR％明赤褐②欣化  

③底部のみ①砂粒・滑石拙を  

5．2  含む⑥昭子肘－d辺   

18   施   胴部は球形で、≡頚部は長く  髄成型。胴上部に榊相磯    組成批  ①2．5YIく％灰典（計還元 ③  

臥il：し口緑郡で大きく開  状文、肩部に櫛繭による  J二J綾部を欠損＋④騰選 ⑤注一コ  

二i．‘l                                 く。   形杉状の刺突文。  和周剛こ傷あり ⑥床面臥ヒ   

l∠i－1  杯   

（3．6）  口綾部ヨ＝けデ。 ①5YR％樽②酸化③％  

（10．8）   ④料選。⑥貯蔵穴内   

との墳に樺を持つ。   

乃   



遺物観 察表  

法王Ii  ①色調②焼式  
番 号   郡商  ☆詩  形    口径  雛 形 の 特 徴   外 面 肌 脂   内 面 調 進  ③現存④胎二1二  

底径  ⑤鮒考⑥J．Li二＝伏態   

′Ⅰ一2   坪   3．9  胴部は淡く、口縁榔は値練  仁l綾部ヨコナデ。胴部へ  口緑部ヨコナデ。   ①5Ylミ％橙 ②椴化 ③％  

（13．2）  的に開く。胴部と口縁郡と  ④紬巽。砂粒を含む⑥貯蔵穴  

の境に段を持つ。   内   

5  台付き盤   脚部は偏平で、紺郡は肥停  裾椰ヨ＝り‾デ ①5Yl‡％にぷい亦褐②惟化  

する。   ③脚部のみ④砂礫粒を含む  

12．8  ⑥掲輔牒辺   

一括   杯   （6ノl）  胴部はやや深く、ロ縁部は  口綾部ヨコナデ。   口縁郡ヨコナデ。内面黒  ①7．5Ylミ％にぷい樽 ②惟化  

（17．6）  値立し、端部が悌かに外皮  色。   ③％ ①精選。 ⑥哩め二】∴内   

する。胴部と口縁珊との境  

に稜を持つ。  

坪   ′1．1  胴部は浅く、口縁部はやや  口緑郡ヨコナデ。胴部へ  口緑部ヨコナデ。一部に  ①5YIモ％橙 ②傲化 ③完形  

10．6  外傾して開く。胴部と口縁  ヘラケズリか。   ④砂粒を含む ⑥珠而道上   

部との境に稜を拘つ。   

坪   Jl．∠l  胴部は浅く、口緻邪は外傾  口緑郡ヨコナデ。胴部ナ  口縁郡ヨコナデ。   ①10YIモ％浅黄樽 ②硬化 ③  

12．7  して開く。   デ。  完形 ①精選 ⑥床耐臥L二   

3   杯   ‘l．3  胴部は浅く、口縁削は外傾  口繚部ヨコナデ。胴部ナ  lコ縁郡ヨコナデ。一部に  ①10Ylミ％にぷいプ・‡橙 ②健化  

12．′1  してl翔く。仁l線描部内面に  ヘラミガキか。   ③％ ④精選 ⑥貯蔵穴内   

沈細が1条施される。胴部  

と口綾部との境には稜を持  

つ。   

班  （37．6）  J馴同郷。口緑部は大きく外  口緑青邪ヨ＝けデ。胴部へ  口緑部ヨコナデ。胴部ナ  ①7．5YRタf浅黄橙 ②椴化  

23．3  反する。   ラケズリ。   デ。   ③底部を欠損④砂粒を含む  

⑥亀袖部材   

‖   杯   3．f）  胴部は浅く、口縁部は悌か  口繚部ヨコナデ。胴部へ  口縁郡ヨコナデ。   ①2．5YIモ％楷 ②稚化 ③％  

11．‘】  に外反する。胴榔と口緑郎  ④精選 ⑥床面庭土   

との境に稜を持つ。   

17号什居 出」二遺物観察衷（【変卜董5）  

法甜：  ①色綱②焼式  

番 号  岩罠  形   鋸高 口径  岩詩 形 の 特 徴   外 耐 調 照   内 γ掃 討胃 炎  ③残存④胎土  

底径  ⑤備考⑥出土状態   

一桁   醜   1：1縁部は大きく外皮し、捕；  口縁部ヨコナデ、川榔l；へ  lコ縁部ヨコナデ。   ①5Ylミ％にぷい樟 ②椴化  

（21．2）              部をつまみあげる。   ラケズリ （診l：1緑部の一部のみ④柚避。  

砂粒を含む⑥埋め二1二内   

19号住用け二1二遺物観察衷（図亜、1）レ17  

法1l  ①也調②焼式  
番 号  器   形   口径  器 形 の 特 徴   外 面 盲潤 舅控   内 面 刑 当落  ③残存④胎土  

底径  ⑤備考⑥出二l二状態   

高台付き悦  5．‘1  親戚型。底部回転糸切り  （∋2．5Y％浅黄（診健化③％  

‖．！）  の後付け高台調脂。   ①砂粒・片岩粒を含む⑥抹面  

7．2  上層   

杯  ‘l．1  相成型。底部回転糸切り  鮎り裁之軋   ①5Y％灰白②還元③％  

（須恵岩持）  1‘1．1  （砂砂粒を含む（軌昧面上屑   

（6．6）  

班   口縁榔は綬やかに外反す  口緑部ヨコノーデ。胴部へ  口縁郡ヨコナデ。胴部へ  ①2．51′Ⅰミ％橙（診傲化 ③1二l  

（22．8）              る。   ラケズ リ。   ラナデか。   縁郡のみ④砂粒を含む⑥床  

面上屑   

1J   



法ユii：  

与貼瑞  
①色調②焼式  

番 号  邪   形    口径  据 形 の 特 徴   外 面 朋 姫   内 面 調 韮  ③残存④胎土  

底径  ⑤腑考⑥出二1∴状態   

2  高台付き椀  5．2  乳腺軋底郡回転糸切り  ①2．5Y針％淡班②迎元③  

H．8  の後付i用古台。   ％④砂粒を含む⑤底部内外  
6．7  面に縄斑⑥床而上桐   

22   璧   胴部は上哨附こ砲火径を持  口儲郡にIJIミの純文。野l  lコ縁珊ヨコナデ。胴部ハ  ①10YR％にぷいプー‡橙 ②駁化  

（16．1）            （弥生土器）   つ。頚部はくの字状に刑‖tl  部に′1本l当寺の櫛状工具に  ケメの後ヘラミガキ。  （卦％ ④稗選。砂礫捗を棋かに  

し、口綾部は内漕する。  よる脈状文。胴部は′1本歯  含む⑤胴部外面に荘も斑⑥埋  
の楯状二11貝による羽状椰  

め二1二内   

描文。  

一括1   杯   3．！）  組成型。底剤順庵へラケ  組成呈軋   ①5Yタr灰自 ②道元 ③％  
（鶉恵器）  （13．6）  ズリ。  ④砂粒を含む ⑥埋め二Ⅰ二内   

（7．8）  

ー・括2   杯   （2．7）  胴部は浅く、l＝憾朝は短く  口級郡ヨコナデ。胴部へ  口緑部ヨコナデ。   ①10YR％にぷい典侍 ②酸化  

（13．8）  僅かに内湾する。   ラケズリ。  （訃％④砂粒を含む⑥埋め土  

内   

一括3   班  （18．2）  胴部は球形で、l：】緑部はく  仁磯椰ヨコナデ。胴部へ  口緑部ヨコナデ。胴部へ  ①5YR％棒 ②酸化 ③％  

（6．0）  の字に屈曲して聞く。   ラケズリ。   ラナデ ④砂粒を含む ⑥抱内   

2‘i号肛柑＋助士遣物観察衷（跡17、Pレ17）  

法甜：  ①色調②焼式  
番 号  岩結   形   口従  損 形 の 特 徴   外 面 椚 北   内 汀ii調 弛  ③残存④胎二t二  

底径  ⑤備考⑥出」∴状態   

一一括   班   胴部は長胴で、口緑部は綾  口縁郡ヨコナデ。胴部へ  Iコ緑郎ヨコナデ。   ①7．5YR％樟 ②慨化 ③％  

（21．8）               やかに外反して開く。   ラケズリ。  ④梢選。砂粒を含む ⑥亀部   

2  杯  転成型。底部は回転糸切  （D2．5YRタ≦浅黄②道元③  
（須恵器）   りの後川辺闇雁ヘラケズ  底部のみ（訓鞘凱砂粒を含む  

8．ユ  リ。   ⑥床面寓上   

坪   3．3  組成型。底部はやや上げ  ①7．5YR％灰②道元③完  

1こi．1  底で掛転ヘラケズリ。   形①柵選。白色鉱物粒を含む  

8．0  ⑥床面壇上   

26・片住居 出土遺物観察衷（l糾8、1）レ17）  

法Il  ①色調②焼式  
番・号  ㍑   形   口径  据 形 の 特 徴   外 面 刑 場   内 的r 調 整  ③残存④胎二1二  

底径  ⑤鵬考⑥出土状態   

‖   悪   コの字口緑。胴．卜翻に棺大  口緑部ヨコナデ。胴部へ  仁蘭珊ヨコナデ。胴部へ  ①7．5YR％にぷい栂 ②限化  

（23．0）              径を持つ。   ラケズリ。   ラナデ。   ③％ ④砂粒を含む ⑥髄鞘   

口  高台付き椀  内外面ともに他州。  （D2．5YR％灰白②還元③  

（灰紬陶雛）   ％④精選⑥埋め土内   

（6．8）  

16   杯  （12．8）  捜成型。底部回転糸切り  ①2．5YR％僻灰黄②椴化  

（∠】．6）  邦柑．筍姫。   ③％④精選。砂粒を含む⑥  

（6．8）  床面乱．【二   

ー▲拙  高台付き椀   馳成型。底部風胞糸切り  （∋2．5Yクー灰白②還元（訂底  

付け筒音㌻。   仰のみ④砂粒を含む⑥規め  

ボ．0  二Ⅰこ内   

β0   



遣物観察表  

けり住居 出二l：遺物観察表 伯ト1（）、1）し㈹）  

法難 出前  ①也調②焼式  
番 一1ナ  ㍍持   形    ‖径  損 形 の 特 徴   外 面 調 整   一句 面 誌帽＋骨  ③域存④胎」∴  

底径  ⑤備考⑥川∴t朝灘   

ロ  ii■＝ト付椀  組成刑。山部は同根糸切  ①2．5Y％灰苗②還元③底  

（須山江都）   リの後付拓鮎㌔  郡のみ④精選。砂粒を合む  

7．l  ⑥理め二上l人J   

ロ  高子＝寸椀  組成型。砥部は回l行こ糸切  ①5Y舛灰l‘1②還元③l】緑  

（み－i恵拙）   リの後付け詩■Ji台。  郡の－・郎と高わ邦欠拙（弧梢  

選。砂礫を含む⑥拭拍濯＝   

16   坪   ∠i．1  輯ノ必t11。底部l‖肺ミ糸切リ  ①2．5YIく％淡黄②健化③  

12．9  鮎i1月生。  l1縁削の一郡欠損④砂粧を合  

7．0  む（診†磯部の－・部に還フ用附  

⑥抹両地土   

高子㌻付悦  軒釦必（■し H■け福一予㌻。  ①51′％J火l三1②還元③％  

（カモi恵岩昔）   ④耕選。砂粒を含む⑤l刃外面  

8．2  にタール状のイ■車汁物（釘昧1r】i巾  

11   

Ⅰり  ㍍台イ＝l【1  2．7  隠脱軋。‖他三糸り川の後  ①2．5Y％灰黄 ②還元 ③tl  

（須㍑江湘）  13．3  付け細れ  縁郡の一一郡欠損（彰精選。砂粒  

5．7  を含む⑥〃Jif＝頂．卜   

ロ  紡緋叫  卜称1．小‾卜径2．7・厚さ1．（）  ⑥伏面直上   

（削れ製）  孔径0．9享托さ55．！）g   

1‘lサ住居＋汗二l二道キ勿観雛表（「馨伽、Ⅰ）レ18）  

テ ①色調（軌粧式  

番・り・  器  形  齢 告 形 の 特 徴   外 面 調 当i竺   
l】径  

l勺 ■【rii調 燕  ③城〟④胎二仁  

底径  ⑤備考（軌旧二状態   

ー▲椚   恕   コの字状l」縁。l1同期部を  口縁耶ヨコナデ。川拙；へ  口縁部ヨコナデ。   ①う1′Ⅰく％にぷい橙 ②稚化  

（18．2）              つまみあげる。   ラケズリ ③l腐潮凝④精選。砂粒を含  

む⑥＿1・」パ   

梁！   コの字状l】縁。口唇端椰を  廿縁郎ヨコナデ。胴部へ  ll練部≡にJナデ。   ①7．51′1〈％にぷい橙 ②惟化  

（21．8）              つまみあげ、外面に稜を成  ③11縁部ガ④精選。砂粒を合  

す。   む。⑥．1∴購   

27  子「付き郷   ハの字状に閃く。   縦ノノ向のヘラミガキ。  ハケメの後ヘラナデ。  ①2．51′Ⅰくメ淡鍛②酸化（卦  

脚郡のみ（弧椚選⑤弥什二日帯  

10．1  ⑥理め土内   

／（   鮒   l【腐紺帖銅撒くから緩やかに  Ⅲ軌■侶ヨコナデ。川描レ＼  ヨコナデ。   ①7．51′Ⅰく％橙 ②健化 ③lJ  

（19．（；）               立ち上がり外反する。いわ  縁部％④精選。砂粒を合む  

ゆるコの手折1縁か。   ⑥．川、j   

椀  楓脇机   組似軋   ①1r）1′1く％にぷい賞橙②惟化  

（匁■＝よ邪）  （‖．8）  ③％④拙速。砂粒を含む⑥  

＝r▲プ   

高台付き椀   5．7  輯成刑。砥部l＝助演沌ノリ  ①51′Ⅰく％灰lll②還元③％  

（1右8）  の筏汗＝石高吾頬舘l舶‰   ④砂礫粒を蕾む⑥＿卜仲つ   

（8．2）  

18   碧宣   コの宰困！緑。   l磯部ヨコづ‾デ。川棚くへ  ＝緑部ヨコナデ。胴郡へ  ①51′Ⅰく％橙 ②慎化 ③％  

（2l．7）  ラケズリ ラナデ。   ④精選。砂粒を含む。⑥上屑   

高台イ■、」－き椀  5∴i  軌J或jt11。J血邪【L柵淡りノリ  （Dlり1’lく％浅ゞ1〔橙（訂健化③  

15∴う  の後†、J一け祐子㌻の後別解。   完形④砂礫粒を合む（臥巨椚   

5．8  

雉   2ニi．7  コの字l】縁。胴冊．巨柑l；に  l磯部ヨコナデ。胴冊へ  【」緑部ヨコナデ。胴部へ  ①51′Ⅰ〈％にぷい橙 ②俄化  

18．（；  ラナデ。   （針先形 ④梢遇。砂礫粒を合む  

l．1   ⑥床iflil虹l■．   

しヾ／   



法丑  ①色調②焼式  

番 号  器  形   難高 lコ径  器 形 の 特 徴   外 而 椚 当轄   内 面 調 韮  ③残存④胎土  

底径  ⑤鵬考⑥～Jl土状態   

田  高台付き椀  5．6  幌成型。底部回転糸切り  ①10YR％浅黄橙②取化③  

15．3  の後付け高台無毒調脂。   完形④砂礫粒を含む⑥上層   

7．2  

3  高台付き椀  ‘1．9  岨成型。底部回粧糸切り  （D2．5YR％灰黄②徴化（診  

1∠量．7  の後付け南台無調整。   ほぼ完形④砂礫粒を含む⑥  

7．7  上層   

田  高台付き椀  5．1  馳脇払底郡回賑糸切り  咄成型。   ①2．5Y％灰自 ②避元 ③口  

（須恵据）  14．4  の後付け高台無調塵。  緑部の一部欠④砂礫粒を含む  

7．7  ⑥上層   

15一別主居 出土遺物観察表（陵151、PI二48）  

法韮  ①色調②焼式  
番 号  器  形   節高 口径  器 形 の 特 徴   外 面 網 盤   内 面 調 盤  ③残存④胎土  

底径  ⑤僻考⑥出土状態   

‖   饗   コの手口繚。   口繚郡ヨコナデ。胴部へ  ①7．5YR％にぷい樟②酸化  

（16．6）  ラケズ リ。   ③lコ緑部の一部のみ④砂粒を  

含む⑥床面直」二   

ー・括ユ   虹   コの手口緑。   口繚部ヨコナデ。胴部へ  （∋2．5YR％明赤褐②酸化  

（18．9）  ラケズリ。   ③口緑部の「部のみ④砂粒を  

含む。⑥床面直上   

一括2   杯   轍成彗旦。   組成塑。   （DlOYR％浅黄橙②酸化③  

（11．9）  ロ緑部の一部のみ④砂粒を含  

む⑥床面直上   

滑石製  全長84リミ、中央腑26リミ  ⑥上層   
剣形模造品  中央厚7リミ、孔径2リミ   る。  

地割れ内 出土遺物観察表（図53、PL48）  

法泉  ①色調②椀式  

番 号  持  形   賛辞高 口径  外 相 調 弛   内 節i調 光  ③残存④胎土  

底径   ⑤備考⑥出土状態   

ロ  高台付き椀  5．3  轍成呈毒埜。   組成型。   ①2．5YR％淡黄②還元③  

14．9  完形④精選。⑤内外酢こ鼻  

6．8  害⑥埋め土内   

β2   



Ⅰ＼7 調査の成封！と今後の裸題  

調査の成果と今後の課題  ⅠⅤ   

くものとして鮎はl二磯部あるいは頚部から拙文が欠  

落する（，鮒邪がやや短くなり、胴部はゴl達人径が胴下郡  

に移りやや◆卜膨れとなる。八2は鮒てl；からヘラーl■1－iき沈練  

が欠落する。胴部の張りは弱まる。   

壷B類  

ll縁郡は折り返しl1絨で、軌部から綬やかに外反ぎ  

みにl川く〔，胴部の張りは比較的小さい。tl級部の折り  

返し部に鋸又施文、河沼Iiには糾文施文の後糾いへケ描  

き沈線による‥川ラ文を抑き、他の部分を磨り甘け。lう．  

は頚部のIl川ラ文lノ勺の縄文が欠落する。】i2はl二l縁部及び  

頚部から拙文が姿を椚す。   

壷C楽員   

口縁削が内湾する。外1如こ稜を持たず緩やかにl句湾  

して外に聞く。胴部は小火部に最大祥を灯ら、人きく  

張る。け縁邦文棟朋を持つもの（じ1）と持たないもの  

（C－，）とに分けられる。  

（∴lは【二昭珊とIl縁部に拙文施文、捌郡にはヘラ描き  

沈組による桝イう11オ輌をもうけ充順鞘文を施し〃状文化  

する。聖腔l胱朝状文の■卜にヘラ州き沈線による沈緑充  

偶の迎軌三川形文を施す。Ci．1は頚部の文様川から糾  

文が欠落する（，じ、2はIl縁郁の文様も欠落し、酢附こヘ  

ラ川き沈紬や披状文を施すのみとなる。この‖≠点で石‘；‘lモ  

Aとの1刈川が不鮮明となる。   

Cl，はl困却に拙文、酎酢′こ拙文施又の後ヘラ貯l－fき沈  

線を施す（，l」嶽邦文様相を持たない。胴部は小火部に  

寂大径を柑つ。Ct）1は頚部から拙文が欠落する。jjl・ij仰の  

最人径が川‖け侶1、●．佃こなりやや下膨れとなる。   

壷D類  

・r勘二l緑で鮒11iから外反してりj・】く。Ⅰ）‖は胴抑い火郎に  

最大径を粕つ。酢一郎は仰かに」ソニち卜がり、口線郎は比  

il釧勺租くひらく。11柄に糾又施又。頸部にはヘラ川き  

沈拙をほどこしそのl帥こ拙文を充瞑する。胴土牛珊に  

ヘラ描き沈紬による沈線充塀迎軌三川形文を二段描  

1二  

Ⅰ）l）はIl縁郡は頸珊から緩やかに外反する。川■州iはIll  

火部にJI達人径射‘、－fつぐ，ロノ酎附こ糾文施文、鮒一郎に鋸文  

施文の後ヘラJl■l■Fき沈線を2～ノ1条iJlく。さらにヘラ描  

き沈練による波二l人文を施す。Ⅰ），‖は川棚5のプl達人径がや  

や‾卜になり▼卜膨れとなる（一期郎の縄文が欠落する。Ⅰ）t，2  

は【l縁部の外反が綬やかになり、頚部のへラ抑き沈紬  

．ヾ．●J   

叫迎遺跡では住居㍊裾と㍗拭から成るノノ形川溝訳群  

が検Hされた。遺跡内の各辺桃のイlミリ力は、朋査遺跡  

内に散朴メ‾る。しかも、それぞれのドi卜一‖判別匡の遺柵  

が、11いに切り合い関係を持つことがない。また、方  

形川音昭一㌔は遺跡内■l帖咄域に集lいし、さ．㌔域を形成してい  

る（，これらは、赤城lしl面舵地域の遺跡での一般的な似  

l「りをホしている。   

曲目川、川＝棚後坪の遺構はイ舶l‡15仰が検附されたt）  

これは、これまで赤城両面灘地域で調‡在されてきた同  

時期の遺跡と比較してかなり大きな規根である。また、  

1：う圭汁iり声†のような人彗l昭据・の存在も目を引く。   

ここでは、今l司の制査においてプ読もまとまった質料  

を得ることができか裾批情代中期後半の二l誹について  

若十の検討を加え、まとめとしたい。   

西迎遺跡のfi抑圧＝⊥の弥生時代1い期後三‡たの二1二㍍持に  

は、壷、鯉、台村き雛？、椀、軌、両杯などの端和が  

見られる。これらのうち、椀、市坪、他の個体数は極  

めて少ない。この椀、高坪などの付足肌和や赤色韓彩  

された二日端の欠落現象は州毛地域と根毛地層を比校し  

た場合、痛毛地域に助署に認められる。   

ここでは、最も川二日直の多い壷及び雉について、分  

蜘邦雄を明らかにした．卜で型式分類を行いその紺列を  

追う。なお、組列を追うに当たっては、川迎追跡車＝二  

遺物のみに限ることなく、現利根川以火の赤城l川桐宅  

地域をその分析対象のlい心とする。その卜で各組列を  

槻断する洪通する刑式の糾み合わせをl刈らかにし、仙  

地域との比較のための那一歩として‖引棚仙玖設定を討  

みることとする。ただし、今l州よ型式斜L列を検証する  

ための追納の重複などの州1川勺川二l∴例がないため、あ  

くまでも′仮7混として捉ホするに止どめたい（）   

1 型式分数  

晶は7期9細分できる。   

壷A類   

に1縁郡が受け11状をなす。軌71；から外反した＝綾部  

が淵郡で1t／二ち上がり、外面には稜を持つ（）彗互■i部は比性  

的良く、胴部はlい火部が張る。   

文様は廿摂部に純文、l】縁部は拙文施又の上にヘラ  

相■iき沈練による披ニI人文、空包■i部は拙文施又の】∴にヘラ川  

き沈紋あるいはヘラ・川き洗練波状又を施す。これに統  
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IV ㌢粧甘町成果と今後の裸題   

あること、l二闇潮から川・榔上井郡に糾いへラ州き沈拙  

文様を描き、川■摘】川1央部に拙文を施すというパターン  

はⅠγ頗と井通する。   

壷G類  

l】屑部に小甘位の突起を持つ。l二1緑部は大きくラッ  

パ1大に開き、捌部はやや締まり、胴部は下ご仰l；が張る。  

全面に赤色埋彩される。   

埜は2楽貞5細分分耕する。   

聾A頼   

ん、はll嶽部が内湾する。鮒7i；は「‾くの字い1人に屈曲  

する。l二l縁削が比校的ぶく、川棚くは強く張る。＝屑部  

が欠落し榊描き波状文となる。   

壷E類   

肌柚口縁で内湾して二＼一7二ち＿tがるいわゆる袋状l二l緑と  

なる。川・描くは⊥当用l；に椙大径を持つ。文様はl1縁部に  

拙いヘラ描き沈練による用達弧文、川咽；には洲文を施  

し、その‾卜に縄文を施文する。   

壷F類   

口縁部の形態は不明であるが、全体にやや細く、川‖j  

部の根りは弓恥ゝ。文様は糾いヘラ描き沈紬による宣巨迎  

弧又、その下に抗三州lラ文を施す。さらに下部に拙文  

を施文する。文様は肌練と直線の迷いはあるが重文で  

lミL  ′トノ†・■まうさぐ▲・＼  

留『  

′ト1J．り鮭山  

「打≠、》プ  
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刻l≒】、軌部に2～3本のへラ描き廉状文を巡らせ、川‖j  

郡上γ部には糾文を施又する。）   

凡、は口緑部はイ薫かに」勺湾し、酢一郎は「くの字＿Jに屈  

‥lける。胴部はlい火部が張る。文様は11縁郡に深い仰  

‥1ノこ1二艮による斜走出拙文、鮒佃こ21製にわたる簾状文、  

胴部には〉闘犬の斜走出拙文をこうJ毀に二∧J二って施文する。   

八一，1はl二磯部の内約はよリl抑暁になり、川凋iは．ト㌢  

附こJl長大径を持つ（）■日用㈹心細的こすぼまる。文様  

はl卜輔祁に糾文、口縁削にヘラ川き沈縦波1ノミ文をほど  

こし酢附こはヘラ状ニー二貝による簾状又、川・榔には斜正  

也拙文の縦羽状文を施す。   

八一，2は11縁郡の内湾は緩やかになリIji」きが人きくな  

る。また、胴部の肘〕は弼くなる。ll緑部のヘラ描き  

沈鯨波状文が欠落する。   

A．，こぅは11緑部の内抑こ川■吏かになし川i」きはより人きく  

なる。川iり部は弱毒りが少なくなり全体になだらかとなる。   

盤B類  

Ⅰ㍉はlI線部は頸部から†‾くのけ」に伯＝…し、外反ぎ  

みに開く。胴部は射lラに近いく）口屑部に拙文施文、【二l  

緑部から川咽iにかけて拙文施文、頸部にはヘラ：】犬二l二貝  

による脈状文が施される。  

1う乙、、はl】縁部の縦文が欠落し、胴部にはヘラ川一fき沈  

糾＝こよる横位l式画文が形成される。  

Ⅰうt】は口緑部が頚部から綬やかに外反してl川く。l1総  

帥混じl馴勺短い。川祁狛ま【l二判附こ最大径を持つ。口縁  

部には文様を持たず、瓢措lくに酢」人文、胴部には斜走萬  

拙文による縦脚】犬文を施す。  

Iil，1はIl縁郡の開きが人きくなり、川‖J部はなだらか  

となる。  

Ⅰう（．は口縁部が短く郡部からl‾くの字－」に鋭く捌く。  

頸部には脈状文、胴部には横位の酢l人文が施される（，  

lう（－1は頚部の屈曲がやや緩やかになり、胴部の肘〕  

もやや弱くなる。  

ⅠⅠは川．榔の中央部にJl達人径を持つ。野郎は緩やかに  

仙川＝し、口縁部は蘭触伽こ聞く。文様はll檀那に紬又  

施又、口緑部と胴上半部に拙文を施文する。鮎佃こは  

無文相を残す。   

小型盤A   

台付き鮒こなる可碑性もある。口縁珊は綬やかに外  

放する。胴部は球形胴に近い。酢祁にヘラ州き脈状文  

を施す。Alは胴部に榊1人二l二艮による故状文が施され  

る。  

2 型式糾列の検討  

州式糾列が追えるものとして、壷A、壷じ1、ろぎ■封）－，、  

要さピ∧t，を上げることができる。   

症∧は受け＝状「1緑と胴部の張る肘lラが持徴的であ  

る。文様要来として縄文が欠落し、川・榔の張りが弱く  

なる。八〉八】一〉A2へという糾列を設定する。   

貝イ卿勺迫川に憤らすなら、叫迎遺跡20せ住屈→i甘迎  

追跡1粥川凍上津†迎遺跡11号住居へという変遷であ  

る（）   

キi一か∴．はl1極刑が伽かに内湾するもので、胴部は招A  

とl甘悌に人きく張る。文様要素として縄文の欠落が指  

摘でき、文様も佃昭イヒする。   

C‘l｝Cill＞（∴、2という机列を設定する。   

畏休的遺構は西迎遺跡20号住居→西迎遺跡㍑づ≠凧  

→西迎遺跡13号住居へという変遷である。   

壷l）t，は【二一縁削が外反し、胴部は張る。文様要素とし  

て鋸文の欠落瀾帖と文様の附略イヒが指摘できる。，また、  

頸邦文様′‖＝こ仰描波状文の導入がある。Ⅰ）t，－＞Ⅰ〕－，1一＞  

り．，2という剥L列を協定する。   

具イ利くノ遺榊は西迎遺跡3（り珊り．Ⅰト13り住用へ朋凌遷  

であり、これにつづくものとして矧二佃仙揖鉦沸の琉が  

あげられる。   

毒さま∫八t，はl二悔ヒ部は短く、内湾してl川く。川咽；は小火部  

が張る。文様要素として酢祁の廉状文、胴部の斜加－t  

拙文による縦）j）Jl犬文があげられる。  

八，，－〉ノ＼t】1〉八l，2という組列を設定する。   

貝イ刺勺迫川は西迎追跡30号住居→也Ⅶ遺跡2（）号什  

ノ．中荒祇島仙皿区‖号イ封計→叫迎遺跡13早住居である。  

これに紋くものとして荒砥前偵遺跡2号住屈の煙があ  

げられる。   

以上の紺列の糾み合わせをもとに、西迎遺跡及び亦  

城山両雄地劇の弥生‖封で中敗後半の二日榔編咋を試案し  

た。   

3：赤城山内麓の弥生l勒骨‡り別後半の  

ニⅠ∴器編年にむけて  

水仙Il両糀の淋且井封や中期後～lたの遺跡は、現在まで  

に1（）追跡粋が知られているにすぎない。調査された住  

居を含む遺椚沌50抑に満たない。   

このようなニl犬況の中で、敢えて、表1のように∠川1  

分を考えた。前述したようにいくつかの型式で糾列を  

追うことができ、しかも、それらを横断する糾み合わ   

、ヾ一丁  



lV j渕宜の成果と今後の課題  

郷  申㌣腰   
追   跡   す∫  備  二り  

八    C‖  じ，      l★÷  ド    八。  八．，        八   

先仙1  

八一、  腑拙  野沢ⅠⅠ   

西i捷ユ   

両御山lI  

Ⅰ㍉  腑拙  八    C【l  C，，  】）。  D－）    ド  八一，  ニッ釜   

就航．l∫  

両人l   

八、  Ⅰう2  C…．2  Cい  川脚Iけlい山：事●，’】二荷  

凹                                    n      皿  皿  

m            l）－，、  ◇    田    ∧い   l！．，】        ilニ用十日I‡                                     （遺跡  
赤城＝両脚地域の弥∠上県打川l期後半における二川罠型式射＝或及び鋸作詞某  

摘（大本1988）のとおりニッ祭式段階のニl∴器が伴う。  

西迎遺跡20丹住居や西太m遺跡13（う号住居がこの例で  

ある。IlIl矧椚は2本同Il捌也文二［員による川1甜町口・山  

草荷式段椚の二川罠が伴う。この段階ではニッ釜式亜行  

の土郡も共作づ‾る。西迎遺跡lニう号住屈畑土一描資料が  

あげられる。，Ⅰ＼り矧i附こは川脚‖」●lい山草荷式段Iqキの二L  

備に、地肌文を縦線でl天分する桜井ⅠⅠ式平行の二l二㍍注力ゞ  

共伴する。荒l＝拍原遺跡一桁資料があげられる。   

以＿1二のことは、南東北の動四川掛代バI期編咋の足認を  

前提とした場合、先の型式糾列に基づく編咋試案の妥  

当性を示しているといえよう。ただし、これはあくま  

でも両東北地域の編咋が正しいという仮説の．l∴に成り  

う■～二っている。火北地方や赤城‥＝覇掛地域での屑位学的  

な検証が一Ilでも叩く行われることを期待し、赤」ノ戊‥l  

前部地域の裾狛甘伸い壬別後半の二1二㍍㍑肝についてⅠ、ⅠⅠ、  

‖、IIJというノ1期l丞分を捉岬ルておきたい。   

また、今後の裸題として、ここで取り上げた弥生昭  

代中期後半の⊥湘押とこれに続く弥黒崎明後期の二1二拙  

榔との関係の究明があげられよう。）特に、亦井戸式二I∴  

・据との関係が悩も人きない1題となる。この問題につい  

ては、赤井戸式Ⅰ期の二l二拙の川」二例の増加を待ってトl1j：  

言命してみたい。今後の大きな副題である 。  

参考文献  
ル十昭雄・椰拙．し（介1叩7「’入門言行触巨 弥∠巨二卜照北！胴i2－」ノ号▲ハ   

学ジ守一ナル‖】  

。糾帥l氾1り8（う「鶴川lけ式．・＝端をめぐって▼」第7l‖」三り，ミシンポジ㌧．ウ   

ムl、束‡l本にぷける中期腰骨の弥丑⊥侶」北誹蔵1才一一代文化研究所仙  

人木紳一郎1（）輔「群居県央部における弥′仙封骨巨期後半の二日端につ   

いて雨東北系二＝描椚の分析▼Jr汁Ⅲ拍）考■ハ‾学＋創立十川咋記念論   

〃ミ」（桐）群帰県理成文化財朋布小葉、J†  

小什／】二郎1（）7い一束北地力常用lくの弥隼バ上帯鋸咋」東北／巧・’■】－りさ戸の誹榊   

題  

杵勝次川・井h姐安・H‖卜毅1f）77「人l≠紺餌鮎井二日用一便川直甘邦－」   

考日学ジャーナル＝（ト・＝7  

β7   

せが認められることをその根拠としてあげておきたい。   

型式紺列やこれらの糾み合わせについては、先に述  

べたように、検証し裾る資料は今のところ乏しい。こ  

こでは、他地域のニIl祐甘仁との対比から、その見通しを  

述べておきたい。   

まず、細分したⅠからⅣまでにそれぞれ井伴する壷  

l工剃、F類、梁A瀾i、埜1Ⅰ常＝こ酎壬ける。これらの二l二  

損は、ヘラによる紬凧一蹴朝伐と拙文を付徴とする土≠  

群であり、ここで分類したヘラ抑き沈線文二L損や櫛描  

き文系二l二拙とは明らかに系統を異にするものとしてと  

らえられる。   

すでにこれらの二日肛群については仰椚恵介を初めと  

して多くの研究者によって南東北系二lエソ紺仁として位閏  

付られているところである（柿沼・井守〃）77、設楽198（う  

他）。近叶では大木紳一郎によって詳細な分析がおこな  

われた（）大木は各遺跡毎の南火北系二川持と呼ばれるも  

のと尖一県の南東北の二】二肌理式との対比を行い、これら  

南東北系土岩淵羊のJ上げIや流人経路について言及した  

（大木1f）88）。   

ところで、これまでのところ最も精緻に糾み立てら  

れ、信頼のおけると判断される弥丑昭代Ilり別後壬‡二から  

後柑＝こかけての南東北地域の土鮎闇討1二は、小村チl二郎や  

井－t磯安他によって糾み⊥げられた編咋であろう（小  

村197（う、外し∵他1978）。南御‥りⅠ式からニッ釜式、川原  

町Tl式、人三［山式を締て十］二千γ式にいたる編咋人糾は  

極めて妥当性の強い戊のと考える。   

そこで表1の備考欄に示したように中村編咋を赤城  

山南就地域山土の南東北系土湘群にあてはめてみた。  

＝吸階は明細ではないが、荒鵬前原遺跡5トレンナニう  

・号照穴川ニヒの磨り消し拙文を持つ離は面御ll＝Ⅰ式に対  

比される可能性がある。IH矧階では、すでに大木の析  
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7．7けノ川律州英二t凋批情状況（浅間C咋イり   6．7サノ川川溝基全損  
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1．5サ住居遣物州土状況  
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5．4号附．i；▲遣物（4・3）州ニヒ状況  6．18号住居全景  
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6．24サ佃戸上卜屑椎情状況  
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